

[image: Oracle Corporation]





目次

図一覧

表一覧

タイトルおよび著作権情報

はじめに

	対象読者
	ドキュメントのアクセシビリティについて
	関連ドキュメント
	表記規則


第I部 スタート・ガイド

1 概要

	このマニュアルについて
	Oracle DBAの一般的なタスク
	データベースをチューニングするツール


2 Oracle Databaseのパフォーマンス・メソッド

	自動ワークロード・リポジトリを使用したデータベース統計の収集
	時間モデル統計
	待機イベント統計
	セッションおよびシステム統計
	アクティブ・セッション履歴の統計
	高負荷SQL統計



	Oracleパフォーマンス・メソッドの使用
	データベースのチューニング準備
	データベースの事前のチューニング
	データベースの事後チューニング
	SQL文のチューニング



	Oracle Databaseで検出されるパフォーマンスにおける一般的な問題


第II部 データベースの事前チューニング

3 データベースのパフォーマンスの自動監視

	自動データベース診断モニターの概要
	ADDM分析
	ADDM推奨
	Oracle Real Application ClustersのADDM



	自動データベース診断モニターの構成
	ADDMを有効にする初期化パラメータの設定
	DBIO_EXPECTEDパラメータの設定
	AWRスナップショットの管理
	スナップショットの作成
	スナップショット設定の変更






	自動データベース診断モニターの分析の確認
	自動データベース診断モニターの結果の説明
	自動データベース診断モニターの推奨事項の実装
	スナップショット統計の表示


4 リアルタイムなデータベースのパフォーマンスの監視

	ユーザー・アクティビティの監視
	上位SQLの監視
	上位セッションの監視
	上位サービスの監視
	上位モジュールの監視
	上位アクションの監視
	上位クライアントの監視
	上位PL/SQLの監視
	上位ファイルの監視
	上位オブジェクトの監視



	インスタンス・アクティビティの監視
	スループットの監視
	I/Oの監視
	関数によるI/Oの監視
	タイプ別のI/Oの監視
	コンシューマ・グループ別のI/Oの監視



	パラレル実行の監視
	サービスの監視



	ホスト・アクティビティの監視
	CPU使用率の監視
	メモリー使用率の監視
	ディスクI/O使用率の監視



	データベース・アクティビティのスパイクの原因の確認
	「データベース・パフォーマンス」ページのカスタマイズ


5 パフォーマンス・アラートの監視

	パフォーマンス・アラートのメトリックしきい値の設定
	アラートへの対応
	アラートのクリア


第III部 データベースの事後チューニング

6 データベースのパフォーマンスの手動監視

	現在のデータベースのパフォーマンスを分析するADDMの手動実行
	過去のデータベースのパフォーマンスを分析するADDMの手動実行
	前のADDM結果へのアクセス


7 一時的なパフォーマンスの問題の解決

	アクティブ・セッション履歴の概要
	アクティブ・セッション履歴レポートの実行
	アクティブ・セッション履歴レポート
	上位イベント
	上位ユーザー・イベント
	上位バックグラウンド・イベント



	ロード・プロファイル
	上位SQL
	上位セッション
	上位DBオブジェクト
	上位DBファイル
	一定時間のアクティビティ



	緊急時のシステム障害の診断


8 時間の経過によるパフォーマンス低下の解決

	ベースラインの管理
	ベースラインの作成
	単一ベースラインの作成
	繰返しベースラインの作成



	ベースラインの削除
	ベースラインのしきい値統計の計算
	ベースラインのメトリックしきい値の設定
	デフォルトの変動ベースラインのメトリックしきい値の設定
	選択したベースラインのメトリックしきい値の設定






	AWR期間の比較レポートの実行
	ベースラインと他のベースラインの比較またはスナップショットのペアの比較
	現在のシステム・パフォーマンスのベースライン期間との比較
	スナップショットの2つのペアの比較



	AWR期間の比較レポートの使用
	AWR期間の比較レポートのサマリー
	スナップショット・セット
	ロード・プロファイル
	上位タイム・イベント
	ホスト構成の比較
	システム構成の比較



	AWR期間の比較レポートの詳細
	AWR期間の比較レポートの補足情報





第IV部 SQLチューニング

9 高負荷のSQL文の識別

	ADDMの検出結果に基づく高負荷SQL文の識別
	上位SQLに基づく高負荷SQL文の識別
	SQL文の待機クラスごとの表示
	SQL文の詳細の表示
	SQL統計の表示
	セッション・アクティビティの表示
	SQL実行計画の表示
	計画管理の表示
	チューニング履歴の表示








10 SQL文のチューニング

	SQLチューニング・アドバイザを使用したSQL文のチューニング
	SQLチューニング・アドバイザを使用したSQLの手動チューニング
	自動SQLチューニング結果の表示



	SQLチューニング・セットの管理
	SQLチューニング・セットの作成
	SQLチューニング・セットの作成: オプション
	SQLチューニング・セットの作成: ロード・メソッド
	SQLチューニング・セットの作成: フィルタ・オプション
	SQLチューニング・セットの作成: スケジュール



	SQLチューニング・セットの削除
	SQLチューニング・セットの転送
	SQLチューニング・セットのエクスポート
	SQLチューニング・セットのインポート






	SQLプロファイルの管理
	SQL実行計画の管理


11 データ・アクセス・パスの最適化

	SQLアクセス・アドバイザの実行
	SQLアクセス・アドバイザの実行: 初期オプション
	SQLアクセス・アドバイザの実行: ワークロード・ソース
	キャッシュからのSQL文の使用
	既存のSQLチューニング・セットの使用
	仮説ワークロードの使用



	SQLアクセス・アドバイザの実行: フィルタ・オプション
	リソース使用量のフィルタの定義
	ユーザーのフィルタの定義
	表のフィルタの定義
	SQLテキストのフィルタの定義
	モジュールのフィルタの定義
	アクションのフィルタの定義



	SQLアクセス・アドバイザの実行: 推奨オプション
	SQLアクセス・アドバイザの実行: スケジュール



	SQLアクセス・アドバイザ推奨事項の確認
	SQLアクセス・アドバイザ推奨事項の確認: サマリー
	SQLアクセス・アドバイザ推奨事項の確認: 推奨事項
	SQLアクセス・アドバイザ推奨事項の確認: SQL文
	SQLアクセス・アドバイザ推奨事項の確認: 詳細



	SQLアクセス・アドバイザ推奨事項の実装


索引







図一覧

	2-1 すべてのユーザー・レスポンス時間のDB時間
	2-2 ユーザー・トランザクションのDB時間
	2-3 アクティブ・セッション履歴
	4-1 「パフォーマンス」ページ
	4-2 ユーザー・アクティビティの監視
	4-3 実行中のアクティブ・セッション・ページ
	4-4 上位SQLの監視
	4-5 上位セッションの監視
	4-6 上位サービスの監視
	4-7 上位モジュールの監視
	4-8 上位アクションの監視
	4-9 上位クライアントの監視
	4-10 上位PL/SQLの監視
	4-11 上位ファイルの監視
	4-12 上位オブジェクトの監視
	4-13 スループットの監視
	4-14 I/Oの監視
	4-15 パラレル実行の監視
	4-16 サービスの監視
	4-17 ホスト・アクティビティの監視
	4-18 パフォーマンス・サマリー
	6-1 データベースのパフォーマンスの履歴の分析
	7-1 上位ユーザー・イベント
	7-2 上位バックグラウンド・イベント
	7-3 上位サービス/モジュール
	7-4 上位イベントのある上位SQL
	7-5 上位セッション
	7-6 上位DBオブジェクト
	7-7 上位DBファイル
	7-8 一定時間のアクティビティ
	8-1 AWR期間の比較レポート
	9-1 「トップ・アクティビティ」ページ
	9-2 SQL文の待機クラスごとの表示
	11-1 SQLアクセス・アドバイザ・タスクのスケジュール








表一覧

	2-1 アクティブ・セッション履歴
	7-1 一定時間のアクティビティ








Oracle® Database

2日でパフォーマンス・チューニング・ガイド

11gリリース2(11.2)

B56313-03(原本部品番号:E10822-04)

2011年11月




Oracle Database 2日でパフォーマンス・チューニング・ガイド, 11gリリース2(11.2)

B56313-03

Copyright © 2007, 2011, Oracle and/or its affiliates.All rights reserved.

原本著者: David McDermid、Lance Ashdown、Immanuel Chan

原本協力者: Sushil Kumar

協力者: Pete Belknap、Supiti Buranawatanachoke、Nancy Chen、Kakali Das、Karl Dias、Mike Feng、Yong Feng、Cecilia Grant、Connie Green、William Hodak、Andrew Holdsworth、Kevin Jernigan、Caroline Johnston、Sue K.Lee、Herve Lejeune、Colin McGregor、Mughees Minhas、Valarie Moore、Deborah Owens、Mark Ramacher、Uri Shaft、Susan Shepard、Janet Stern、Hsiao-Te Su、Minde Sun、Mark Townsend、Stephen Wexler、Graham Wood、Khaled Yagoub、Michael Zampiceni

このソフトウェアおよび関連ドキュメントの使用と開示は、ライセンス契約の制約条件に従うものとし、知的財産に関する法律により保護されています。ライセンス契約で明示的に許諾されている場合もしくは法律によって認められている場合を除き、形式、手段に関係なく、いかなる部分も使用、複写、複製、翻訳、放送、修正、ライセンス供与、送信、配布、発表、実行、公開または表示することはできません。このソフトウェアのリバース・エンジニアリング、逆アセンブル、逆コンパイルは互換性のために法律によって規定されている場合を除き、禁止されています。

ここに記載された情報は予告なしに変更される場合があります。また、誤りが無いことの保証はいたしかねます。誤りを見つけた場合は、オラクル社までご連絡ください。

このソフトウェアまたは関連ドキュメントが、米国政府機関もしくは米国政府機関に代わってこのソフトウェアまたは関連ドキュメントをライセンスされた者に提供される場合は、次のNoticeが適用されます。

U.S. GOVERNMENT RIGHTS Programs, software, databases, and related documentation and technical data delivered to U.S. Government customers are "commercial computer software" or "commercial technical data" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific supplemental regulations.As such, the use, duplication, disclosure, modification, and adaptation shall be subject to the restrictions and license terms set forth in the applicable Government contract, and, to the extent applicable by the terms of the Government contract, the additional rights set forth in FAR 52.227-19, Commercial Computer Software License (December 2007).Oracle America, Inc., 500 Oracle Parkway, Redwood City, CA 94065.

このソフトウェアまたはハードウェアは様々な情報管理アプリケーションでの一般的な使用のために開発されたものです。このソフトウェアまたはハードウェアは、危険が伴うアプリケーション(人的傷害を発生させる可能性があるアプリケーションを含む)への用途を目的として開発されていません。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用する際、このソフトウェアまたはハードウェアを安全に使用するために、適切な安全装置、バックアップ、冗長性(redundancy)、その他の対策を講じることは使用者の責任となります。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用したことに起因して損害が発生しても、オラクル社およびその関連会社は一切の責任を負いかねます。

OracleおよびJavaはOracle およびその関連企業の登録商標です。その他の名称は、それぞれの所有者の商標または登録商標です。

Intel、Intel Xeonは、Intel Corporationの商標または登録商標です。すべてのSPARCの商標はライセンスをもとに使用し、SPARC International, Inc.の商標または登録商標です。AMD、Opteron、AMDロゴ、AMD Opteronロゴは、Advanced Micro Devices, Inc.の商標または登録商標です。UNIXはThe Open Groupの登録商標です。

このソフトウェアまたはハードウェアおよびドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに関する情報を提供することがあります。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、費用、あるいは損害が発生しても、一切の責任を負いかねます。







はじめに

ここでは、次の内容について説明します。

	
対象読者


	
ドキュメントのアクセシビリティについて


	
関連ドキュメント


	
表記規則





対象読者

このマニュアルは、Oracle Databaseのパフォーマンスのチューニングおよび最適化を行うOracle Database管理者(DBA)を対象としています。このマニュアルを使用する前に、『Oracle Database 2日でデータベース管理者』をお読みください。

特に、次のユーザーを対象としています。

	
データベースのパフォーマンス・チューニングのスキルを必要とするOracle DBA


	
Oracle Databaseを初めて使用するDBA





ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクル社のアクセシビリティへの取組みの詳細は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

Oracleカスタマは、My Oracle Supportから電子サポートにアクセスできます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoまたはhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs (聴覚障害者向け)を参照してください。


ドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについて

スクリーン・リーダーは、ドキュメント内のサンプル・コードを正確に読めない場合があります。コード表記規則では閉じ括弧だけを行に記述する必要があります。しかし一部のスクリーン・リーダーは括弧だけの行を読まない場合があります。


外部Webサイトのドキュメントのアクセシビリティについて

このドキュメントにはオラクル社およびその関連会社が所有または管理しないWebサイトへのリンクが含まれている場合があります。オラクル社およびその関連会社は、それらのWebサイトのアクセシビリティに関しての評価や言及は行っておりません。


Oracleサポートへのアクセス

Oracleカスタマは、My Oracle Supportから電子サポートにアクセスできます。詳細は、http://www.oracle.com/support/contact.htmlまたはhttp://www.oracle.com/accessibility/support.html(聴覚障害者向け)を参照してください。


関連ドキュメント

このマニュアルで説明する内容の詳細は、次のマニュアルを参照してください。

	
『Oracle Database 2日でデータベース管理者』


	
『Oracle Database管理者ガイド』


	
『Oracle Database概要』


	
『Oracle Databaseパフォーマンス・チューニング・ガイド』





表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ドキュメントのタイトル、強調またはユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。











第I部



スタート・ガイド

第I部では、このマニュアルの概要を示し、Oracle Databaseのパフォーマンス・メソッドについて説明します。内容は次のとおりです。

	
第1章「概要」


	
第2章「Oracle Databaseのパフォーマンス・メソッド」










1 概要

Oracle Database管理者(DBA)は、Oracle Databaseのパフォーマンスを適切に保つ責任があります。データベースをチューニングして要求されるパフォーマンス・レベルを満たすことは、特に新しくOracle Databaseを使用することになったDBAにとって難しい問題です。このマニュアルは、Oracle Diagnostics Pack、Oracle Tuning Pack、Oracle Enterprise Manager(Enterprise Manager)から提供される機能を使用して日常的なデータベースのパフォーマンス・チューニング・タスクを実行する方法が記載されたクイック・スタート・ガイドです。

この章の内容は次のとおりです。

	
このマニュアルについて


	
Oracle DBAの一般的なタスク


	
データベースをチューニングするツール






このマニュアルについて

このマニュアルを使用する前に、次のことを行っておく必要があります。

	
『Oracle Database 2日でデータベース管理者』全体を読んでおくこと


	
「データベースをチューニングするツール」に示されている必要な製品およびツールの入手




このマニュアルはタスク指向です。チューニング・タスクの実行が必要な理由および時期について説明することを目的としています。

このマニュアルでは、Oracle Databaseのあらゆる概要について包括的に説明してはいません。このような情報については、『Oracle Database概要』を参照してください。

このマニュアルでは、基本的なOracle Databaseの管理タスクについては説明していません。このような情報については、『Oracle Database 2日でデータベース管理者』を参照してください。管理タスクの完全な説明は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。

このガイドで使用する主なインタフェースはEnterprise Manager Database Controlコンソールです。このマニュアルでは、Oracle Databaseのパフォーマンスに関するすべてのチューニング機能については説明していません。また、このマニュアルで説明しているチューニング・オプションと同等である、使用可能なアプリケーション・プログラミング・インタフェース(API)についても説明していません。このタイプの詳細は、Oracle Databaseパフォーマンス・チューニング・ガイドを参照してください。






Oracle DBAの一般的なタスク

Oracle DBAとして、次のタスクに関わることが予想されます。

	
Oracleソフトウェアのインストール


	
Oracle Databaseの作成


	
新しいリリースへのデータベースおよびソフトウェアのアップグレード


	
データベースの起動および停止


	
データベースの記憶域構造の管理


	
ユーザー・アカウントおよびセキュリティの管理


	
表、索引、ビューなどのスキーマ・オブジェクトの管理


	
データベースのバックアップおよびリカバリの実行(必要時)


	
データベースの状況の事前の監視および予防または修正アクションの実行(必要な場合)


	
データベースのパフォーマンスの監視およびチューニング




このマニュアルでは、前述のリストのうち、最後の2つの作業を行う方法について説明しています。






データベースをチューニングするツール

このマニュアルは、Oracle Databaseのパフォーマンスを迅速で効率的にチューニングおよび最適化することを目的としています。

このマニュアルを使用するには、次の製品、ツール、機能およびユーティリティを入手する必要があります。

	
Oracle Database 11g Enterprise Edition

Oracle Database 11g Enterprise Editionは企業クラスのパフォーマンスを持ち、クラスタ・サーバー構成および単一サーバー構成で拡張性および信頼性を備えています。このガイドで使用されている多くのパフォーマンス機能が含まれています。


	
Oracle Enterprise Manager

データベースを管理する主要なツールはWebベースのインタフェースであるEnterprise Managerです。Oracleソフトウェアのインストール、データベースの作成またはアップグレード、およびネットワークの構成を行った後、Enterprise Managerを使用してデータベースを管理できます。さらに、Enterprise Managerではパフォーマンス・アドバイザのインタフェース、およびSQL*Loader、Recovery Managerなどのデータベース・ユーティリティのインタフェースを使用できます。


	
Oracle Diagnostics Pack

Oracle Diagnostics Packでは、パフォーマンスのボトルネックの自動識別、解決策の指示、包括的なシステム監視などの独自の機能により、Oracle Database環境のパフォーマンス管理について、完全でコスト効率が高く、簡単に使用できる解決策を提供します。このマニュアルでは、Oracle Diagnostics Packの主要機能である自動ワークロード・リポジトリ(AWR)、自動データベース診断モニター(ADDM)およびアクティブ・セッション履歴(ASH)を使用します。


	
Oracle Database Tuning Pack

Oracle Database Tuning Packでは、データベースのアプリケーション・チューニング・プロセスを自動化できます。これにより、データベースの管理コストが大幅に抑制されるとともに、パフォーマンスと信頼性が向上します。このガイドで使用されるOracle Database Tuning Packの主要な機能は、次のとおりです。

	
SQLチューニング・アドバイザ

この機能を使用すると、入力として1つ以上のSQL文を発行し、出力として、文のチューニング方法に関するアドバイスや推奨、各推奨の論理および予測されるメリットを受け取ることができます。推奨事項には、オブジェクトに関する統計の収集、新しい索引の作成、SQL文の再構成、またはSQLプロファイルの作成に関するものがあります。


	
SQLアクセス・アドバイザ

この機能を使用すると、指定したSQLワークロードに対して適切なマテリアライズド・ビュー、マテリアライズド・ビュー・ログ、索引およびパーティションが推奨されるため、SQL問合せのデータ・アクセス・パスを最適化できます。





	
Oracle Real Applicationテスト

Oracle Real Applicationテストには、次の主要な機能があります。

	
データベース・リプレイ

この機能を使用すると、本番システムのデータベース・ワークロードを取得し、同じバージョンまたは新しいバージョンのOracle Database上のテスト・システムで、本番システムと同じタイミングおよび同時実行性でそのデータベース・ワークロードを再生できます。


	
SQLパフォーマンス・アナライザ

この機能を使用すると、低下または向上したSQL文、あるいは変化なしのSQL文を識別することによって、システム変更がSQLパフォーマンスに及ぼす影響を判断できます。




これらの機能の使用方法は、『Oracle Database Real Application Testingユーザーズ・ガイド』を参照してください。







	
注意:

Oracle Diagnostics PackやOracle Database Tuning Packなど、前述の製品およびツールには、個別のライセンスが必要なものがあります。詳細は、『Oracle Databaseライセンス情報』を参照してください。















2 Oracle Databaseのパフォーマンス・メソッド

パフォーマンスの改善は反復プロセスです。1つ目のボトルネック(リソースの競合が最も激しいポイント)を解消してもすぐにパフォーマンスの向上につながらず、他のボトルネックがシステムに対してさらに大きな影響を与えていることが発見される場合があります。このため、Oracleのパフォーマンス・メソッドは反復的です。変更によってパフォーマンスを改善するには、その最初の手順としてパフォーマンスの問題を正確に診断する必要があります。

一般的にパフォーマンスの問題は、スループット(指定された時間内に完了できる作業量)の不足、またはユーザーやジョブのレスポンス時間(指定されたワークロードを完了するまでの時間)の異常、あるいはその両方によって生じます。問題の原因は特定のアプリケーションのモジュールである場合も、システム全体である場合もあります。

データベースまたはオペレーティング・システムの統計を確認する前に、システムおよびアプリケーションのユーザーからフィードバックを収集することが不可欠です。このフィードバックは、パフォーマンス目標の決定に役立ちます。パフォーマンスの改善状況は、システムの統計によってではなく、ビジネス目標の観点で測定されます。

Oracleパフォーマンス・メソッドは、パフォーマンスの目標が達成されるか達成不可能と判断されるまで適用できます。このプロセスは反復的なため、調査の中にはシステム・パフォーマンスにほとんど影響しないものもあります。重大なボトルネックを迅速に正確に特定するには、時間と経験が必要です。自動データベース診断モニター(ADDM)ではOracleパフォーマンス・メソッドを実装して統計を分析し、パフォーマンス上の重大な問題が自動で診断されます。ADDMを使用すると、システムのパフォーマンスの向上に必要な時間が大幅に短縮されるため、このガイドでもこの方法を利用します。

この章ではOracle Databaseパフォーマンス・メソッドを説明しています。次の項で構成されています。

	
自動ワークロード・リポジトリを使用したデータベース統計の収集


	
Oracleパフォーマンス・メソッドの使用


	
Oracle Databaseで検出されるパフォーマンスにおける一般的な問題






自動ワークロード・リポジトリを使用したデータベース統計の収集

データベース統計ではデータベースの負荷のタイプ、およびデータベースで使用する内部および外部リソースに関する情報が提供されます。ADDMを使用したデータベースでパフォーマンスの問題を正確に診断するには、統計が使用可能である必要があります。

累積統計は、ブロック読取り数などの数です。Oracle Databaseはシステム、セッションおよび個別のSQL文の累積統計のタイプを生成します。Oracle Databaseはセグメントおよびサービスについての累積統計の追跡もします。自動ワークロード・リポジトリ(AWR)では、データベースの問題検出および自己チューニングのために、パフォーマンス統計の収集、処理および保持によりデータベースの統計採取が自動的に行われます。

デフォルトでは、データベースが1時間ごとに統計を採取してAWRスナップショットを作成します。AWRスナップショットは、パフォーマンス比較に使用される特定の時間に関するデータのセットです。スナップショットで取得したデルタ値は、時間ごとの各統計に対する変更を示します。AWRで採取した統計はメモリーから問い合せます。採取したデータは、レポートおよびビューで表示できます。

AWRでは次の初期化パラメータを使用できます。

	
STATISTICS_LEVEL

AWRによる統計の収集を有効にするには、このパラメータをTYPICAL(デフォルト)またはALLに設定します。STATISTICS_LEVELをBASICに設定すると、AWRを含む多くのデータベース機能が無効化されるため、この方法はお薦めしません。この初期化パラメータの詳細は、『Oracle Databaseリファレンス』を参照してください。


	
CONTROL_MANAGEMENT_PACK_ACCESS

自動データベース診断監視を有効にするには、DIAGNOSTIC+TUNING(デフォルト)またはDIAGNOSTICに設定します。CONTROL_MANAGEMENT_PACK_ACCESSをNONEに設定すると、ADDMを含む多くのデータベース機能が無効化されるため、この方法はお薦めしません。この初期化パラメータの詳細は、『Oracle Databaseリファレンス』を参照してください。




AWRで収集および処理されるデータベース統計には、次のものがあります。

	
時間モデル統計


	
待機イベント統計


	
セッションおよびシステム統計


	
アクティブ・セッション履歴の統計


	
高負荷SQL統計






時間モデル統計

時間モデル統計はデータベース内での操作タイプによる経過時間を測定します。最も重要な時間モデル統計はデータベース時間(DB時間)です。データベース時間は、フォアグラウンド・セッションによってデータベース・コール内で経過した合計時間を表し、またインスタンスのワークロードの合計の指標にもなります。図2-1で説明されているように、データベース時間はアプリケーションのユーザー・レスポンス時間全体の一部を構成します。


図2-1 すべてのユーザー・レスポンス時間のDB時間

[image: 図2-1の説明が続きます。]

「図2-1 すべてのユーザー・レスポンス時間のDB時間」の説明





セッションは、データベース・インスタンス・メモリー内の論理的なエンティティで、データベースに対する現在のユーザー・ログインの状態を表します。データベース時間は、CPU時間とすべてのアクティブ・セッション(アイドル状態ではないセッション)の待機時間を集計することで算出されます。データベース要求については、CPU時間は要求の処理にかかった合計時間を示し、待機時間は様々なデータベース・インスタンス・リソースの合計待機時間を示します。DB時間には、クライアント・プロセスにかかった時間のみが含まれ、PMONなどのバックグラウンド・プロセスにかかった時間は含まれません。

たとえば、ユーザー・セッションには、オンライン書店で実行されるオンライン・トランザクション(図2-2に示すアクションで構成される)などがあります。


図2-2 ユーザー・トランザクションのDB時間

[image: 図2-2の説明が続きます。]

「図2-2 ユーザー・トランザクションのDB時間」の説明





	
作者別の書籍の問合せ

ユーザーは特定の作者の書籍の検索を実行します。このアクションでは、アプリケーションにより、作者別の書籍のデータベースに対して問合せが実行されます。


	
問合せの結果を参照

ユーザーは、戻された作者別の書籍のリストを参照し、ユーザー・レビューおよび在庫状況などの詳細にアクセスします。このアクションでは、アプリケーションにより追加のデータベース問合せが実行されます。


	
カートにアイテムを追加

書籍の詳細を参照した後、ユーザーは書籍の1つをショッピング・カートに追加することを決定します。このアクションでは、アプリケーションによりデータベースが呼び出され、ショッピング・カートが更新されます。


	
チェックアウト

以前に商品を購入したときに書店のWebサイトに保存されていた、住所および支払い情報をユーザーが確認し、取引を完了します。このアクションでは、アプリケーションにより様々なデータベース操作が行われ、ユーザー情報の取得、新しい注文の追加、在庫情報の更新および電子メールの認証が実行されます。




これらの各先行アクションでは、ユーザーは図2-2の下矢印で示されているとおりにデータベースに対し要求を行います。データベースが要求を処理するためにかかるCPU時間およびデータベースの待機にかかる待機時間はDB時間と呼ばれます(色付きの部分)。要求が完了すると、上矢印で示されているとおりに、結果がユーザーに戻されます。上矢印および下矢印の間の領域は要求を処理するための合計ユーザー・レスポンス時間を表し、図2-1で示されるようにDB時間以外のその他のコンポーネントが含まれます。




	
注意:

DB時間は、インスタンスの開始時から累積的に測定されます。DB時間ではアイドル状態でないすべてのユーザー・セッションの時間が集計されるため、DB時間がインスタンス開始後の経過時間を超える場合があります。たとえば、5分間実行されたインスタンスについて4つのアクティブ・セッションがあると、累積DB時間は20分になります。







データベースのチューニングの目的は、データベース時間を短縮することです。チューニングすることにより、アプリケーションでのユーザーのトランザクションの全体のレスポンス時間が向上します。






待機イベント統計

セッションがあるイベントの完了を待機してから処理を続行する必要があったことを示すため、待機イベントはセッションによって増分されます。ユーザー要求を処理している間にセッションが待機する必要がある場合、データベースは事前定義された待機イベントのセットの1つを使用して、その待機を記録します。次に、このイベントは、「ユーザーI/O」および「ネットワーク」などの待機クラスに分類されます。待機イベント・データにより、ラッチ、バッファ、I/Oの競合など、パフォーマンスへ悪影響を与える可能性のある症状が明らかになります。




	
参照:

	
『Oracle Databaseパフォーマンス・チューニング・ガイド』


	
『Oracle Databaseリファレンス』

















セッションおよびシステム統計

データベースの多数の累積統計はシステムおよびセッション・レベルで使用可能です。これらの統計の一部はAWRで収集されます。






アクティブ・セッション履歴の統計

アクティブ・セッション履歴(ASH)統計はデータベースのセッション・アクティビティのサンプルです。データベースは毎秒サンプリングされ、システム・グローバル領域(SGA)の循環バッファに格納されます。データベースに接続してCPUを使用しているセッションまたはアイドル待機クラスに属していないイベントを待っているセッションは、アクティブ・セッションと認識されます。アクティブ・セッションのみ取得すると、管理可能なデータのセットが示されます。データのサイズは、データベースで実行可能なセッション数ではなく、実行中の作業に直接関連します。

「時間モデル統計」で説明したDB時間の例を使用すると、書店のWebサイトで行ったオンライン・トランザクションからセッション・アクティビティのサンプルが収集されます。これは、図2-3の横矢印の下の縦線で示されています。


図2-3 アクティブ・セッション履歴

[image: 図2-3の説明が続きます。]

「図2-3 アクティブ・セッション履歴」の説明





細い縦線は、ASH統計に取得されない非アクティブ・セッション・アクティビティのサンプルを表しています。太い縦線は次の時点で取得されたアクティブ・セッションのサンプルを表しています。

	
7:38、作者別の書籍を問合せ中


	
7:42、ユーザーが問合せ結果を参照中


	
7:50、書籍の1つをショッピング・カートに追加


	
7:52、チェックアウト処理中




表2-1に、サンプリングされるセッションID(SID)、モジュール、SQL ID、セッション状態、および待機イベントの例とともに、アクティブ・セッションに対して収集されたASH統計を示します。


表2-1 アクティブ・セッション履歴

	時間	SID	モジュール	SQL ID	状態	イベント
	
7:38

	
213

	
作者別の書籍

	
qa324jffritcf

	
待機中

	
db file順次読取り


	
7:42

	
213

	
レビューIDの取得

	
aferv5desfzs5

	
CPU

	
なし


	
7:50

	
213

	
カートにアイテムを追加

	
hk32pekfcbdfr

	
待機中

	
バッファ・ビジー待機


	
7:52

	
213

	
チェックアウト

	
abngldf95f4de

	
待機中

	
ログ・ファイルの同期化












高負荷SQL統計

経過時間およびCPU時間などのリソースの大部分を消費するSQL文は、システムにとって非常に大きな負荷となります。








Oracleパフォーマンス・メソッドの使用

Oracleのパフォーマンス・メソッドを使用したパフォーマンス・チューニングは、データベースのボトルネックの識別と解消、および効率的なSQL文の開発によって行われます。データベースのチューニングは、事前および事後の2つのフェーズで構成されます。

事前チューニングのフェーズで、ADDM分析および検出結果の確認、リアルタイムでのデータベースのパフォーマンスの監視、およびアラートへの対応などのチューニング・タスクを、データベースのメンテナンス・ルーチンの一部として日常的に実行する必要があります。

短期的に発生するパフォーマンスの問題、または時間の経過によるデータベースのパフォーマンスの低下などの問題がユーザーから報告された場合は、事後チューニングのフェーズで対応する必要があります。

SQLチューニングは、高負荷SQL文の効率を識別、チューニングおよび向上させる反復プロセスです。

Oracleパフォーマンス・メソッドの適用には、次の操作が含まれます。

	
事前チューニングの準備の実行(「データベースのチューニング準備」を参照)


	
データベースの定期的な事前チューニングの実行(「データベースの事前のチューニング」を参照)


	
パフォーマンスの問題がユーザーによってレポートされた場合のデータベースの事後チューニングの実行(「データベースの事後チューニング」を参照)


	
高負荷のSQL文の識別、チューニングおよび最適化(「SQL文のチューニング」を参照)




データベースのパフォーマンスを改善するために、これらの原則を繰り返して適用する必要があります。



データベースのチューニング準備

この項ではデータベースのチューニング前に行う必要のある手順をリストして説明します。

チューニングのためにデータベースを準備する手順:: 

	
ユーザーからフィードバックを取得します。

パフォーマンス・プロジェクトの有効範囲、最終的なパフォーマンスの目標、および将来のパフォーマンス目標を決定します。このプロセスは今後の容量計画にとって重要です。


	
ユーザーのパフォーマンスに影響するすべてのシステムのオペレーティング・システムをチェックします。

ハードウェアまたはオペレーティング・システム・リソースが完全に使用されていることを確認します。発生する可能性のある問題として超過したリソースをリストし、後で分析します。さらに、すべてのハードウェアが正常に機能していることを確認します。


	
Oracle Databaseの自動パフォーマンス・チューニング機能(AWR、ADDMなど)が有効になるようにSTATISTICS_LEVEL初期化パラメータがTYPICAL(デフォルト)またはALLに設定されていることを確認します。


	
CONTROL_MANAGEMENT_PACK_ACCESS初期化パラメータをDIAGNOSTIC+TUNING(デフォルト)またはDIAGNOSTICに設定し、ADDMを有効にします。







	
参照:

	
AWRの構成方法については、「自動ワークロード・リポジトリを使用したデータベース統計の収集」を参照してください。


	
「自動データベース診断モニターの構成」

















データベースの事前のチューニング

この項ではデータベースの定期的なチューニングに必要な事前の手順をリストして説明します。これらの手順は、Oracle Databaseの日常的なメンテナンスの一部として実行してください。チューニング・プロセスは、パフォーマンスの目標に達するか、他の制約により不可能になるまで繰り返します。

データベースの事前チューニング手順: 

	
ADDMの結果を確認します(第3章「データベースのパフォーマンスの自動監視」を参照)。

ADDMは、「Oracle Databaseで検出されるパフォーマンスにおける一般的な問題」のほとんどが含まれるデータベースに関するパフォーマンスの問題を自動的に検出し、報告します。この結果は、Oracle Enterprise Manager(Enterprise Manager)のデータベースのホームページでADDMの結果として表示されます。これらの結果を確認することにより、注意が必要なパフォーマンスの問題を迅速に識別することが可能となります。


	
ADDMの推奨事項を実装します(第3章「データベースのパフォーマンスの自動監視」を参照)。

ADDMの結果により、パフォーマンスの問題の影響を軽減する推奨事項のリストが得られます。推奨事項の実装により、推奨された変更が適用されデータベースのパフォーマンスが改善されます。


	
データベースのパフォーマンスの問題をリアルタイムで監視します(第4章「リアルタイムなデータベースのパフォーマンスの監視」を参照)。

Enterprise Managerの「パフォーマンス」ページでは、リアルタイムのパフォーマンスの問題を識別し、対応できます。適切なページにドリルダウンすると、次のADDM分析の実行を待つことなく、リアルタイムでデータベースのパフォーマンスの問題を識別および解決できます。


	
パフォーマンス関連のアラートに対応します(第5章「パフォーマンス・アラートの監視」を参照)。

Enterprise Managerのデータベースのホームページでは、データベースによって生成されたパフォーマンス関連のアラートが表示されます。通常は、これらのアラートが示す問題を解決することで、データベースのパフォーマンスが向上します。


	
行った変更によって期待した結果が得られたことを検証します。また、ユーザーに対するデータベースのパフォーマンスが向上したかどうかを確認します。









データベースの事後チューニング

この項では、ユーザー・フィードバックに基づいたデータベースのチューニングに必要な手順をリストして説明します。このチューニングの手順は事後と考えられます。ユーザーによりパフォーマンスの問題がレポートされたときに、この手順を定期的に実行します。

データベースの事後チューニング手順: 

	
パフォーマンスの問題がユーザーによってレポートされた場合、ADDMを手動で実行して現在のデータベースのパフォーマンスおよびデータベースのパフォーマンスの履歴を診断します(第6章「データベースのパフォーマンスの手動監視」を参照)。

この方法で、次のADDM分析の前に現在のデータベースのパフォーマンスを分析したり、システムの定期的な監視を行っていないときに過去のデータベースのパフォーマンスを分析することができます。


	
一時的なパフォーマンスの問題を解決します(第7章「一時的なパフォーマンスの問題の解決」を参照)。

アクティブ・セッション履歴(ASH)レポートでは、短期間でADDM分析に表示されないデータベースの一時的なパフォーマンスの問題を分析できます。


	
時間の経過によるパフォーマンスの低下を解決します(第8章「時間の経過によるパフォーマンス低下の解決」を参照)。

自動ワークロード・リポジトリ(AWR)期間の比較レポートで、2つの期間のデータベースのパフォーマンスを比較でき、特定の期間から他の期間にかけて発生するパフォーマンスの低下を解決します。


	
行った変更によって期待した結果が得られたことを検証します。また、ユーザーに対するデータベースのパフォーマンスが向上したかどうかを確認します。


	
パフォーマンスの目標に達するか、他の制約により不可能になるまでこれらの手順を繰り返します。









SQL文のチューニング

この項では高負荷SQL文の識別、チューニングおよび最適化に必要な手順をリストして説明します。

SQL文のチューニング手順: 

	
高負荷のSQL文を識別します(第9章「高負荷のSQL文の識別」を参照)。

ADDMの検出結果および上位SQLセクションを使用して、最大の競合の原因となる高負荷SQL文を識別します。


	
高負荷のSQL文をチューニングします(第10章「SQL文のチューニング」を参照)。

SQLチューニング・アドバイザを使用して高負荷SQL文の効率を向上できます。


	
データ・アクセス・パスを最適化します(第11章「データ・アクセス・パスの最適化」を参照)。

マテリアライズド・ビュー、マテリアライズド・ビュー・ログ、およびSQLアクセス・アドバイザを使用した特定のワークロードに対する索引の該当セットを作成して、データ・アクセス・パスのパフォーマンスを最適化できます。


	
SQLパフォーマンス・アナライザを使用して、SQLチューニングおよびその他のシステム変更に対するSQLパフォーマンスの影響を分析します。

SQLパフォーマンス・アナライザの使用方法は、『Oracle Database Real Application Testingユーザーズ・ガイド』を参照してください。


	
すべての高負荷SQL文の効率が最大化されるまでこれらの手順を繰り返してチューニングを行います。











Oracle Databaseで検出されるパフォーマンスにおける一般的な問題

この項ではOracle Database内で検出された共通のパフォーマンスの問題をリストして説明します。Oracleパフォーマンス・メソッドに従うと、これらの問題を回避できます。問題がある場合は、「Oracleパフォーマンス・メソッドの使用」で説明されているように、Oracleパフォーマンス・メソッドの手順を繰り返すか、またはこれらの問題に対処する項を参照してください。

	
CPUのボトルネック

CPUの限界のためにアプリケーションのパフォーマンスが低下していますか。第3章「データベースのパフォーマンスの自動監視」で説明されているように、CPUがボトルネックとなって発生するパフォーマンスの問題は、ADDMにより診断されます。また、「CPU使用率の監視」で説明されているように、Enterprise Managerの「パフォーマンス」ページを使用してCPUのボトルネックを識別できます。


	
メモリー構造のサイズ不足

システム・グローバル領域(SGA)、プログラム・グローバル領域(PGA)、バッファ・キャッシュなどのOracleのメモリー構造は適切なサイズですか。第3章「データベースのパフォーマンスの自動監視」で説明されているように、メモリー構造のサイズが小さいことにより発生するパフォーマンスの問題は、ADDMにより診断されます。また、「メモリー使用率の監視」で説明されているように、Enterprise Managerの「パフォーマンス」ページを使用してメモリー使用率の問題を識別できます。


	
I/O容量の問題

I/Oサブシステムは正常に動作していますか。第3章「データベースのパフォーマンスの自動監視」で説明されているように、I/Oの能力の問題によるパフォーマンスの問題は、ADDMにより診断されます。また、「ディスクI/O使用率の監視」で説明されているように、Oracle Enterprise Managerの「パフォーマンス」ページを使用してディスクI/Oの問題を識別できます。


	
アプリケーションによるOracle Databaseの非効率的な使用

アプリケーションが非効率的にOracle Databaseを使用していますか。データベースへの新規接続を何度も行ったり、SQL解析を過度に行ったり、少量のデータで過度の競合が発生(アプリケーション・レベルのブロック競合とも呼ばれます)したりすると、アプリケーションのパフォーマンスが大幅に低下します。第3章「データベースのパフォーマンスの自動監視」で説明されているように、アプリケーションによるOracle Databaseの使用が非効率的なために発生したパフォーマンスの問題は、ADDMにより診断されます。また、「ユーザー・アクティビティの監視」で説明されているように、Enterprise Managerの「パフォーマンス」ページを使用して、SQL、セッション、サービス、モジュールおよびアクションなどの様々なディメンションでトップ・アクティビティを監視できます。


	
同時実行の問題

同時アクティビティが多数発生し、データベースのパフォーマンスが低下していますか。同時アクティビティが多数発生すると、ロックまたはバッファ・キャッシュの待機の形で明示される共有リソースの競合が起こります。第3章「データベースのパフォーマンスの自動監視」で説明されているように、同時実行によるパフォーマンスの問題は、ADDMにより診断されます。また、「上位セッションの監視」で説明されているように、Enterprise Managerの「上位セッション」を使用して同時実行による問題を識別できます。


	
データベース構成の問題

理想的なパフォーマンス・レベルになるようにデータベースが最適な構成になっていますか。たとえば、ログ・ファイルのサイズ設定の異常、アーカイブの問題、過度のチェックポイント、非効率的なパラメータ設定などの徴候はありませんか。第3章「データベースのパフォーマンスの自動監視」で説明されているように、データベースの構成の問題が原因となっているパフォーマンスの問題は、ADDMにより診断されます。


	
短期間のパフォーマンスの問題

短期間または断続的に発生するパフォーマンスの問題に関してユーザーが不満を持っていませんか。AWRによって作成されるスナップショットの間隔によって、短期間のパフォーマンスの問題がADDMで取得されない可能性があります。第7章「一時的なパフォーマンスの問題の解決」で説明されているように、短期間のパフォーマンスの問題は、アクティブ・セッション履歴レポートを使用して識別できます。


	
時間の経過によるデータベースのパフォーマンスの低下

時間が経過するにつれてデータベースのパフォーマンスが低下している徴候はありませんか。たとえば、データベースの動作が6か月前と異なるとユーザーが感じていませんか。AWR期間比較レポートを生成して、構成設定、ワークロード・プロファイルおよび統計の差を、パフォーマンスが安定していた期間とパフォーマンスが低下していた期間で比較して識別します。第8章「時間の経過によるパフォーマンスの低下」で説明されているように、この操作によりパフォーマンスの低下の原因を識別できます。


	
非効率的SQL文または高負荷SQL文

システムに影響を与える過度のシステム・リソースを使用するSQL文はありませんか。第3章「データベースのパフォーマンスの自動監視」および「ADDMの検出結果に基づく高負荷SQL文の識別」で説明されているように、高負荷SQL文によって発生するパフォーマンスの問題は、ADDMにより診断されます。また、「上位SQLに基づく高負荷SQL文の識別」で説明されているように、Enterprise Managerの上位SQLを使用することで高負荷SQL文を識別できます。これらを識別すると、第10章「SQL文のチューニング」で説明されているように、SQLチューニング・アドバイザを使用して高負荷SQL文をチューニングできます。


	
オブジェクト接続

連続してアクセスされるためボトルネックの原因になっているデータベース・オブジェクトはありませんか。第3章「データベースのパフォーマンスの自動監視」で説明されているように、オブジェクトの競合によって発生するパフォーマンスの問題は、ADDMにより診断されます。また、第11章「データ・アクセス・パスの最適化」で説明されているように、SQLアクセス・アドバイザを使用してこれらのオブジェクトへのデータ・アクセス・パスを最適化できます。


	
SQL文チューニングの後の予期しないパフォーマンス低下

チューニング後に、SQL文のパフォーマンスが低下していませんか。SQL文をチューニングすると、SQL文の実行計画の変更の原因となり、SQLのパフォーマンスに大きく影響します。変更はSQLパフォーマンスの向上につながる場合もあります。場合によっては、システム変更によってSQL文が低下し、SQLパフォーマンスが低下することがあります。

本番システムで変更する前に、SQLパフォーマンス・アナライザを使用して、テスト・システムでチューニングしたSQLの影響を分析できます。この機能によって、次によるSQLワークロードへのシステム変更の影響を予想できます。

	
変更前後のパフォーマンスの測定


	
パフォーマンスの変更を説明するレポートの生成


	
低下または向上するSQL文の識別


	
低下するSQL文ごとのチューニング推奨の提供


	
適切な場合のチューニング推奨の実装




SQLパフォーマンス・アナライザの使用方法は、『Oracle Database Real Application Testingユーザーズ・ガイド』を参照してください。












第II部



データベースの事前チューニング

第II部では、Oracle Databaseを定期的に事前チューニングする方法について説明します。内容は次のとおりです。

	
第3章「データベースのパフォーマンスの自動監視」


	
第4章「リアルタイムなデータベースのパフォーマンスの監視」


	
第5章「パフォーマンス・アラートの監視」










3 データベースのパフォーマンスの自動監視

自動データベース診断モニター(ADDM)では、データベースでのパフォーマンスの問題を検出して報告します。この結果は、Oracle Enterprise Manager(Enterprise Manager)のデータベースのホームページでADDMの結果として表示されます。ADDMの結果を確認することによって、対処が必要なパフォーマンスの問題を迅速に特定できます。

ADDMの結果では、パフォーマンスの問題の影響を削減する推奨事項のリストを提供します。ADDMの結果を確認して、定期的なデータベースのメンテナンスの一環として推奨事項を毎日実施します。データベースが最適なパフォーマンス・レベルで動作しているときでも、ADDMの使用を続行し、継続的にデータベースのパフォーマンスを監視します。

この章の内容は次のとおりです。

	
自動データベース診断モニターの概要


	
自動データベース診断モニターの構成


	
自動データベース診断モニターの分析の確認


	
自動データベース診断モニターの結果の説明


	
自動データベース診断モニターの推奨事項の実装


	
スナップショット統計の表示







	
参照:

	
DBMS_ADVISORパッケージを使用した自動データベース診断モニターによるデータベースの診断およびチューニングについては、『Oracle Databaseパフォーマンス・チューニング・ガイド』を参照してください。














自動データベース診断モニターの概要

ADDMはOracle Databaseに組み込まれている自己診断ソフトウェアです。ADDMで自動ワークロード・リポジトリ(AWR)に取得されたデータが調査および分析され、発生する可能性のあるデータベースのパフォーマンスの問題が判別されます。その後、パフォーマンスの問題の根本的な原因を含む場所が特定され、問題修正のための推奨事項を提示し、予測される利点を定量化します。また、アクションを必要としない領域を識別します。

この項の内容は次のとおりです。

	
ADDM分析


	
ADDM推奨


	
Oracle Real Application ClustersのADDM






ADDM分析

ADDM分析は各AWRスナップショットの後に実行され(デフォルトでは毎時間)、結果はデータベースに保存されます。結果はEnterprise Managerを使用して表示できます。このマニュアルにある他のパフォーマンス・チューニング方法を使用する前に、まずADDM分析の結果を確認します。

ADDM分析はトップダウンで実行され、最初に症状を識別し、パフォーマンスの問題の根本的な原因が判明するまで分析を精製します。ADDMでは、DB時間統計を使用してパフォーマンスの問題を識別します。DB時間はユーザー要求の処理にデータベースが必要とする累積時間で、待機時間およびアイドルではないすべてのユーザー・セッションのCPUタイムの両方が含まれます。

データベースのパフォーマンスのチューニングの目標は、特定のワークロードに対してシステムのDB時間を削減することです。DB時間を削減することで、データベースは、同量以下のリソースでより多くのユーザー・リクエストをサポートできます。ADDMは、問題の領域としてDB時間の大部分を使用するシステム・リソースを報告し、費やしたDB時間の降順でソートします。DB時間の統計の詳細は、「時間モデル統計」を参照してください。






ADDM推奨

ADDMはパフォーマンスの問題の診断以外にも、考えられる解決策を推奨します。該当する場合は、ADDMは選択できる複数の解決策を推奨します。ADDMの推奨事項の内容は次のとおりです。

	
ハードウェアの変更

CPUの追加またはI/Oサブシステム構成の変更


	
データベース構成

初期化パラメータ設定の変更


	
スキーマの変更

表または索引のハッシュ・パーティション化、または自動セグメント領域管理(ASSM)の使用


	
アプリケーションの変更

順序付けのためのキャッシュ・オプションの使用またはバインド変数の使用


	
他のアドバイザの使用

高負荷SQL文でのSQLチューニング・アドバイザの実行またはホット・オブジェクトに対するセグメント・アドバイザの実行




ADDMの利点は本番システム以外にも、開発システムおよびテスト・システムにも適用されます。ADDMは潜在的なパフォーマンスの問題を早い段階で警告できます。

パフォーマンス・チューニングは相互作用的なプロセスです。1つの問題を修正しても、システムの他の部分がボトルネックになる場合があります。ADDM分析を利用しても、パフォーマンスが理想的なレベルに到達するまでには複数のチューニング・サイクルが必要となる場合があります。




	
参照:

	
セグメント・アドバイザについては、『Oracle Database 2日でデータベース管理者』を参照してください。

















Oracle Real Application ClustersのADDM

Oracle Real Application Clusters(Oracle RAC)環境で、ADDMを使用して、データベース・クラスタのスループット・パフォーマンスを分析できます。Oracle RACのADDMは、すべてのデータベース・インスタンスのデータベース時間の合計としてDB時間を検討し、クラスタ・レベルで重要な結果を報告します。たとえば、各クラスタ・ノードのDB時間は、個別に検討する場合には重要ではない可能性がありますが、集計DB時間は、クラスタ全体で重要な問題である可能性があります。




	
参照:

	
Oracle RACでのADDMの使用については、『Oracle Database 2日でReal Application Clustersガイド』を参照してください。



















自動データベース診断モニターの構成

この項の内容は次のとおりです。

	
ADDMを有効にする初期化パラメータの設定


	
DBIO_EXPECTEDパラメータの設定


	
AWRスナップショットの管理






ADDMを有効にする初期化パラメータの設定

自動データベース診断監視は、デフォルトで有効になっており、CONTROL_MANAGEMENT_PACK_ACCESSおよびSTATISTICS_LEVEL初期化パラメータで制御されます。

CONTROL_MANAGEMENT_PACK_ACCESSをDIAGNOSTIC+TUNING(デフォルト)またはDIAGNOSTICに設定し、自動データベース診断監視を有効にします。CONTROL_MANAGEMENT_PACK_ACCESSをNONEに設定すると、ADDMを含む多くのOracle Databaseの機能が無効化されるため、この方法はお薦めしません。

STATISTICS_LEVELをTYPICAL(デフォルト)またはALLに設定して、自動データベース診断監視を有効にします。STATISTICS_LEVELをBASICに設定すると、ADDMを含む多くのOracle Databaseの機能が無効化されるため、この方法はお薦めしません。

ADDMが有効かどうかの確認手順: 

	
データベースのホームページで「サーバー」をクリックします。

「サーバー」サブページが表示されます。


	
「データベース構成」セクションで「初期化パラメータ」をクリックします。

「初期化パラメータ」ページが表示されます。


	
「名前」フィールドにstatistics_levelを入力して「実行」をクリックします。

表には初期化パラメータの設定が表示されます。

[image: statistics_level.gifの説明が続きます。]

statistics_level.gifの説明



	
次のいずれかの操作を行います。

	
「値」リストにALLまたはTYPICALが表示されている場合は、何も行いません。


	
「値」リストにBASICが表示されている場合は、ALLまたはTYPICALを選択して「適用」をクリックします。





	
「名前」フィールドに、control_management_pack_accessを入力し、「実行」をクリックします。

表には初期化パラメータの設定が表示されます。


	
次のいずれかの操作を行います。

	
「値」列にDIAGNOSTICまたはDIAGNOSTIC+TUNINGが表示されている場合、何も行いません。


	
「値」列にNONEが表示されている場合、DIAGNOSTICまたはDIAGNOSTIC+TUNINGを選択して「適用」をクリックします。










	
参照:

	
STATISTICS_LEVEL初期化パラメータについては、『Oracle Databaseリファレンス』を参照してください。


	
CONTROL_MANAGEMENT_PACK_ACCESS初期化パラメータについては、『Oracle Databaseリファレンス』を参照してください。

















DBIO_EXPECTEDパラメータの設定

I/OパフォーマンスのADDM分析は、単一の引数DBIO_EXPECTEDによって異なり、I/Oサブシステムの予測されるパフォーマンスを示しています。DBIO_EXPECTEDの値は、単一のデータベース・ブロックの読取りにかかるマイクロ秒単位の時間の平均です。Oracle Databaseでは10ミリ秒のデフォルト値が使用されており、多くのハード・ドライブに対して適切な値です。ハードウェアの特性に基づいて異なる値を選択できます。

DBIO_EXPECTED初期化パラメータの適切な設定を決定する手順: 

	
ご使用のハードウェアで1つのデータベース・ブロックの平均読取り時間を測定します。

ランダムI/Oに対してこの測定が必要で、標準のハード・ドライブを使用する場合はシーク時間も測定に含まれます。ハード・ドライブの標準の値は5000マイクロ秒から20000マイクロ秒です。ストレージ・サブシステムのI/O機能の評価方法については、『Oracle Databaseパフォーマンス・チューニング・ガイド』を参照してください。


	
後続のすべてのADDM実行の値を一度設定します。

たとえば、測定値が8000マイクロ秒の場合、次のPL/SQLコードをSYSユーザーとして実行します。


EXECUTE DBMS_ADVISOR.SET_DEFAULT_TASK_PARAMETER(
                     'ADDM', 'DBIO_EXPECTED', 8000);









AWRスナップショットの管理

デフォルトでは、自動ワークロード・リポジトリ(AWR)は1時間に1回、パフォーマンス・データのスナップショットを生成し、統計をワークロード・リポジトリに8日間保持します。スナップショットの間隔と保存期間の両方のデフォルトの値を変更できます。

AWRの保存期間を最低でも1か月に調整することをお薦めします。1つのビジネス・サイクルに対して期間の延長もでき、会計四半期閉めの時間枠でデータを比較できます。AWRベースラインを作成して、重要な期間に対してスナップショットを無期限に保持することもできます。

スナップショットの間隔のデータはADDMによって分析されます。ADDMではスナップショットの違いを比較して、システム・ロードの有効性に基づき、どのSQL文を取得するかを確認します。ADDMの分析では、時間の経過によって取得する必要のあるSQL文の数が示されます。

この項の内容は次のとおりです。

	
スナップショットの作成


	
スナップショット設定の変更






スナップショットの作成

手動でスナップショットを作成できますが、デフォルトではAWRで1時間に一度パフォーマンス・データのスナップショットが生成されるため、通常はこの作業は不要です。ただし、スナップショットの間隔より短い期間のパフォーマンス・データを比較する場合など、異なるアクティビティの期間を取得する場合は、スナップショットを手動で作成する必要がある場合があります。

スナップショットの作成手順: 

	
データベースのホームページで、「パフォーマンス」をクリックします。

「パフォーマンス」ページが表示されます。


	
「その他の監視リンク」セクションで、「スナップショット」をクリックします。

最新のスナップショットのリストがある「スナップショット」ページが表示されます。


	
「作成」をクリックします。

「確認」ページが表示されます。


	
「はい」をクリックします。

スナップショットの作成中に「処理中: スナップショットの作成」ページが表示されます。

スナップショットが作成されると、「スナップショット」ページが確認メッセージとともに再表示されます。

次の例では、作成されたスナップショットのIDは96です。

[image: snapshots.gifの説明が続きます。]

snapshots.gifの説明










スナップショット設定の変更

デフォルトでは、AWRは1時間に一度パフォーマンス・データのスナップショットを生成します。スナップショットの間隔と保存期間の両方のデフォルト値を変更できます。

スナップショット設定の変更手順: 

	
データベースのホームページで「サーバー」をクリックします。

「サーバー」サブページが表示されます。


	
「統計管理」セクションで「自動ワークロード・リポジトリ」をクリックします。

「自動ワークロード・リポジトリ」ページが表示されます。

[image: snapshot_settings.gifの説明が続きます。]

snapshot_settings.gifの説明



この例では、「スナップショットの保存(日)」は8日、「スナップショット間隔」は60分に設定されています。


	
「編集」をクリックします。

「設定の編集」ページが表示されます。

[image: snap_edit_set.gifの説明が続きます。]

snap_edit_set.gifの説明



	
「スナップショットの保存」で、次のいずれかの操作を行います。

	
「時間ベースの保存の使用 保存期間(日)」を選択し、関連フィールドにスナップショットを保存する日数を入力します。


	
「永久的に保存」を選択して、スナップショットを無期限に保存します。




使用可能なディスク領域に応じて許可されだけスナップショットの保存期間を延長することをお薦めします。

この例では、スナップショットの保存期間が30日間に変更されます。

[image: snapshot_retent.gifの説明が続きます。]

snapshot_retent.gifの説明



	
「スナップショット収集」で、次のいずれかの操作を行います。

	
「システム・スナップショット間隔」を選択して、「間隔」リストで目的の間隔を選択し、スナップショット間の間隔を変更します。


	
「スナップショット収集の無効化」を選択して、スナップショット収集を無効にします。




この例では、スナップショットの収集間隔が30分に変更されます。

[image: snapshot_collect.gifの説明が続きます。]

snapshot_collect.gifの説明



	
「収集レベル」の隣のリンクをクリックします。

「初期化パラメータ」ページが表示されます。

統計レベルを変更するには、「値」リストでstatistics_levelパラメータに希望する値を選択します。「ファイルに保存」をクリックして、サーバー・パラメータ・ファイルの値を設定します。

この例では、デフォルト値TYPICALが使用されています。

[image: snapshot_stat_lvl.gifの説明が続きます。]

snapshot_stat_lvl.gifの説明



	
「OK」をクリックして変更を適用します。

「自動ワークロード・リポジトリ」ページに新しい設定が表示されます。

[image: snapshot_sett_mod.gifの説明が続きます。]

snapshot_sett_mod.gifの説明














自動データベース診断モニターの分析の確認

デフォルトでは、ADDMは毎時間実行され期間中にAWRによって作成されるスナップショットを分析します。データベースがパフォーマンスの問題を検出した場合、分析の結果がデータベースのホームページの「診断サマリー」に表示されます。

[image: diagnostic_sum.gifの説明が続きます。]

diagnostic_sum.gifの説明



ADDM結果リンクは、最後のADDM分析で検索されたADDMの検出結果の量が表示されます。

ADDM結果の表示方法: 

	
データベースのホームページの「診断サマリー」で、「ADDM結果」の横にあるリンクをクリックします。

「自動データベース診断モニター(ADDM)」ページが表示されます。ADDMの実行結果が表示されます。

[image: addm_page.gifの説明が続きます。]

addm_page.gifの説明



自動データベース診断モニター(ADDM)ページの「データベース・アクティビティ」グラフでは、ADDM分析期間中のデータベース・アクティビティが表示されます。データベース・アクティビティのタイプは、グラフで対応する色に基づいて凡例で定義されます。グラフの下にある各アイコンは各ADDMタスクを示し、各ADDMタスクはAWRに保存されているスナップショットのペアに対応します。

この例では、アクティビティの2つの最大ブロックは1月20日の午後2時30分から午後5時30分のブロックと、次の日の午前9時から午前11時のブロックです。4時30分以後1時間にCPUバーが太くWaitバーが細くなっているのは、その期間にCPUがボトルネックになっている可能性を示しています。グラフのその他の領域では、WaitバーがCPUバーよりも太くなっており、待機イベントがCPUよりもパフォーマンスに大きく影響したことを示しています。

「ADDMパフォーマンス分析」セクションで、ADDM結果は影響の高いものから降順でリストされます。「情報の結果」セクションでは、パフォーマンスに影響がなく、情報目的のみの領域をリストします。

[image: information_findings.gifの説明が続きます。]

information_findings.gifの説明



	
オプションで、「ズーム」アイコンをクリックすると、グラフに表示されている分析期間を短縮、または拡大できます。


	
レポートにADDMの検出結果を表示するには、「レポートの表示」をクリックします。

「レポートの表示」ページが表示されます。

「ファイルに保存」をクリックして、後のアクセスのレポートを保存できます。









自動データベース診断モニターの結果の説明

ADDM分析結果は、検出結果のセットを表しています。各ADDMの検出結果は次の3タイプのいずれかです。

	
問題

データベースのパフォーマンスの問題の根本的な原因を示す検出結果


	
症状

1つ以上の問題を検出する頻度の高い情報が含まれる検出結果


	
情報

パフォーマンスに影響を与えないシステムの領域を報告するために使用される検出結果




問題の検出結果は、DB時間のパフォーマンスの問題による部分の見積りから定量化されます。

特定の問題に複数の原因がある場合、ADDMは複数の結果をレポートする場合があります。この場合、同一箇所のDB時間に対して、結果の影響が複数表示されます。パフォーマンスの問題が重複した場合、レポートされた結果の影響をすべて合計すると、DB時間の100%を超える可能性があります。たとえば、I/O操作の読取りが多数実行されて、ADDMが1つ目の結果としてDB時間の50%がI/OアクティビティのSQL文の影響であるとレポートし、もう1つの結果としてDB時間の75%がバッファ・キャッシュの不足の影響であるとレポートするような場合です。

問題の検出結果は推奨事項のリストと関連付けてパフォーマンスの問題による影響を軽減できます。各推奨事項には推奨事項が実装される場合にDB時間の一部の見積りが節約できるという利点があります。複数の推奨事項がADDMの検出結果と関連付けられている場合、推奨事項には同一の問題を解決する代替手段が含まれる場合があります。この場合、利点の合計は結果の影響より高い場合があります。同一の問題を解決するためにすべての推奨事項を適用する必要はありません。

推奨事項はアクションとその理由で構成されています。推奨事項の実行により予測される利点を得るためには、推奨されたすべてのアクションを適用する必要があります。また、これらのアクションが推奨される理由の説明と、推奨事項の実装に関する詳細情報が提供されます。場合によっては、ADDMアクションによって複数の解決策が提示されることがあります。その場合は、最も実装が簡単な解決策を選択します。






自動データベース診断モニターの推奨事項の実装

この項では、ADDMの推奨事項の実装方法を説明します。ADDMの検出結果は「ADDMパフォーマンス分析」の「自動データベース診断モニター(ADDM)」ページに表示されます。

[image: perf_analysis.gifの説明が続きます。]

perf_analysis.gifの説明



ADDMの推奨事項の実装手順: 

	
データベースのホームページの「診断サマリー」で、「ADDM結果」の横にあるリンクをクリックします。

「自動データベース診断モニター(ADDM)」ページが表示されます。


	
「データベース・アクティビティ」セクションで、調査するADDMのアイコンをクリックします。

「ADDMパフォーマンス分析」セクション内のデータは、選択したADDMの実行に基づいて変更されます。


	
「ADDMパフォーマンス分析」セクションで「ADDM結果」をクリックします。

この例では、最も影響のある結果は「上位SQL文」です。

「パフォーマンス結果の詳細」ページが表示されます。

次の例では、3つの推奨事項が示されています。1つ目の推奨事項では、分析期間中にDB時間が最大で39.5%短縮されるメリットがあるという見積りが示されています。2つ目の推奨事項ではDB時間が最大で25.6%、3つ目の推奨事項では最大で18.6%短縮されるメリットがあるという見積りが示されています。

[image: perf_finding_details.gifの説明が続きます。]

perf_finding_details.gifの説明



	
「推奨」で「表示」をクリックして、推奨事項および各推奨事項に該当するアクションを確認します。

「カテゴリ」列には推奨事項のカテゴリが表示されます。「ベネフィット(%)」列には推奨事項を実装することによって得ることができるメリットの見積りが表示されます。

[image: addm_rec.gifの説明が続きます。]

addm_rec.gifの説明



	
一連のアクションが推奨される理由が参照可能な場合は、「追加情報」をクリックするか、「追加情報」の下に表示される内容を確認します。

たとえば、「サイズ不足のバッファ・キャッシュ」の結果には、DB_CACHE_SIZE初期化パラメータの推奨値を示す追加情報が含まれています。

[image: addm_addit_info.gifの説明が続きます。]

addm_addit_info.gifの説明



	
検出結果の履歴を表示するには、「結果履歴」をクリックします。

「結果履歴」ページが表示されます。

[image: finding_history.gifの説明が続きます。]

finding_history.gifの説明



「結果履歴」ページに、選択した3時間間隔に特定の結果が検出された頻度が表示されます。この情報を使用して、結果がシステムの一時的な問題であるか、または永続的な問題であるかを判断します。この情報に基づいて、結果に関連付けられたアクションの実行が必要かどうかを判断できます。

アクティブ・セッション・グラフには、検出結果およびその他の負荷がシステムに与える影響が表示されます。表示は次のように変更できます。

	
3時間間隔を変更するには、「アクティブ・セッション」グラフの影付きのボックスをクリックしてドラッグします。


	
日付を変更するには、「表示」フィールドに目的の日付を入力して「実行」をクリックします。


	
結果の詳細を表示するには、「選択した3時間間隔の詳細」で「結果詳細」列のリンクをクリックすると、対応するADDMの検出結果を表示する「パフォーマンス結果の詳細」ページが表示されます。





	
オプションとして、チューニング済またはこれ以上チューニングできない既知の結果を抑制するフィルタを作成します。選択したADDM結果のフィルタを作成するには、次の手順を実行します。

	
「フィルタ」をクリックします。

結果に対するフィルタ・ページが表示されます。


	
「作成」をクリックします。

「結果に対するフィルタの作成」ページが表示されます。


	
ADDMフィルタ名を「名前」フィールドに入力します。


	
「アクティブ・セッション」フィールドで、アクティブ・セッションの数を条件としてフィルタ基準を指定します。

指定したフィルタ条件よりADDMの検出結果のアクティブ・セッション数が少ない場合、将来のADDMの実行のために、データベースによってこの検出結果にフィルタが適用されます。


	
%アクティブ・セッション・フィールドで、アクティブ・セッションの割合を条件としてフィルタ基準を指定します。

指定したフィルタ条件よりADDMの検出結果のアクティブ・セッション数が少ない場合、将来のADDMの実行のために、データベースによってこの検出結果にフィルタが適用されます。


	
「OK」をクリックします。





	
選択された推奨事項で必要なアクションを実行します。

実行するアクションのタイプによって、「実装」または「アドバイザをただちに実行」などのいくつかのオプションが使用可能になります。これらのオプションを使用すると、一度のクリックですぐに推奨事項を実装できます。

手順4に示す例では、最も単純な解決方法は、「アドバイザをただちに実行」をクリックして、SQL文でSQLチューニング・アドバイザのタスクをすぐに実行することです。




	
参照:

	
第10章「SQL文のチューニング」




















スナップショット統計の表示

AWRでEnterprise Managerを使用して、作成されるスナップショットに含まれるデータを表示できます。スナップショット・データは主にRAW統計で構成されているため、通常、確認する必要はありません。かわりに、ADDMを使用して、パフォーマンスの問題を識別するこれらの統計を分析する必要があります。スナップショット統計は、主に上級ユーザー、またはパフォーマンス分析のStatspackの使用に慣れているDBA向けです。

スナップショット統計の表示手順: 

	
データベースのホームページで、「パフォーマンス」をクリックします。

「パフォーマンス」ページが表示されます。


	
「その他の監視リンク」セクションで、「スナップショット」をクリックします。

最新のスナップショットのリストがある「スナップショット」ページが表示されます。


	
スナップショットに収集された統計を表示するには、表示するスナップショットの「ID」リンクをクリックします。

「スナップショットの詳細」が表示され、「詳細」サブページが表示されます。

[image: snapshot_det.gifの説明が続きます。]

snapshot_det.gifの説明



この例では、以前のスナップショット(スナップショット100)から選択されたスナップショット(スナップショット101)までの収集された統計が表示されます。


	
ワークロード・リポジトリの統計レポートを表示するには、「レポート」をクリックします。

ワークロード・リポジトリ・レポートが表示されます。


	
オプションで、「ファイルに保存」をクリックして、後のアクセスのためにレポートを保存します。







	
参照:

	
第8章「時間の経過によるパフォーマンス低下の解決」




















4 リアルタイムなデータベースのパフォーマンスの監視

Oracle Enterprise Manager(Enterprise Manager)の「パフォーマンス」ページには、リアルタイムでデータベースの全体のパフォーマンスを評価するために使用できる3つのセクションの情報が表示されます。

図4-1は「パフォーマンス」ページを示しています。


図4-1 「パフォーマンス」ページ

[image: 図4-1の説明が続きます。]

「図4-1 「パフォーマンス」ページ」の説明





一般的に、自動データベース診断モニター(ADDM)の自動診断機能を使用して、第3章「データベースのパフォーマンスの自動監視」で説明しているように、データベースでパフォーマンスの問題を識別します。場合によっては、リアルタイムでデータベースのパフォーマンスを監視して、パフォーマンスの問題が発生したときにそれらを識別します。たとえば、ADDMはデフォルトで1時間ごとの自動ワークロード・リポジトリ(AWR)・スナップショットの後、分析を実行します。ただし、「パフォーマンス」ページのデータベース・アクティビティで突然のスパイクに気づいた場合、次のADDM分析の前にインシデントを調査する必要があります。

「パフォーマンス」ページからその他のページにドリルダウンして、リアルタイムのデータベースのパフォーマンスの問題を識別できます。問題を検出した場合は、ADDMを手動で実行して、次のADDM分析を待たずにすぐにその問題を分析できます。ADDMを手動で実行する方法は、「現在のデータベースのパフォーマンスを分析するADDMの手動実行」を参照してください。

この章の内容は次のとおりです。

	
ユーザー・アクティビティの監視


	
インスタンス・アクティビティの監視


	
ホスト・アクティビティの監視


	
データベース・アクティビティのスパイクの原因の確認


	
「データベース・パフォーマンス」ページのカスタマイズ






ユーザー・アクティビティの監視

「パフォーマンス」ページの「平均アクティブ・セッション」グラフには、データベースの負荷の平均が示されます。ある期間の平均アクティブ・セッションは、その期間内のすべてのセッションの合計DB時間を、その期間の経過時間(実経過時間)で割った値に等しくなります。このグラフには、CPUで実行されているアクティブなセッションと、イベントを待機しているアクティブなセッションが示されています。


図4-2 ユーザー・アクティビティの監視

[image: 図4-2の説明が続きます。]

「図4-2 ユーザー・アクティビティの監視」の説明





第2章「Oracle Databaseのパフォーマンス・メソッド」で説明されているパフォーマンス・メソッドに従って、グラフからドリルダウンしてインスタンスに関連するパフォーマンスの問題の原因を識別し、解決できます。

ユーザー・アクティビティの監視手順: 

	
データベースのホームページで、「パフォーマンス」をクリックします。

「パフォーマンス」ページが表示されます。


	
「平均アクティブ・セッション」グラフで、急激な増大を確認します。

各コンポーネントには、指定した時間内に指定した状態であったアクティブ・セッションの平均数が表示されます。たとえば、1つのセッションのみがアクティブであった場合、CPUの値が0.8であるとすると、ターゲット時間にサンプリングされた5回の時間(秒)のうち4回でセッションがCPUを使用したことを示します。最大CPU数はシステム上のCPU数と同じになります。「使用中のCPU」の値が「最大CPU」の線に到達している場合、そのホスト・システムでは、データベース・インスタンスがCPU時間の100%を使用しています。

待機クラスでは、ディスクI/Oなどのリソースに対する待機によって、どのくらいのデータベース・アクティビティが使用されているのかが表示されます。アクティブ・セッションの大きなブロックを使用する値は、凡例で関連する色で示されている特定の待機クラスが原因のボトルネックを示します。

図4-2に示すグラフでは、午後3:35以降のアクティビティの最大量が濃い緑色で表示されます。これは「使用中のCPU」待機クラスに対応しています。


	
各待機クラスを識別するには、クラスに対応する「平均アクティブ・セッション」グラフのブロックにカーソルを移動します。

対応する待機クラスは、グラフの凡例で強調表示されます。


	
グラフ上で最大のカラー・ブロックをクリックするか、または凡例内の対応する待機クラスをクリックして、アクティブ・セッション数が最も多い待機クラスにドリルダウンします。

「使用中のCPU」をクリックした場合、その待機クラスに対する実行中のアクティブ・セッション・ページが表示されます。「ユーザーI/O」などの、異なった待機クラスをクリックした場合、実行中のアクティブ・セッション・ページが表示されます。


図4-3 実行中のアクティブ・セッション・ページ

[image: 図4-3の説明が続きます。]

「図4-3 実行中のアクティブ・セッション・ページ」の説明





実行中のアクティブ・セッション・ページには、1時間の時間軸が表示されます。各待機クラスの詳細は、「選択した5分間隔の詳細」の下に5分間隔で表示されます。

異なったディメンションで待機クラスの詳細を確認できます。次のいずれかの項を続行します。

	
「上位SQLの監視」


	
「上位セッションの監視」


	
「上位サービスの監視」


	
「上位モジュールの監視」


	
「上位アクションの監視」


	
「上位クライアントの監視」


	
「上位PL/SQLの監視」


	
「上位ファイルの監視」


	
「上位オブジェクトの監視」





	
選択した時間間隔を変更するには、グラフの下のスライダを異なった間隔に移動します。

「選択した5分間隔の詳細」セクションに含まれる情報は、選択した時間間隔を表示するよう自動的に更新されます。

図4-3の例では、「使用中のCPU」待機クラスで5時3分から5時8分までの5分間隔が選択されています。


	
パフォーマンスの問題を検出した場合、リアルタイムでその問題を解決できます。「パフォーマンス」ページで次のいずれかを実行します。

	
パフォーマンスの問題が発生した時間と一致するグラフの下のスナップショットをクリックして、その期間のADDMを実行します。

ADDM分析の詳細は、「自動データベース診断モニターの分析の確認」を参照してください。


	
「ADDMの即時実行」をクリックしてスナップショットを手動で作成します。

手動でのスナップショットの作成の詳細は、「スナップショットの作成」を参照してください。ADDMを手動で実行する方法については、「現在のデータベースのパフォーマンスを分析するADDMの手動実行」を参照してください。


	
「ASHレポートの実行」をクリックしてアクティブ・セッション履歴(ASH)レポートを作成し、発生期間が短い一時的なパフォーマンスの問題を分析します。

ASHレポートの詳細は、「アクティブ・セッション履歴レポート」を参照してください。









上位SQLの監視

実行中のアクティブ・セッション・ページでは、「実行中の上位SQL」表に、CPUリソースを消費して積極的に実行しているSQL文のデータベース・アクティビティが表示されます。「アクティビティ(%)」列には、各SQL文が消費するアクティビティの割合が表示されます。1つまたは複数のSQL文がアクティビティの大部分を使用している場合、該当するSQL文を調査する必要があります。


図4-4 上位SQLの監視

[image: 図4-4の説明が続きます。]

「図4-4 上位SQLの監視」の説明





図4-4の例では、単一のSELECT文が、データベース・アクティビティの47%以上を使用し、4つの変更DML文が約35%を使用しています。これらの文を調査する必要があります。

実行中の上位SQL文の監視手順: 

	
「パフォーマンス」ページの「アクティブ・セッション」グラフで、グラフにある「CPU」ブロックまたは凡例に対応する待機クラスをクリックします。

実行中のアクティブ・セッション・ページが表示されます。


	
「実行中の上位SQL」表で、最もアクティブなSQL文の「SQL ID」リンクをクリックします。

「SQLの詳細」ページが表示されます。

待機時間の大部分を使用しているSQL文に、「SQLチューニング・アドバイザ」を使用するか、SQLチューニング・セットを作成して、問題のSQL文をチューニングします。







	
参照:

	
「SQL文の詳細の表示」


	
「SQLチューニング・アドバイザを使用したSQL文のチューニング」

















上位セッションの監視

実行中のアクティブ・セッション・ページで、「実行中の上位セッション」表が、選択した時間間隔中に対応した待機クラスを待機している上位セッションを表示します。セッションは、データベース・インスタンス・メモリー内の論理的なエンティティで、データベースに対する現在のユーザー・ログインの状態を表します。


図4-5 上位セッションの監視

[image: 図4-5の説明が続きます。]

「図4-5 上位セッションの監視」の説明





セッションは、ユーザーがデータベースにログインしてから切断するまで続きます。たとえば、SQL*Plusを開始したとき、ユーザーはセッションを確立するために有効なデータベースのユーザー名およびパスワードを提供する必要があります。単一のセッションがデータベース・アクティビティの大部分を使用している場合、そのセッションを調べる必要があります。

実行中の上位セッションの監視手順: 

	
「パフォーマンス」ページの「平均アクティブ・セッション」グラフで、グラフにある「使用中のCPU」ブロックまたは凡例に対応する待機クラスをクリックします。

実行中のアクティブ・セッション・ページが表示されます。


	
「選択した5分間隔の詳細」の下で、「ビュー」リストから「上位セッション」を選択します。

「実行中の上位セッション」表が表示されます。


	
「実行中の上位セッション」表で、最大のデータベース・アクティビティを使用しているセッションの「セッションID」リンクをクリックします。

「セッションの詳細」ページが表示されます。

このページには、セッション・アクティビティ、セッション統計、オープン・カーソル、ブロックしているセッション、待機イベントおよび選択したセッションのパラレルSQLなどの情報が含まれています。

セッションが過度のデータベース・アクティビティを使用している場合は、「セッションの中断」をクリックしてセッションのSQL文のチューニングを行うことを検討します。







	
参照:

	
第10章「SQL文のチューニング」

















上位サービスの監視

「上位サービス」表は、選択した時間間隔中に対応した待機イベントを待機している上位サービスを表示します。

「サービス」は共通の属性のアプリケーション・グループ、サービス・レベルのしきい値および優先度を示します。たとえば、SYS$USERSサービスとは、サービス名を明示的に識別せずにユーザー・セッションを確立する場合に使用されるデフォルトのサービス名です。SYS$BACKGROUNDサービスは、すべてのデータベースのバックグラウンド・プロセスで構成されています。サービスが待機時間の大部分を使用している場合、そのサービスを調べる必要があります。

サービスの監視手順: 

	
「パフォーマンス」ページの、「平均アクティブ・セッション」グラフで、グラフにあるブロックまたは凡例に対応する待機クラスをクリックします。

実行中のアクティブ・セッション・ページが表示されます。


	
「選択した5分間隔の詳細」の下で、「ビュー」リストから「上位サービス」を選択します。

「上位サービス」表が表示されます。


図4-6 上位サービスの監視

[image: 図4-6の説明が続きます。]

「図4-6 上位サービスの監視」の説明





図4-6の例では、SYS$USERSサービスがデータベース・アクティビティの86.47%を使用しています。このサービスは、図4-5に示されるユーザーhrおよびshのデータベース・セッションに対応しています。


	
最もアクティブなサービスの「サービス」リンクをクリックします。

「サービス」ページが表示されます。

このページには、選択したサービスのモジュール、アクティビティおよび統計に関する情報が含まれます。









上位モジュールの監視

「上位モジュール」表は、選択した時間間隔中に対応した待機イベントを待機している上位モジュールを表示します。

「モジュール」は、ワークロードの定義の一部としてサービス名を設定するアプリケーションを示します。たとえば、DBMS_SCHEDULERモジュールはSYS$BACKGROUNDサービスで実行するジョブを割り当てます。単一のモジュールを待機時間の大部分で使用する場合、そのモジュールを調べる必要があります。

モジュールの監視手順: 

	
「パフォーマンス」ページの、「平均アクティブ・セッション」グラフで、グラフにあるブロックまたは凡例に対応する待機クラスをクリックします。

実行中のアクティブ・セッション・ページが表示されます。


	
「選択した5分間隔の詳細」の下で、「ビュー」リストから「上位モジュール」を選択します。

「上位モジュール」表が表示されます。


図4-7 上位モジュールの監視

[image: 図4-7の説明が続きます。]

「図4-7 上位モジュールの監視」の説明





	
アクティビティの割合が最も高いモジュールの「モジュール」リンクをクリックします。

「モジュール」ページが表示されます。

このページには、選択したモジュールのアクション、アクティビティおよび統計が含まれています。

図4-7の例では、SQL*Plusモジュールが、データベース・アクティビティの84%以上を使用しているため、これを調査する必要があります。図4-5に示すように、データベース・アクティビティの大半は、ユーザーshおよびhrのSQL*Plusセッションによって使用されています。









上位アクションの監視

「上位アクション」表は、選択した時間間隔中に対応した待機イベントを待機している上位アクションを表示します。

「アクション」は、モジュールで実行されたジョブを示します。たとえば、DBMS_SCHEDULERモジュールはGATHER_STATS_JOBアクションを実行して、すべてのデータベース・オブジェクトで統計を採取します。単一のアクションが待機時間の大部分を使用している場合、そのアクションを調べる必要があります。

アクションの監視手順: 

	
「パフォーマンス」ページの、「平均アクティブ・セッション」グラフで、グラフにあるブロックまたは凡例に対応する待機クラスをクリックします。

実行中のアクティブ・セッション・ページが表示されます。


	
「選択した5分間隔の詳細」の下で、「ビュー」リストから「上位アクション」を選択します。

「上位アクション」表が表示されます。


図4-8 上位アクションの監視

[image: 図4-8の説明が続きます。]

「図4-8 上位アクションの監視」の説明





	
最もアクティブなアクションの「アクション」リンクをクリックします。

「アクション」ページが表示されます。

このページには、選択したアクションの統計が含まれています。

図4-8の例では、SQL*Plusモジュールに関連するSALES_INFOアクションがデータベース・アクティビティの40.3%、EMP_DMLが39.55%、EMP_QUERYが4.48%を使用しています。この情報は、ユーザーHRおよびSHの2つのデータベース・セッションがデータベース・アクティビティの84%以上を使用していることを示す図4-5と一致します。









上位クライアントの監視

「上位クライアント」表は、選択した時間間隔中に対応した待機イベントを待機している上位クライアントを表示します。クライアントは、データベースで実行される操作のリクエストを開始するWebブラウザまたはクライアント・プロセスです。単一のクライアントが待機時間の大部分を使用している場合、そのクライアントを調べる必要があります。

クライアントの監視手順: 

	
「パフォーマンス」ページの、「平均アクティブ・セッション」グラフで、グラフにあるブロックまたは凡例に対応する待機クラスをクリックします。

実行中のアクティブ・セッション・ページが表示されます。


	
「選択した5分間隔の詳細」の下で、「ビュー」リストから「上位クライアント」を選択します。

「上位クライアント」表が表示されます。


図4-9 上位クライアントの監視

[image: 図4-9の説明が続きます。]

「図4-9 上位クライアントの監視」の説明





	
最もアクティブなクライアントの「クライアントID」リンクをクリックします。

「クライアント」ページが表示されます。

このページには、選択したユーザー・プロセスの統計が含まれています。









上位PL/SQLの監視

「上位PL/SQL」表は、選択した時間間隔中に対応した待機イベントを待機している上位PL/SQLサブプログラムを表示します。単一のPL/SQLサブプログラムが待機時間の大部分を使用する場合、そのPL/SQLサブプログラムを調べる必要があります。

PL/SQLサブプログラムの監視手順: 

	
「パフォーマンス」ページの、「平均アクティブ・セッション」グラフで、グラフにあるブロックまたは凡例に対応する待機クラスをクリックします。

実行中のアクティブ・セッション・ページが表示されます。


	
「選択した5分間隔の詳細」の下で、「ビュー」リストから「上位PL/SQL」を選択します。

「上位PL/SQL」表が表示されます。


図4-10 上位PL/SQLの監視

[image: 図4-10の説明が続きます。]

「図4-10 上位PL/SQLの監視」の説明





	
最もアクティブなサブプログラムの「PL/SQLサブプログラム」リンクをクリックします。

「PL/SQLサブプログラム」ページが表示されます。

このページには、選択したサブプログラムの統計が表示されます。

図4-10では、SYS.DBMS_AQ.LISTEN#2サブプログラムがデータベース・アクティビティの100%を使用しています。









上位ファイルの監視

「上位ファイル」表は、選択した時間間隔中に指定したファイルの平均待機時間を表示します。このデータは「待機中アクティブ・セッション: ユーザーI/O」から使用できます。

ファイルの監視手順: 

	
「パフォーマンス」ページの、「平均アクティブ・セッション」グラフで、グラフにある「ユーザーI/O」ブロックまたは凡例に対応した待機クラスをクリックします。

「待機中アクティブ・セッション: ユーザーI/O」ページが表示されます。


	
「選択した5分間隔の詳細」の下で、「ビュー」リストから「上位ファイル」を選択します。

「上位ファイル」表が表示されます。


図4-11 上位ファイルの監視

[image: 図4-11の説明が続きます。]

「図4-11 上位ファイルの監視」の説明





	
最大平均待機時間を含むファイルの「表領域」リンクをクリックします。

「表領域の表示」ページが表示されます。

図4-11の例では、待機時間の75%がSYSTEMおよびSYSAUXの表領域のファイルに対するI/Oに関連しています。









上位オブジェクトの監視

「上位オブジェクト」表は、選択した時間間隔中に対応した待機イベントを待機している上位データベース・オブジェクトを表示します。このデータは「待機中アクティブ・セッション: ユーザーI/O」から使用できます。

オブジェクトの監視手順: 

	
「パフォーマンス」ページの、「平均アクティブ・セッション」グラフで、グラフにある「ユーザーI/O」ブロックまたは凡例に対応した待機クラスをクリックします。

「待機中アクティブ・セッション: ユーザーI/O」ページが表示されます。


	
「選択した5分間隔の詳細」の下で、「ビュー」リストから「上位オブジェクト」を選択します。

「上位オブジェクト」表が表示されます。


図4-12 上位オブジェクトの監視

[image: 図4-12の説明が続きます。]

「図4-12 上位オブジェクトの監視」の説明





	
最大平均待機時間を含むオブジェクトの「オブジェクト名」リンクをクリックします。

オブジェクトの「表示」ページが表示されます。

図4-12の例は、待機時間の84%以上が名前の不明なオブジェクトによるものであることを示しています。図4-4および図4-5の情報に基づいて、パフォーマンスの問題が問合せおよび変更DML文によって発生していると判断できます。











インスタンス・アクティビティの監視

「パフォーマンス」ページの「平均アクティブ・セッション」セクションで、インスタンス・グラフを使用してデータベース・インスタンスのアクティビティを監視できます。「データベース・パフォーマンス・ページのカスタマイズ」で説明しているように、パフォーマンス・ページをカスタマイズして、デフォルトで最も有効なグラフを表示できます。

インスタンス・アクティビティ・グラフを使用して、次のタスクを実行できます。

	
スループットの監視


	
I/Oの監視


	
パラレル実行の監視


	
サービスの監視






スループットの監視

データベース・スループットによって、時間の単位にデータベースが実行する作業量を測定できます。「スループット」グラフは「平均アクティブ・セッション」グラフで使用する競合を表示します。「パフォーマンス」ページの「スループット」グラフは次の項目を表示します。

	
1秒当たりのログオン、トランザクション、物理読取りおよびREDOサイズの数


	
トランザクションごとの物理読取りおよびREDOサイズの数





図4-13 スループットの監視

[image: 図4-13の説明が続きます。]

「図4-13 スループットの監視」の説明





「スループット」グラフのピークを「平均アクティブ・セッション」グラフのピークと比較します。「平均アクティブ・セッション」グラフに待機中のセッションが多数表示され、内部的な競合が示されている場合でも、スループットが高ければ、状況は許容できる可能性があります。内部的な競合が低く、スループットが高い場合も、データベースはおそらく効率よく実行されています。一方、内部的な競合が高くスループットが低い場合は、データベースのチューニングを検討してください。

スループットの監視手順: 

	
データベースのホームページで、「パフォーマンス」をクリックします。

「パフォーマンス」ページが表示されます。


	
インスタンス・アクティビティ・グラフで、「スループット」をクリックします。

「スループット」グラフは、「インスタンス・スループット率」がデフォルト値である「1秒当たり」に設定されて表示されます。「1トランザクション当たり」を選択して、1トランザクション当たりのスループット率を表示できます。

図4-13に示す例では、1秒当たりのトランザクション数および物理読取り数が午後12:30ごろに上昇し、その状態が午後5時ごろまで続きました。









I/Oの監視

「I/O」グラフは、すべてのデータベース・クライアントから収集したI/O統計を表示します。データベース・プロセスのI/O待機時間は、保留中のI/Oが完了した場合、プロセスが有効な動作を実行する時間を示します。Oracle Databaseは、均一な状態ですべての重要なI/OコンポーネントのI/O待機時間を取得して、OracleプロセスでのすべてのI/O待機時間がI/O統計から推論できるようにします。


図4-14 I/Oの監視

[image: 図4-14の説明が続きます。]

「図4-14 I/Oの監視」の説明





「同期単一ブロック読取りの待機時間」グラフには、ブロック読取りにおいて認識された合計のI/O遅延が表示されており、I/Oリクエストが発行された時間と、転送の最初のバイトが到達した時間の差です。待機時間が10ミリ秒未満の場合は、ほとんどのシステムが正常に稼働しています。このタイプのI/Oリクエストは、次の理由から、I/Oパフォーマンスの最適なインジケータです。

	
記憶域の書込みキャッシュのため、書込み操作で良好なパフォーマンスを示します。


	
複数ブロックのI/Oリクエストのサイズが異なるため、それぞれにかかる時間は異なります。


	
非同期I/Oリクエストの待機時間は完全なI/O待機時間を表しません。




次の項の説明に従って、「I/Oブレークダウン」の選択に応じて、他のグラフが表示されます。

	
関数によるI/Oの監視


	
タイプ別のI/Oの監視


	
コンシューマ・グループ別のI/Oの監視






関数によるI/Oの監視

「I/Oファンクション」グラフにより、アプリケーションまたはジョブごとのI/O使用レベルが決定されます。コンポーネント・レベルの統計により、I/Oバンド幅使用状況の詳細が表示され、ジョブのスケジューリングおよびI/Oのプロビジョニングに使用できます。コンポーネント・レベルの統計は次のカテゴリに分類されます。

	
バックグラウンド・タイプ

このカテゴリには、ARCH、LGWRおよびDBWRが含まれます。


	
アクティビティ

このカテゴリには、XML DB、Streams AQ、データ・ポンプ、リカバリおよびRecovery Managerが含まれます。


	
I/Oタイプ

このカテゴリには、次のI/Oタイプが含まれています。

	
ダイレクト書込み

この書込みは、バッファ・キャッシュ由来ではなく、フォアグラウンド・プロセスによって発行されます。


	
ダイレクト読取り

ダイレクト読取りは、バッファ・キャッシュを迂回して、データ・ブロックをプロセス専用メモリーに直接読み込む、データ・ファイルからの物理I/Oです。


	
バッファ・キャッシュ読取り





	
その他

このカテゴリには、制御ファイルのI/OのようなI/Oが含まれます。




関数によるI/Oの監視手順: 

	
データベースのホームページで、「パフォーマンス」をクリックします。

「パフォーマンス」ページが表示されます。


	
インスタンス・アクティビティ・グラフで、「I/O」をクリックします。

I/O MB/秒のグラフおよび「1秒当たりのI/Oリクエスト」グラフが表示されます。


	
「I/Oブレークダウン」で、「I/Oファンクション」を選択します。

「ファンクションごとのI/O MB/秒」グラフと「ファンクションごとのI/Oリクエスト数/秒」グラフが表示されます。

図4-14の例は、ログ・ライターによって大量のI/Oが実行されていることを示しています。ログ・ライターのアクティビティのピークは、約500 I/Oリクエスト/秒です。


	
グラフ上で最大のブロックをクリックするか、または凡例内の対応するファンクションをクリックして、I/Oレートの最も高いファンクションにドリルダウンします。

「I/O詳細」ページが表示されます。

I/OのMBまたはI/Oリクエストの詳細に関する、リアルタイム・データまたは履歴データを参照できます。







	
参照:

	
ARCH、LGWR、DBWRなどのデータベース・バックグラウンド・プロセスの詳細は、『Oracle Database概要』を参照してください。

















タイプ別のI/Oの監視

「I/Oタイプ」グラフにより、読取りおよび書込み操作のタイプ別にI/Oを監視できます。小規模I/Oとは128KBより小さいリクエストで、通常、単一のデータベース・ブロックのI/O操作です。大規模I/Oとは、128KB以上のリクエストです。大規模のI/Oは、表または索引のスキャン、ダイレクト・データ・ロード、バックアップ、リストア、アーカイブなどのデータベース操作によって生成されます。

[image: perf_io_type.gifの説明が続きます。]

perf_io_type.gifの説明



OLTP環境などでトランザクションの時間を軽減するために最適化する場合は、小規模I/Oの待機時間を監視します。待機時間が長いということは、通常、ストレージ・システムがボトルネックであることを示します。

データ・ウェアハウス内にあるような大規模な問合せを最適化する場合、パフォーマンスはI/Oリクエストの待機時間ではなく、ストレージ・システムが実現できる最大のスループットに依存します。この場合、同期単一ブロックのI/O待機時間ではなくI/O MB/秒が監視されます。

タイプ別のI/Oの監視手順: 

	
データベースのホームページで、「パフォーマンス」をクリックします。

「パフォーマンス」ページが表示されます。


	
インスタンス・アクティビティ・グラフで、「I/O」をクリックします。

I/O MB/秒のグラフおよび「1秒当たりのI/Oリクエスト」グラフが表示されます。


	
「I/Oブレークダウン」で、「I/Oタイプ」を選択します。

「I/OタイプごとのI/O MB/秒」グラフと「I/OタイプごとのI/Oリクエスト数/秒」グラフが表示されます。

この例では、1秒当たりの小規模の書込み数が600を超えています。これらの書込みは、図4-14に示されるログ・ライターのI/Oリクエストに対応しています。


	
グラフ上で最大のブロックをクリックするか、または凡例内の対応するファンクションをクリックして、I/Oレートの最も高いファンクションにドリルダウンします。

「I/O詳細」ページが表示されます。

I/OのMBまたはI/Oリクエストの詳細に関する、リアルタイム・データまたは履歴データを参照できます。









コンシューマ・グループ別のI/Oの監視

Oracle Database Resource Managerが使用可能である場合は、データベースにより、現在有効なリソース・プランに含まれるコンシューマ・グループ全体のI/O統計が収集されます。「コンシューマ・グループ」グラフを使用すると、I/Oをコンシューマ・グループ別に監視できます。

リソース・プランでは、リソースを様々なユーザー(リソース・コンシューマ・グループ)間で分散する方法を指定します。リソース・コンシューマ・グループを使用して、ユーザー・セッションをリソース要件ごとに構成できます。_ORACLE_BACKGROUND_GROUP_コンシューマ・グループには、バックグラウンド・プロセスにより発行されたI/Oリクエストが含まれることに注意してください。

[image: perf_io_consum.gifの説明が続きます。]

perf_io_consum.gifの説明



コンシューマ・グループ別のI/Oリクエストの監視手順: 

	
データベースのホームページで、「パフォーマンス」をクリックします。

「パフォーマンス」ページが表示されます。


	
インスタンス・アクティビティ・グラフで、「I/O」をクリックします。

I/O MB/秒のグラフおよび「1秒当たりのI/Oリクエスト」グラフが表示されます。


	
「I/Oブレークダウン」で、「コンシューマ・グループ」を選択します。

「コンシューマ・グループごとのI/O MB/秒」グラフおよび「コンシューマ・グループごとのI/Oリクエスト数/秒」グラフが表示されます。











パラレル実行の監視

「パラレル実行」グラフには、パラレル問合せに関連するシステム・メトリックが表示されます。メトリックは、単位当たりの統計数値です。この単位には、秒数などの時間尺度、トランザクションまたはセッションを指定できます。

パラレル問合せでは、SQL文を実行する作業が複数のプロセスに分割されます。グラフには、サンプル・セッション・アクティビティの最も高い割合を占める待機イベントを待機していたパラレル問合せが表示されます。


図4-15 パラレル実行の監視

[image: 図4-15の説明が続きます。]

「図4-15 パラレル実行の監視」の説明





パラレル実行の監視手順: 

	
データベースのホームページで、「パフォーマンス」をクリックします。

「パフォーマンス」ページが表示されます。


	
インスタンス・アクティビティ・グラフで、「パラレル実行」をクリックします。

「パラレル実行」グラフが表示されます。

2つのペアのグラフが表示されます。最初のペアはY軸上のセッションの数を示し、2番目のペアはY軸上の秒単位の率を示します。

図4-15の例では、問合せのパラレル化が午後12時30分から午後4時までアクティブでした。









サービスの監視

「サービス」グラフには、表示中の期間における、対応する待機イベントについて待機しているサービスが表示されます。「サービス」は共通の属性のアプリケーション・グループ、サービス・レベルのしきい値および優先度を示します。たとえば、SYS$USERSサービスとは、サービス名を明示的に識別せずにユーザー・セッションを確立する場合に使用されるデフォルトのサービス名です。アクティブ・セッションのみが表示されます。


図4-16 サービスの監視

[image: 図4-16の説明が続きます。]

「図4-16 サービスの監視」の説明





サービスの監視手順: 

	
データベースのホームページで、「パフォーマンス」をクリックします。

「パフォーマンス」ページが表示されます。


	
インスタンス・アクティビティ・グラフで、「サービス」をクリックします。

「サービス」グラフが表示されます。

図4-16では、SYS$USERSサービスに最大数のアクティブ・セッションがあります。


	
グラフ上で最大のカラー・ブロックをクリックするか、または凡例内の対応するサービスをクリックして、アクティブ・セッションが最も多いサービスにドリルダウンします。

「サービス」ページが表示され、「アクティビティ」サブページが表示されます。

このページでは、サービスに関連付けられたすべての待機クラスに対するセッション負荷を示すリアルタイム・データを参照できます。











ホスト・アクティビティの監視

「パフォーマンス」ページの「ホスト」グラフに、データベースのホスト・システムの使用状況に関する情報が表示されます。


図4-17 ホスト・アクティビティの監視

[image: 図4-17の説明が続きます。]

「図4-17 ホスト・アクティビティの監視」の説明





ホスト・システムにデータベースを実行するために十分な使用可能なリソースがあるかどうかを確認するには、使用するCPU、メモリーおよびディスクのリソースの量に対する適切な要件を確立します。次に、データベースによりこれらのリソースが過剰に消費されていないかどうかを確認できます。

CPU、メモリーおよびディスク使用率の詳細の表示手順: 

	
データベースのホームページの「ホストCPU」で、「負荷」リンクをクリックします。

[image: host_cpu.gifの説明が続きます。]

host_cpu.gifの説明



「ホスト」ページが表示され、「パフォーマンス」サブページが表示されます。


図4-18 パフォーマンス・サマリー

[image: 図4-18の説明が続きます。]

「図4-18 パフォーマンス・サマリー」の説明





デフォルトで、「パフォーマンス・サマリー」ビューが表示されます。パフォーマンス・サマリー・ビューにCPU使用率、メモリー使用率、ディスクI/O使用率、およびCPU使用率とメモリー使用率の両方に基づいた上位10プロセスのメトリック値が表示されます。


	
十分なリソースが使用可能かどうか、またシステムにより過剰なリソースが使用されているかどうかを確認します。

たとえば、次の場合にデータベースにより使用されるCPU、メモリーおよびディスクのリソースの量を確認します。

	
システムがアイドル状態(Oracleのアクティビティがほとんど存在しないか、Oracle以外のアクティビティが存在する)の場合


	
平均ワークロード


	
ピーク・ワークロード




システムのリソース使用率のレベルを評価する場合、ワークロードは重要なファクタです。ワークロードのピーク時に、CPUに10パーセントのアイドル時間および待機時間があり、リソースの使用率が90パーセントの場合、許容範囲内です。ただし、通常のワークロードにおいて、システムが高い使用率を表示するような場合は、追加のワークロードのための容量はありません。

次のタスクを実行して、データベースのホスト・アクティビティを監視します。

	
CPU使用率の監視


	
メモリー使用率の監視


	
ディスクI/O使用率の監視





	
パフォーマンス・メトリックに対する適切なしきい値を設定すると、これらのしきい値を超えた場合、システムにより自動的にアラートが生成されます。

メトリックのしきい値の設定については、「パフォーマンス・アラートのメトリックしきい値の設定」を参照してください。






CPU使用率の監視

CPUの問題に対処するには、まずシステムに必要なCPUリソースの量を適切に予測します。次に、十分なCPUリソースが使用可能であるかどうかを判断し、システムがリソースを過剰に使用している時期を確認します。この項では、CPU使用率を監視する方法について説明します。

CPU使用率の監視手順: 

	
データベースのホームページの「ホストCPU」で、「負荷」リンクをクリックします。

「ホスト」ページが表示され、「パフォーマンス」サブページが表示されます。


	
「ビュー」リストで「CPU詳細」を選択します。

「CPU詳細」ビューが表示されます。

このビューには、CPU使用率、I/O待機および最近1時間の負荷に関する統計が含まれます。上位10のプロセスは、CPU使用率に基づいてリストされます。


	
「CPU使用率」グラフを使用して、現在のCPU使用率を確認します。

「CPU使用率」グラフに最近1時間のCPU使用率が表示されます。現在の値はグラフの下に表示されます。標準のワークロード時には、この値がクリティカルなしきい値を超えることはありません。


	
「CPU使用率」をクリックします。

「CPU使用率」ページが表示されます。

このページには、過去24時間に生成されたCPU使用率統計および関連アラートが表示されます。

次の例では、CPU使用率に約6%から99.86%への急激なスパイクが発生しています。これは警告しきい値の80%を超えています。

[image: cpu_util.gifの説明が続きます。]

cpu_util.gifの説明



この値に予期しないスパイクが発生し、通常のワークロード時にその状態が継続する場合、CPUパフォーマンスの問題を調査する必要があります。


	
「CPU I/O待機」グラフを使用して、現在のCPU I/O待機時間を確認します。

「CPU I/O待機」グラフには、最近1時間のCPU I/O待機時間が表示されます。現在の値はグラフの下に表示されます。通常のワークロード時にはCPU I/O待機の値は警告のしきい値を超えません。

CPU I/O待機とは、間隔中にI/Oを待機しているジョブの平均数を表します。


	
「CPU I/O待機」をクリックします。

「I/O待機内のCPU」ページが表示されます。

このページには、CPU I/O待機統計および24時間以内に生成された関連するアラートが含まれます。

この値に予期しない増加が発生し、標準のワークロード時にその状態が継続する場合、CPUパフォーマンスに問題がある場合があります。


	
「CPU負荷」グラフを使用して、現在のCPU使用率を確認します。

「CPU負荷」グラフに最近1時間のCPU負荷が表示されます。現在の値はグラフの下に表示されます。標準のワークロード時には、CPU負荷の値が警告のしきい値を超えることはありません。

CPU負荷は、過去1分間にCPUリソース用にスケジュールされることを待機していた平均プロセス数、または長時間のCPU競合時間のレベルを表します。


	
「CPU負荷」をクリックします。

「実行キューの長さ」ページが表示されます。

このページには、CPU負荷の統計および24時間以内に生成された関連するアラートが含まれます。

この値に予期しないスパイクが発生し、通常のワークロード時にその状態が継続する場合、CPUのパフォーマンスに問題がある場合があります。


	
「ホスト・パフォーマンス」サブページの「CPU詳細」ビューに戻り、「上位10のプロセス」表を確認します。

プロセスがCPU使用率を過剰に消費する場合、このプロセスを調査する必要があります。

次の例では、2つのデータベース・プロセスがCPU使用率の87.6%を使用しています。このため、潜在的なCPUのパフォーマンスの問題の原因はデータベースである可能性が高く、調査が必要です。

[image: top_10_proc.gifの説明が続きます。]

top_10_proc.gifの説明



	
CPUのパフォーマンスの問題が識別された場合、次の方法によって問題の解決を試みることができます。

	
Oracle Database Resource Managerを使用してCPUのリソース割当てに優先順位を付けることにより、ピーク時の使用状況における影響を低減します。


	
CPUを大量に消費する多くのプロセスの実行の回避


	
システムのアーキテクチャ変更を含む、ハードウェアの能力向上










	
参照:

	
CPUの問題の解決については、『Oracle Databaseパフォーマンス・チューニング・ガイド』を参照してください。


	
Oracle Database Resource Managerの詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。

















メモリー使用率の監視

オペレーティング・システムのパフォーマンスの問題には、一般的にプロセス管理、メモリー管理およびスケジューリングが関連しています。この項では、メモリー使用率を監視し、ページングやスワッピングなどの問題を識別する方法について説明します。

メモリー使用率の監視手順: 

	
データベースのホームページの「ホストCPU」で、「負荷」リンクをクリックします。

「ホスト」ページが表示され、「パフォーマンス」サブページが表示されます。


	
「ビュー」リストで「メモリーの詳細」を選択します。

「パフォーマンス」サブページの「メモリーの詳細」ビューが表示されます。

このビューには、メモリー使用率、ページ・スキャン率および最近1時間のスワップ使用量に関する統計が含まれます。上位10のプロセスもメモリー使用率順にリストされます。

[image: mem_details.gifの説明が続きます。]

mem_details.gifの説明



	
「メモリー・ページ・スキャン率」グラフを使用して、現在のメモリー・ページ・スキャン率を確認します。

メモリー・ページ・スキャン率の現在の値がグラフの下に表示されます。UNIXおよびLinuxでは、この値は1秒当たりにスキャンされるページの平均数を表します。Microsoft Windowsでは、困難なページ・フォルトの解決のためにディスクから読み込まれるまたはディスクに書き込まれるページの率を表します。この値は、システム規模の遅延を引き起こす可能性のあるフォルトの主要なインジケータとなります。


	
「ページ・スキャン率」をクリックします。

「メモリー・ページ・スキャン率」ページが表示されます。

このページには、メモリー・ページ・スキャン率の統計および24時間以内に生成された関連アラートが含まれます。

この値に予期しない増加が発生し、標準のワークロード時にその状態が継続する場合、メモリー・パフォーマンスに問題がある場合があります。


	
「メモリー使用率」グラフを使用して、現在のメモリーの使用率を確認します。

「メモリー使用率」グラフは、メモリーの使用量を示します。メモリー使用率の現在の値はグラフの下に表示されます。標準のワークロード時には、この値が警告のしきい値(黄色で表示)を超えることはありません。


	
「メモリー使用率」をクリックします。

「メモリー使用率」ページが表示されます。

このページには、過去24時間に生成されたメモリー使用率統計および関連アラートが表示されます。

[image: mem_util.gifの説明が続きます。]

mem_util.gifの説明



この例では、メモリー使用率が60%を超えなかったため、警告は生成されません。

この値に予期しないスパイクが発生し、通常のワークロード時にその状態が継続する場合、メモリー・パフォーマンスに問題がある場合があります。


	
「スワップ使用率」グラフを使用して、現在のスワップ使用量を確認します。

「スワップ使用率」グラフは、スワップ領域の使用率を示します。スワップ使用率の現在の値はグラフの下に表示されます。通常のワークロード時には、この値が警告のしきい値を超えることはありません。


	
「スワップ使用率」をクリックします。

「スワップ使用率(%)」ページが表示されます。

このページには、過去24時間に生成されたスワップ使用率統計および関連アラートが表示されます。

この値に予期しないスパイクが発生し、通常のワークロード時にその状態が継続する場合、メモリー・パフォーマンスに問題がある場合があります。


	
「ホスト・パフォーマンス」サブページの「メモリーの詳細」ビューに戻り、「上位10プロセス(メモリー順)」表の上位プロセスを確認します。

プロセスがメモリーを過度に多く占有する場合、このプロセスを調査する必要があります。


	
メモリー・パフォーマンスの問題が識別された場合、次の方法によって問題の解決を試みることができます。

	
自動メモリー管理を使用して、システム・グローバル領域(SGA)と集計プログラム・グローバル領域(PGA集計)の間でメモリーを自動的に管理および分散します。


	
メモリー・アドバイザを使用してSGAおよびPGAのメモリー・ターゲット値を設定します。


	
自動PGA管理を使用してSQLメモリーの実行を管理します。


	
メモリーを大量に消費する多くのプロセスの実行を回避します。


	
ページングまたはスワッピングを削減します。


	
カーソル共有時のオープン・カーソルおよびハード解析の数を削減します。










	
参照:

	
自動メモリー管理の使用については、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。


	
メモリー・アドバイザの使用については、『Oracle Database 2日でデータベース管理者』を参照してください。


	
メモリーの問題の解決については、『Oracle Databaseパフォーマンス・チューニング・ガイド』を参照してください。

















ディスクI/O使用率の監視

データベースは一連のディスク上に存在するため、I/Oサブシステムのパフォーマンスは、データベースのパフォーマンスにとって非常に重要です。ディスクに関する重要な統計には、1秒当たりのディスクI/Oおよびサービス時間の長さが含まれます。これらの統計には、ディスクが最適な状態で実行されているかどうか、またはストレージ・システムが過負荷の状態にあるかどうかが表示されます。この項では、ディスクI/O使用率を監視する方法について説明します。

ディスクI/O使用率の監視手順: 

	
データベースのホームページの「ホストCPU」で、「負荷」リンクをクリックします。

「ホスト」ページが表示され、「パフォーマンス」サブページが表示されます。


	
「ビュー」リストで「ディスクの詳細」を選択します。

「ディスクの詳細」ビューが表示されます。

このビューには、ディスクI/O使用率および最近1時間に収集されたサービス時間統計、および使用されていた時間の割合ごとに表示される上位ディスク・デバイスが含まれます。

[image: disk_details.gifの説明が続きます。]

disk_details.gifの説明



	
「ディスクI/O使用率」グラフを使用して、現在のディスクI/O使用率を確認します。

「ディスクI/O使用率」グラフに、1秒当たりに実行されるディスクI/Oの数が表示されます。1秒当たりの合計I/Oに対する現在の値はグラフの下に表示されます。


	
「1秒当たりの合計I/O」をクリックします。

「合計ディスクI/O/秒」ページが表示されます。

このページにはディスク使用率の統計、および24時間以内に生成された関連するアラートが含まれます。

この値に予期しないスパイクが発生し、標準のワークロード時にその状態が継続する場合、ディスクI/Oのパフォーマンスに問題がある可能性があり、調査が必要です。


	
「最長I/Oサービス時間」グラフを使用して、現在のI/Oサービス時間を確認します。

「最長I/Oサービス時間」グラフに、ディスクI/Oに対する最長サービス時間がミリ秒単位で表示されます。最長I/Oサービス時間に対する現在の値はグラフの下に表示されます。


	
「最長I/Oサービス時間」をクリックします。

「最長サービス時間」ページが表示されます。

このページにはI/Oサービス時間の統計および24時間以内に生成された関連するアラートが含まれます。

この値に予期しないスパイクが発生し、通常のワークロード時にその状態が継続する場合、ディスクI/Oのパフォーマンスに問題がある可能性があり、調査が必要です。


	
「ディスクの詳細」ページの「上位ディスク・デバイス(ビジー順にソート)」表で、ディスク・デバイスを確認します。

特定のディスクがほとんどの時間でビジーになっている場合は、このディスクを調査する必要があります。

この例では、Oracle Databaseのホスト・ドライブ(xvdaおよびxvda1)へのアクセス時間がわずか1.41%であるため、ディスクのパフォーマンスの問題はないと考えられます。

[image: top_disk_devices.gifの説明が続きます。]

top_disk_devices.gifの説明



	
ディスクI/Oのパフォーマンスの問題が識別された場合、次の方法によって問題の解決を試みることができます。

	
Oracle自動ストレージ管理(Oracle ASM)を使用してデータベース記憶域を管理します。


	
全データを全ディスクにストライプ化し、I/Oを分散します。


	
別のディスクにファイル(アーカイブREDOログ、REDOログなど)を移動します。


	
必要なデータをメモリーに保存して物理I/Oの数を削減します。










	
参照:

	
ディスクI/Oの問題の解決については、『Oracle Databaseパフォーマンス・チューニング・ガイド』を参照してください。



















データベース・アクティビティのスパイクの原因の確認

「パフォーマンス」ページでデータベース・アクティビティのスパイクが表示されている場合、「ASH分析」ページにアクセスして、ほとんどのデータベース時間を消費しているセッションを特定することができます。このページには積上げグラフが表示され、「イベント」、「アクティビティ・クラス」、「モジュール/アクション」、「セッション」、「インスタンスID」および「PL/SQL」機能などの複数のディメンションのアクティブ・セッション・アクティビティを簡単に可視化できます。ディメンションの特定のメンバーにドリルダウン(垂直ズーム)したり、任意の期間にズーム・インまたはズーム・アウト(水平ズーム)できます。

	
データベース・インスタンスの「パフォーマンス」メニューから、「ASH分析」を選択します。


	
最上部のグラフ内の影付き領域を目的の期間にドラッグすることにより、選択した期間中のトップ・アクティビティをマクロ的な視点で表示します。




	
ヒント:

影付きブロック領域の上にマウスを置くと、スライダの両側に2つのユーザー・コントロールが表示され、目的の期間を選択できます。
デフォルト設定の1時間の期間を選択することも、セレクタ・ボタンを使用して1日、1週間または1か月の各期間を選択することもできます。また、「カレンダ」または「カスタム」ボタンを使用して、事前設定された選択肢以外の期間を表示することもできます。










	
このページのアクティビティ・チャートを表示することで、選択した期間をミクロ的な視点で表示します。デフォルトでは、チャートには待機クラスのワークロード・アクティビティ・ブレークダウン値が表示されます。


	
システムに悪影響を与えているトップ・アクティビティ・セッションの詳細な統計を表示することにより、影響を調査します。

	
グラフ内の最大スパイクか、グラフの横にある凡例内の対応する待機クラスをクリックします。これにより、興味のある待機クラスを除くグラフ内のすべてがフィルタで除去されます。

たとえば、「並行性」待機クラスのスパイクが最大であったことがグラフに示されている場合、「並行性」の凡例のグラフ領域をクリックします。これにより、グラフがリフレッシュされ、「並行性」値のみが表示され、「フィルタ」バーに「待機クラス: 並行性」アイコンが表示されます。




	
ヒント:

フィルタの数は無制限に作成できます。








	
「アクティビティ」アイコンを展開して、メニューから上位ディメンションを選択すると、該当する共通プロセスのリストが表示されます。選択内容に応じてグラフがリフレッシュされ、選択した特定のカテゴリの値が表示されます。

たとえば、前述のように「並行性」のフィルタを作成し、メニューから上位ディメンション、「ユーザー・セッション」を選択すると、グラフに「並行性」のユーザー・セッションのみが表示されます。





	
オプション: システム・アクティビティのグラフィカル・ビューを表示するには、ロード・マップを使用します。

ロード・マップは、選択した期間内でアクティビティの変更を時系列で確認しない場合に1次元または多次元レイアウトのアクティビティを表示する際に役立ちます。


	
オプション: 「保存」をクリックし、オフライン参照用のHTMLファイルとして現在のページ・ビューを保存します。「保存」をクリックすると、ポップアップ・ウィンドウが表示され、レポートの保存場所を指定できます。このアクションにより、分析の一部として現在収集されているすべてのデータを網羅するEnterprise Managerアクティブ・レポートが作成されます。後でこれを使用して、たとえば、より綿密な事後分析を実行できます。Enterprise Managerまたはデータベース接続を使用しないでレポートを表示できます。

「メール」をクリックして、添付ファイルとしてページを送信する電子メール・アドレスも指定できます。









「データベース・パフォーマンス」ページのカスタマイズ

要件に対応できるように、「パフォーマンス」ページをカスタマイズできます。「インスタンス・アクティビティの監視」で説明されているように、「パフォーマンス」ページにデフォルトで表示するグラフおよびグラフの表示方法を指定できます。「スループット」グラフおよび「サービス」グラフにベースライン値を含めるかどうかも決定できます。

Enterprise Managerには、リポジトリ内の各ユーザーの永続カスタマイズ情報が格納されます。「パフォーマンス」ページにアクセスして設定を変更するまで残りのブラウザ・セッションに対してカスタマイズ・データをキャッシュする場合は、Enterprise Managerによりカスタマイズ・データが取得されます。

「パフォーマンス」ページのカスタマイズ手順: 

	
データベースのホームページで、「パフォーマンス」をクリックします。

「パフォーマンス」ページが表示されます。


	
「パフォーマンス」ページで、「設定」をクリックします。

「「パフォーマンス」ページの設定」ページが表示されます。

[image: perf_page_sett.gifの説明が続きます。]

perf_page_sett.gifの説明



	
「グラフの詳細設定」セクションで、インスタンス・アクティビティ・グラフの表示のデフォルトを選択します。次の手順を実行します。

	
「デフォルトのビュー」で、「平均アクティブ・セッション」セクションにデフォルトで表示するインスタンス・アクティビティ・グラフを選択します。

「スループット」、「I/O」、「パラレル実行」および「サービス」の各グラフの説明は、「インスタンス・アクティビティの監視」を参照してください。


	
「スループット・グラフの設定」で、「スループット」グラフに表示するデフォルトのインスタンスのスループットの割合として、「1秒当たり」または「1トランザクション当たり」を選択します。

「スループット」グラフの使用方法は、「スループットの監視」を参照してください。


	
「I/Oグラフの設定」で、「I/O」グラフに表示するデフォルトのI/Oブレークダウンを選択します。

「I/O」グラフの使用方法は、「I/Oの監視」を参照してください。





	
「ベースライン表示」セクションで、パフォーマンス・グラフでのAWRベースラインの表示方法を選択します。次のいずれかの操作を行います。

	
「ベースライン値を表示しない」を選択してベースラインを表示させないようにします。


	
「システム変動ウィンドウ・ベースラインを使用して、99番目のパーセンタイル・ラインを表示します」を選択して、「スループット」グラフおよび「サービス」グラフの表示のパーセンタイルを指定します。


	
「計算された統計を持つ静的ベースラインを使用して、99番目のパーセンタイル・ラインを表示します」を選択し、「ベースライン名」リストからベースライン名を選択します。

「ベースラインのしきい値統計の計算」の説明に従って、スケジュール統計の計算を経たベースラインのみ選択できます。





	
「OK」をクリックします。

「パフォーマンス」ページが表示されます。

カスタマイズ設定に従って、グラフが表示されます。












5 パフォーマンス・アラートの監視

Oracle Databaseにはアラート・インフラストラクチャが組み込まれており、データベースの緊急性が高い問題はユーザーに通知されます。Oracle Databaseのデフォルトでは次のアラートが有効になっています。

	
表領域の使用量


	
スナップショットが古すぎます


	
リカバリ領域の空き領域が不足しています


	
再開可能セッションが一時停止されました




アラートとその管理方法については、『Oracle Database 2日でデータベース管理者』を参照してください。

これらのデフォルトのアラートに加えて、パフォーマンス・アラートを使用することでデータベースのパフォーマンスの異常な変化を検出できます。

この章の内容は次のとおりです。

	
パフォーマンス・アラートのメトリックしきい値の設定


	
アラートへの対応


	
アラートのクリア






パフォーマンス・アラートのメトリックしきい値の設定

メトリックは累積統計の変更率です。この率は、時間、トランザクション、データベース・コールなどの様々な単位で測定できます。たとえば、データベース・コール/秒はメトリックです。しきい値が渡されたときにアラートが生成されるように、メトリックにしきい値を設定できます。

パフォーマンス・アラートは、パフォーマンス関連のメトリックに基づいています。これらのアラートは、環境またはアプリケーションのいずれかに依存します。

環境依存のパフォーマンス・アラートはすべてのシステムでは使用できない場合があります。たとえば、ファイルを読み込む平均時間がメトリックしきい値を超えるとAVERAGE_FILE_READ_TIMEメトリックによりアラートが生成されます。このアラートはディスクが1台のみのシステムで役立つ場合があります。ただし、複数のディスクがある場合は、I/O処理がすべてのサブシステムに拡張されるため使用できない可能性があります。

アプリケーション依存のパフォーマンス・アラートは通常すべてのシステムに使用できます。たとえば、BLOCKED_USERSメトリックは特定のセッションによりブロックされるユーザーの数がメトリックしきい値を超えた場合にパフォーマンス・アラートを生成します。このアラートは環境がどのように構成されているかにかかわらず使用できます。

パフォーマンス・アラートから最も緊密な関連情報を取得するには、パフォーマンス・メトリックのしきい値をシステムにとって理想的な境界を表す値に設定する必要があります。これにより、パフォーマンス目標に達するかそれを超えるまでこれらの値をチューニングできます。

パフォーマンス・メトリックのしきい値の設定手順: 

	
データベースのホームページの「関連リンク」の下にある「メトリックとポリシー設定」をクリックします。

「メトリックとポリシー設定」ページが表示され、「メトリックしきい値」サブページが表示されます。


	
システムに関連した各パフォーマンス・メトリックで、「編集」アイコンをクリックします

「詳細設定の編集」ページが表示されます。


	
ウィザードの手順に従って、しきい値を設定します。







	
参照:

	
「ベースラインのメトリックしきい値の設定」


	
メトリックしきい値の設定方法の詳細は、『Oracle Database 2日でデータベース管理者』を参照してください。

















アラートへの対応

Oracle Databaseによってアラートが生成される時、アラートはデータベースのホームページの「アラート」の下に表示されます。

[image: alerts.gifの説明が続きます。]

alerts.gifの説明



Oracle Enterprise Manager(Enterprise Manager)によって、電子メール、ページャ、または携帯電話のテキスト・メッセージ機能を使用して、アラートを送信するように構成できます。

アラートへの対応手順: 

	
データベースのホームページの「アラート」で、調べるアラートを検索し、「メッセージ」リンクをクリックします。

アラートの詳細情報のあるページが表示されます。


	
次のいずれかの操作を行います。

	
推奨事項に従います。


	
自動データベース診断モニター(ADDM)または他のアドバイザを実行して、システムまたはオブジェクトの動作の詳細な診断情報を確認します。










	
参照:

	
アラート通知メソッドの構成方法については、『Oracle Database 2日でデータベース管理者』を参照してください。

















アラートのクリア

「CPU使用率」アラートなどのほとんどのアラートは、問題の原因が解決されると自動的にクリアされます。ただし、「一般的なアラート・ログ・エラー」アラート、「一般的なインシデント」アラートなどの一部のアラートは、確認の必要があります。

[image: gen_inc.gifの説明が続きます。]

gen_inc.gifの説明



必要な修正を行ったら、クリアまたは消去することでアラートを確認済にできます。アラートをクリアすると、アラートはアラート履歴に送信されます。アラート履歴は、データベースのホームページの「関連リンク」で参照できます。アラートをパージすると、アラートはアラート履歴から削除されます。

アラートの消去手順: 

	
データベースのホームページの「診断サマリー」で、「アラート・ログ」リンクをクリックします。

「アラート・ログ・エラー」ページが表示されます。

[image: alert_log.gifの説明が続きます。]

alert_log.gifの説明



	
次のいずれかの操作を行います。

	
クリアするアラートを選択し、「クリア」をクリックします。


	
すべてのオープン状態のアラートをクリアするには、「すべてのオープン・アラートのクリア」をクリックします。





	
次のいずれかの操作を行います。

	
削除するアラートを選択し、「パージ」をクリックします。


	
すべてのアラートを削除するには、「すべてのアラートをパージ」をクリックします。










	
参照:

	
アラートの管理方法の詳細は、『Oracle Database 2日でデータベース管理者』を参照してください。




















第III部



データベースの事後チューニング

第III部では、チューニングがすぐに必要なデータベースに関するパフォーマンスの問題がユーザーから報告されたときなど、報告された問題への対応としてOracle Databaseをチューニングする方法について説明します。

内容は次のとおりです。

	
第6章「データベースのパフォーマンスの手動監視」


	
第7章「一時的なパフォーマンスの問題の解決」


	
第8章「時間の経過によるパフォーマンス低下の解決」










6 データベースのパフォーマンスの手動監視

現在および過去のデータベースのパフォーマンスを手動監視する自動データベース診断モニター(ADDM)を実行できます。通常、データベースに関するパフォーマンスの問題を識別するには、ADDMの自動診断機能を使用する必要があります。第3章「データベースのパフォーマンスの自動監視」の説明に従って、デフォルトで1時間に1度ADDMを実行します。より高い頻度またはより低い頻度で実行するようにADDMを構成できます。ただし、ADDMを手動で実行する必要がある場合があります。

ADDMは手動で実行して、一度のADDMの分析期間より長い時間間隔を分析することができます。たとえば、データベース・アクティビティを8時間連続して分析することによって、1日のデータベースのパフォーマンスを分析します。1日の個々のADDM期間を分析できますが、一部のADDM期間のみにパフォーマンスの問題が存在する場合は、分析が複雑になります。また、8時間に対応した自動ワークロード・リポジトリ(AWR)のスナップショットのペアを使用してADDMを手動で実行することもできます。この場合、ADDMによって全時間間隔における重大なパフォーマンスの問題のほとんどが識別されます。

この章の内容は次のとおりです。

	
現在のデータベースのパフォーマンスを分析するADDMの手動実行


	
過去のデータベースのパフォーマンスを分析するADDMの手動実行


	
前のADDM結果へのアクセス






現在のデータベースのパフォーマンスを分析するADDMの手動実行

デフォルトでは、1時間ごとにADDMが実行され、この期間中にAWRのスナップショットが分析されます。場合によっては、以前のADDM分析期間にはなかったパフォーマンスの低下や、第4章「リアルタイムなデータベースのパフォーマンスの監視」で説明されているように、「パフォーマンス」ページで、データベース・アクティビティに突然スパイクが発生したことが通知されることがあります。次のADDM分析が30分間実行されるようスケジュールされていない場合は、ADDMを手動で実行し、パフォーマンスの問題を識別して解決することができます。

ADDMを手動で実行する場合は、手動のAWRスナップショットが自動的に作成されます。これによりADDM実行サイクルに影響を及ぼす可能性があります。たとえば、ADDMを毎時ちょうどに1時間ごとに実行し、最終ADDM実行を午後8時にスケジュール設定した場合、午後8時30分にADDMを手動で実行すると、次の実行は午後9時ではなく午後9時30分にスケジュール設定されます。その後のADDM実行は、新規の実行サイクルで継続され、毎時ちょうどではなく毎時30分に実行されます。

ADDMを手動で実行して現在のデータベースのパフォーマンスを分析する手順: 

	
データベースのホームページの「関連リンク」で、「アドバイザ・セントラル」をクリックします。

「アドバイザ・セントラル」ページが表示されます。


	
「アドバイザ」で「ADDM」をクリックします。

「ADDMの実行」ページが表示されます。

[image: run_addm_now.gifの説明が続きます。]

run_addm_now.gifの説明



この例では、待機イベントがある平均アクティブ・セッションが午前10時に開始し、午前10時50分にピークになっています。この数値は午前11時に低下し、午前11時10分に再度上昇し始めました。


	
「現行のインスタンスのパフォーマンスを分析するには、ADDMを実行してください」を選択し、「OK」をクリックします。

「確認」ページが表示されます。


	
「はい」をクリックします。

処理中: データベースが新しいAWRスナップショットを取得している間、「ADDMの即時実行」ページが表示されます。

ADDMの実行は、新しいスナップショットと以前のスナップショットの間に発生します。ADDMが分析を完了後、「自動データベース診断モニター(ADDM)」ページに結果が表示されます。

[image: run_addm_now_results.gifの説明が続きます。]

run_addm_now_results.gifの説明



	
「レポートの表示」をクリックします。

「レポートの表示」ページが表示されます。


	
オプションで、「ファイルに保存」をクリックして、後のアクセスのために、レポートのADDMタスクの結果を保存します。







	
参照:

	
「自動データベース診断モニターの分析の確認」

















過去のデータベースのパフォーマンスを分析するADDMの手動実行

ADDMを手動で実行し、分析期間としてAWRスナップショットのペアまたは範囲を選択して過去のデータベースのパフォーマンスを分析できます。これは、データベースのパフォーマンスの低下が発生した過去の期間を識別した場合に役立ちます。

「パフォーマンス」ページで、「データの表示」リストの「履歴」を選択して、過去のデータベースのパフォーマンスを監視できます。「履歴」ビューでは、AWRの保存期間によって定義された期間までさかのぼってデータベースのパフォーマンスを監視できます。パフォーマンスの低下を発見した場合は、第4章「リアルタイムなデータベースのパフォーマンスの監視」の説明に従って、「パフォーマンス」ページからドリルダウンし、過去のデータベースのパフォーマンスの問題を識別できます。問題を識別した後で、ADDMを手動で実行し特定期間の分析を行います。

ADDMを手動で実行して過去のデータベースのパフォーマンスを分析する手順: 

	
データベースのホームページの「関連リンク」で、「アドバイザ・セントラル」をクリックします。

「アドバイザ・セントラル」ページが表示されます。


	
「アドバイザ」で「ADDM」をクリックします。

「ADDMの実行」ページが表示されます。


	
「過去のインスタンスのパフォーマンスを分析するには、ADDMを実行してください」を選択します。


	
AWRスナップショットのペアを選択して分析の期間を指定します。次の手順を実行します。

	
「期間開始時間」を選択します。


	
開始点のスナップショットのグラフの下で、開始時間に使用するスナップショットをクリックします。

スナップショット・アイコンにプレイ・アイコン(矢印で表示されます)が表示されます。

この例では、データベース・アクティビティのピークは午前10時から午前11時であり、午前10時に取得されたスナップショットが開始時間として選択されています。


	
「期間終了時間」を選択します。


	
最後のスナップショットのグラフの下で、終了時間に使用するスナップショットをクリックします。

スナップショット・アイコンに停止アイコン(四角で表示されます)が表示されます。

この例では、スナップショットの取得終了時間は午前11時です。




[image: run_addm_past.gifの説明が続きます。]

run_addm_past.gifの説明



	
「OK」をクリックします。

ADDMが分析を完了した後に、ADDMの実行結果を含む「自動データベース診断モニター(ADDM)」ページが表示されます。


図6-1 データベースのパフォーマンスの履歴の分析

[image: 図6-1の説明が続きます。]

「図6-1 データベースのパフォーマンスの履歴の分析」の説明





	
「レポートの表示」をクリックします。

「レポートの表示」ページが表示されます。


	
オプションで、「ファイルに保存」をクリックします。







	
参照:

	
「自動データベース診断モニターの分析の確認」

















前のADDM結果へのアクセス

手動でADDMを実行し、現在または過去のデータベースのパフォーマンスを分析する場合、ADDM実行の完了後に結果が「自動データベース診断モニター(ADDM)」ページに表示されます。

後でADDMの結果にアクセスするか、前回の実行サイクルからADDMの結果にアクセスできます。

ADDMの結果へのアクセス手順: 

	
データベースのホームページの「関連リンク」の下にある「アドバイザ・セントラル」をクリックします。

「アドバイザ・セントラル」ページが表示されます。


	
次の手順を実行します。

	
「アドバイザ・タスク」の下で、「アドバイザ・タイプ」リストから「ADDM」を選択します。


	
適切な検索基準を選択します。

たとえば、「アドバイザ実行」リストで「すべて」を選択して、すべてのADDMタスクを表示できます。


	
「実行」をクリックします。




[image: advisor_tasks_addm.gifの説明が続きます。]

advisor_tasks_addm.gifの説明



ADDMタスクは「結果」の下に表示されます。


	
ADDMの結果を表示するには、目的のADDMタスクを選択して、「結果の表示」をクリックします。

選択したADDMタスクの結果は、「自動データベース診断モニター(ADDM)」ページに表示されます。




	
参照:

	
「自動データベース診断モニターの分析の確認」























7 一時的なパフォーマンスの問題の解決

一時的なパフォーマンスの問題は短期間のみ継続するため、通常、自動データベース診断モニター(ADDM)の分析には表示されません。分析期間中は、DB時間に対する影響が最も重大なパフォーマンスの問題がADDMによってレポートされます。問題が非常に短い期間のみ続いた場合、その問題の重大度は分析期間全体の他のパフォーマンスの問題によって、平均以下になるかまたは最小限に抑えられます。このため、その問題はADDMの検出結果に表示されません。パフォーマンスの問題がADDMによって取得されるかどうかは、自動ワークロード・リポジトリ(AWR)のスナップショット間の間隔とパフォーマンスの問題が発生した期間の比によって決定します。

スナップショット間で相当な時間続くパフォーマンスの問題の場合、ADDMにより取得されます。たとえば、スナップショット間隔が1時間の場合、30分間続くパフォーマンスの問題は、この期間がスナップショット間隔で相当な時間を占め、ADDMにより取得される可能性が高いため、一時的なパフォーマンスの問題と考えるのは不適切です。

一方、2分間続くパフォーマンスの問題は、発生期間がスナップショット間隔に占める割合が小さいためADDMの検出結果に現れにくく、一時的なパフォーマンスの問題と言えます。たとえば、午後10時ちょうどから午後10時10分の間システムが遅くなったが、午後10時から午後11時の期間のADDM分析にはパフォーマンスの問題がなかった場合、10分間隔のレポートのうちわずか数分のみ一時的なパフォーマンスの問題が発生した可能性があります。

この章の内容は次のとおりです。

	
アクティブ・セッション履歴の概要


	
アクティブ・セッション履歴レポートの実行


	
アクティブ・セッション履歴レポート


	
緊急時のシステム障害の診断






アクティブ・セッション履歴の概要

データベース・アクティビティの詳細な履歴を取得するには、Oracle Databaseでは、アクティブ・セッション履歴(ASH)の検査員によってアクティブ・セッションが毎秒サンプリングされます。AWRのスナップショットの処理によってサンプリングされたデータがメモリーに収集され、永続記憶域に書き込まれます。ASHはOracle Databaseの自己管理フレームワークに不可欠であり、パフォーマンスの問題の診断に非常に役立ちます。

ASHでは、インスタンス・レベルではなくセッション・レベルでサンプル・データが収集されます。アクティブ・セッションのみに対する統計を取得すると、ASHでは管理しやすいデータのセットが収集されます。このデータのサイズは、データベース・インスタンス全体のサイズではなく実行されている作業に直接関連するサイズです。

ASHによって取得されたサンプル・データは、データのディメンションに基づいて集計できます。次のものが含まれます。

	
SQL文のSQL識別子


	
オブジェクト番号、ファイル番号およびブロック番号


	
待機イベント識別子およびパラメータ


	
セッション識別子およびセッション・シリアル番号


	
モジュールおよびアクション名


	
セッションのクライアント識別子


	
サービス・ハッシュ識別子




ASHレポートを実行して、特定の期間にのみ発生するデータベースの一時的なパフォーマンスの問題を分析できます。この手法は次のいずれかを試す場合に特に有効です。

	
特定のジョブまたはセッションが応答しないがインスタンスの他の部分は通常どおりに動作している場合など、発生期間が短い一時的なパフォーマンスの問題を解決する


	
時間、セッション、モジュール、アクション、SQL識別子など、様々なディメンションおよびその組合せで指定範囲または特定のターゲットのパフォーマンス分析を実行する







	
参照:

	
「アクティブ・セッション履歴の統計」

















アクティブ・セッション履歴レポートの実行

この項では、Oracle Enterprise Manager(Enterprise Manager)を使用してASHレポートを生成する方法について説明します。

ASHレポートの実行手順: 

	
「パフォーマンス」ページの「平均アクティブ・セッション」で、「ASHレポートの実行」をクリックします。

「ASHレポートの実行」ページが表示されます。


	
一時的なパフォーマンスの問題が発生した場合の期間の開始および終了の日時を入力します。

この例では、午後2時30分から午後2時35分までの間にデータベース・アクティビティが増えているため、この期間のASHレポートを作成する必要があります。

[image: run_ash.gifの説明が続きます。]

run_ash.gifの説明



	
「レポートを生成」をクリックします。

レポートの生成中に「処理中: レポートの表示」ページが表示されます。

レポートが生成されると、ASHレポートが「ASHレポートの実行」ページの「レポート結果」の下に表示されます。

[image: ash_report.gifの説明が続きます。]

ash_report.gifの説明



	
オプションで、「ファイルに保存」をクリックして、今後の分析のためにHTML形式でレポートを保存します。









アクティブ・セッション履歴レポート

ASHレポートを使用して一時的なパフォーマンスの問題の原因を識別できます。このレポートは、タイトルの付いた複数のセクションに分割されています。調査を開始する際に役立つASHレポートのセクションは、次のとおりです。

	
上位イベント


	
ロード・プロファイル


	
上位SQL


	
上位セッション


	
上位DBオブジェクト


	
上位DBファイル


	
一定時間のアクティビティ







	
参照:

	
ASHレポートの詳細は、『Oracle Databaseパフォーマンス・チューニング・ガイド』を参照してください。














上位イベント

レポートの「上位イベント」セクションにはユーザー、バックグラウンドおよび優先順位によって分類され、サンプリングされたセッション・アクティビティの上位の待機イベントが表示されます。この情報を使用して、一時的なパフォーマンスの問題の原因になっている可能性がある待機イベントを識別します。

「上位イベント」セクションには次のサブセクションが含まれます。

	
上位ユーザー・イベント


	
上位バックグラウンド・イベント






上位ユーザー・イベント

レポートの「上位ユーザー・イベント」サブセクションは、サンプリングされたセッション・アクティビティの最も高い割合を占める、クライアント・プロセスから上位の待機イベントをリストします。

図7-1は、ほとんどのデータベース・アクティビティがCPU + Wait for CPUイベントによって消費されていることを示しています。Wait for CPUは、オペレーティング・システムの実行キューでのプロセスによる経過時間です。%Event列には、このイベントで消費されるDB時間の割合が表示されます。この例では、30%を超えるDB時間が、CPUでまたは待機のために消費されています。「ロード・プロファイル」セクションを確認して、このCPU消費が発生しているアクティビティのタイプを判別する必要があります。


図7-1 上位ユーザー・イベント

[image: 図7-1の説明が続きます。]

「図7-1 上位ユーザー・イベント」の説明









上位バックグラウンド・イベント

「上位バックグラウンド・イベント」サブセクションは、サンプリングされたセッション・アクティビティの最も高い割合を占めるバックグラウンド・イベントから上位の待機イベントをリストします。

図7-2の例は、サンプリングされたセッション・アクティビティの22.81%がCPU + Wait for CPUイベントによって消費されていることを示しています。


図7-2 上位バックグラウンド・イベント

[image: 図7-2の説明が続きます。]

「図7-2 上位バックグラウンド・イベント」の説明











ロード・プロファイル

レポートの「ロード・プロファイル」セクションでは、サンプリングされたセッション・アクティビティで分析された負荷を説明します。このセクションの情報を使用して、一時的なパフォーマンスの問題の原因となるサービス、クライアントまたはSQLコマンド・タイプを識別します。

「上位サービス/モジュール」セクションには、サンプリングされたセッション・アクティビティの最も高い割合を占めるサービスおよびモジュールがリストされます。サービスは、共通の機能、品質要求、優先順位を共有する、関連するデータベース・タスクのグループです。サービスは、複数のアプリケーションを監視する場合に役立ちます。SYS$USERSおよびSYS$BACKGROUNDサービスは常に定義されています。

図7-3は、半数を超えるデータベース・アクティビティが、SQL*Plusモジュールを実行するSYS$USERSサービスによって消費されていることを示しています。この例では、図7-1に示されたパフォーマンスの問題の原因となっている高負荷のSQLをユーザーが実行していることがわかります。レポートの「上位SQL」セクションで分析して、特定のタイプのSQL文に負荷がかかっているかどうかを判別する必要があります。


図7-3 上位サービス/モジュール

[image: 図7-3の説明が続きます。]

「図7-3 上位サービス/モジュール」の説明








	
参照:

	
「上位サービスの監視」


	
「上位モジュールの監視」

















上位SQL

レポートの「上位SQL」セクションでは、サンプリングされたセッション・アクティビティの上位SQL文を説明します。この情報を使用して、一時的なパフォーマンスの問題の原因になっている可能性がある高負荷SQL文を識別します。「上位イベントのある上位SQL」サブセクションには、サンプリングされたセッション・アクティビティの最も高い割合を占めるSQL文がリストされます。「実行のサンプリング数」列に、特定のSQL文ごとに実行のサンプリング数が表示されます。SQL文のテキストを表示するには、「SQL ID」リンクをクリックします。

図7-4は、半分を超えるDB時間が、3つのDML文によって消費されていることを示しています。これらの文は、図7-3に示されたSQL*Plusモジュールで実行されています。「上位セッション」セクションを分析して、これらの文を実行するセッションを識別する必要があります。


図7-4 上位イベントのある上位SQL

[image: 図7-4の説明が続きます。]

「図7-4 上位イベントのある上位SQL」の説明








	
参照:

	
「上位SQLの監視」

















上位セッション

「上位セッション」セクションには、サンプリングされたセッション・アクティビティの最も高い割合を占める待機イベントを待機していたセッションが表示されます。この情報を使用して、パフォーマンスの問題の原因になっている可能性があるセッションを識別します。

「アクティブなサンプル数」列は、特定のイベントに対してセッションが待機しているASHサンプルの数を示します。この割合は、実時間に基づいて計算されます。

図7-5で、「アクティブなサンプル数」列は、ASHがデータベース・アクティビティをサンプリングした300回のうち、HRセッション(SID 123)によって、順次読取りが243回、フラッシュバック操作が36回実行されたことを示しています。したがって、HRは少なくとも93%の時間、アクティブであったことになります。SHセッションを含む他のセッションもアクティブであったため、このセッションは全アクティビティの27%(93%より大幅に少ないアクティビティ)を消費しました。

図7-4では、HRおよびSHセッションが高負荷SQL文を実行していることがわかります。このセッションを調査し、適切な操作が実行されているかどうか、また可能であればSQL文がチューニングされているかどうかを判別する必要があります。SQL文のチューニングができず、システムで許容できないパフォーマンスの問題が発生した場合は、セッションの終了を検討します。


図7-5 上位セッション

[image: 図7-5の説明が続きます。]

「図7-5 上位セッション」の説明








	
参照:

	
「上位セッションの監視」


	
第10章「SQL文のチューニング」

















上位DBオブジェクト

「上位DBオブジェクト」サブセクションには、サンプリングされたセッション・アクティビティの最も高い割合を占めるデータベース・オブジェクト(表や索引など)がリストされます。

図7-6の例は、hr.departmentsおよびhr.employees表がアクティビティの高い割合を占めていることを示しています。エンキュー待機は、ロックに対する待機です。この例では、TM(表)ロックに対する待機です。これらの待機は索引付けされていない外部キー制約を示す場合があります。バッファ・ビジー待機イベント・レコードは、バッファが利用可能になるまで待機します。これらの待機は、バッファ・キャッシュ内の同じバッファに対して、複数のプロセスが同時にアクセスを試みていることを示しています。


図7-6 上位DBオブジェクト

[image: 図7-6の説明が続きます。]

「図7-6 上位DBオブジェクト」の説明









上位DBファイル

「上位DBファイル」サブセクションには、サンプリングされたセッション・アクティビティの最も高い割合を占めるデータベース・ファイルがリストされます。ここでは、クラスタ・イベントとI/Oイベントのみが対象になります。「%イベント」列では、イベント単位でアクティビティが分類されるため、表内に複数の行がある場合は、サンプリングされたアクティビティが複数のイベントに分割されます。

図7-7は、約11%のDB時間がUNDOTBS表領域の待機に関連していることを示しています。この情報は、複数のセッションによる多数のDMLアクティビティがあることを示す図7-4と一致しています。


図7-7 上位DBファイル

[image: 図7-7の説明が続きます。]

「図7-7 上位DBファイル」の説明









一定時間のアクティビティ

ASHレポートの「一定時間のアクティビティ」セクションでは、分析期間中のアクティビティおよびワークロード・プロファイルの徹底した詳細が参照できるため、長い期間に特に役立ちます。「一定時間のアクティビティ」セクションはタイム・スロットに分割されています。期間が短いかデータがわずかである場合を除き、ASHのレポート期間は10のタイム・スロットに分割されます。

図7-8は、午後2時10分から午後2時40分までの期間のアクティビティ・レポートを示しています。このレポートは、サンプリングされたセッションの数が5番目の内部スロット(午後2時24分)で急激に増加し、高いまま保持されたことを示しています。この期間に、CPUアクティビティとロックのエンキュー待機が大幅に増大しています。


図7-8 一定時間のアクティビティ

[image: 図7-8の説明が続きます。]

「図7-8 一定時間のアクティビティ」の説明





表7-1に示すように、各タイム・スロットにはセッションと待機イベント・アクティビティが含まれています。


表7-1 一定時間のアクティビティ

	列	説明
	
スロット時間(継続時間)

	
スロットの期間


	
スロット数

	
スロット内のサンプリングされたセッションの数


	
イベント

	
スロット内の上位3つの待機イベント


	
イベント数

	
待機イベントを待機中のASHサンプルの数


	
%イベント

	
分析期間全体での待機イベントを待機していたASHサンプルの割合








すべての内部スロットは、比較しやすいようにそれぞれ同じ分数になっています。最初と最後のスロットである外部スロットは、固定スロット時間を持たないため、サイズが異なります。

図7-8では、最初の外部スロットの継続時間は1.2分で、最後の外部スロットの継続時間は1.8分になっています。各内部スロットの継続時間は3.0分です。

内部スロットを比較する場合は、スパイクを識別して偏りの分析を実行します。「スロット数」列のスパイクは、アクティブ・セッションの増加と、データベース・ワークロードの相対的な増加を示します。「イベント数」列のスパイクは、イベントを待機するサンプリングされたセッション数の増加を示します。通常、アクティブ・セッションのサンプルの数および待機イベントに関連付けられたセッションの数が増えた場合、スロットは一時的なパフォーマンスの問題の原因となる可能性があります。








緊急時のシステム障害の診断

次の手順は、発生した時点の重大なパフォーマンスの問題を診断する際に役立ちます。これにより、システムの再起動以外の問題の解決処置を見つけやすくなります。

	
パフォーマンス・ホームページから「パフォーマンス」メニューを選択し、緊急監視を選択します。

緊急パフォーマンス・ページが表示され、収集されたASHデータが表示されます。また、このページの「ハング分析」表には、ブロックしている上位セッションが示されています。

このページに表示された情報が問題解決に役立たない場合は、次のステップに進みます。


	
「パフォーマンス」メニューを選択し、リアルタイムADDMを選択します。


	
リアルタイムADDMページから「開始」をクリックします。

すべてのターゲット・データベース・インスタンスからパフォーマンス・データが収集され、問題の診断および解決のためにデータが分析され、分析の結果が表示されます。


	
分析によって検出されたすべての結果に関する明確なインタラクティブ・サマリーが表示される「結果」タブをクリックして、実行可能な推奨事項を表示します。


	
オプション: 「保存」をクリックし、オフライン参照用のHTMLファイルとして現在のページ・ビューを保存します。「保存」をクリックすると、ポップアップ・ウィンドウが表示され、レポートの保存場所を指定できます。このアクションにより、分析の一部として現在収集されているすべてのデータを網羅するEnterprise Managerアクティブ・レポートが作成されます。後でこれを使用して、たとえば、より綿密な事後分析を実行できます。Enterprise Managerまたはデータベース接続を使用しないでレポートを表示できます。

「メール」をクリックして、添付ファイルとしてレポートを送信する電子メール・アドレスも指定できます。





例

	
現在データベースに重大なパフォーマンスの問題が発生しているので、緊急パフォーマンス・ページのリンクをクリックします。


	
ASHやハング分析でも根本原因が示されずクイック・ソリューションも提示されないため、「緊急ADDM」をクリックします。


	
緊急ADDMによって生成されたアクティブ・レポートが表示され、おそらくはリークが原因で、セッションS1による過度のPGA消費のためにページングが行われていることが示されます。レポートでは、S1を即時終了することが推奨されます。


	
セッションS1を終了してから、緊急パフォーマンス・ページに戻り、通常のシステム動作がリストアされたかどうかを確認します。


	
ページ上のアクティビティ・グラフからシステムの状態が良好に進展していることがわかります。


	
通常のパフォーマンス・ホームページに戻り、データベースのパフォーマンスが向上したことを確認します。












8 時間の経過によるパフォーマンス低下の解決

6か月前など、過去にデータベースが最適に動作した時点から、データベースのパフォーマンス低下が発生し、ユーザーが認識するまで徐々に低下していきます。自動ワークロード・リポジトリ(AWR)の期間の比較レポートによって、2つの期間のデータベース・パフォーマンスを比較できます。

AWRレポートでは2つのスナップショット(または2つの時点)のAWRデータが表示されますが、AWR期間の比較レポートでは2つの期間(または2つのAWRレポート、すなわち合計4つのスナップショット)の差異が表示されます。AWR期間の比較レポートを使用して、パフォーマンス属性の詳細または2つの期間で異なる構成の設定を識別できます。AWR期間の比較レポートで選択した2つの期間は、異なる継続時間です。レポートは各期間のデータベースで費やした時間統計を正規化し、期間ごとの差異の大きい順に統計データを表示します。

たとえば、これまでメンテナンス・ウィンドウで午後10時から真夜中の間に完了していたバッチ・ワークロードが、現在は低いパフォーマンスを示し、午前2時に完了するとします。パフォーマンスが良好な日には午後10時から真夜中に、パフォーマンスが低い日には午前10時から午前2時に、AWR期間の比較レポートを生成できます。これらのレポートの比較には、構成の設定、ワークロード・プロファイルおよびこれらの2つの期間で異なった統計を識別する必要があります。識別の差異に基づいて、パフォーマンスの低下の原因を診断できます。

この章の内容は次のとおりです。

	
ベースラインの管理


	
AWR期間の比較レポートの実行


	
AWR期間の比較レポートの使用







	
参照:

	
「自動ワークロード・リポジトリを使用したデータベース統計の収集」














ベースラインの管理

ベースラインはパフォーマンスの問題を診断する有効な方法です。AWRはスナップショットのペアまたは範囲をベースラインとして指定および保存することが可能で、ベースライン・データの取得をサポートします。ベースラインに含まれるスナップショットはAWRの自動消去プロセスから除外され、無期限に保持されます。

変動ウィンドウ・ベースラインは、AWRの保存期間内に存在するすべてのAWRデータに対応します。Oracle Databaseでは、システム定義の変動ウィンドウ・ベースラインが自動的に保持されます。ウィンドウのデフォルト・サイズは、現在のAWRの保存期間(デフォルトで8日)になります。

この項の内容は次のとおりです。

	
ベースラインの作成


	
ベースラインの削除


	
ベースラインのしきい値統計の計算


	
ベースラインのメトリックしきい値の設定






ベースラインの作成

ベースラインを作成する前に、ベースラインは最適なレベルのデータベース運用環境を表すため、ベースラインとして選択する時間間隔を慎重に考慮してください。将来は、これらのベースラインをパフォーマンスが低い期間に他のベースラインまたは取得されたスナップショットと比較することによって、その期間のパフォーマンス低下を分析できます。

次のタイプのベースラインを作成できます。

	
単一ベースラインの作成


	
繰返しベースラインの作成






単一ベースラインの作成

単一ベースラインは、単一の固定時間間隔で取得されるベースラインです。たとえば、2009年2月5日の午後5時から午後8時に取得されたベースラインは、単一ベースラインとなります。

将来のデータベース・アクティビティを取得するために、ベースラインを作成する将来の開始時間および終了時間を選択できます。開始時間も終了時間もどちらも将来に指定する場合、ベースラインと同名のベースライン・テンプレートも作成されます。ベースライン・テンプレートは、Oracle Databaseで将来におけるベースラインを自動的に生成できるようにする仕様です。

単一ベースラインの作成手順: 

	
データベースのホームページで「サーバー」をクリックします。

「サーバー」ページが表示されます。


	
「統計管理」で「AWRベースライン」をクリックします。

「AWRベースライン」ページには、既存のベースラインのリストが表示されます。

[image: awr_baselines.gifの説明が続きます。]

awr_baselines.gifの説明



	
「作成」をクリックします。

ベースラインの作成(ベースライン間隔のタイプ)のページが表示されます。


	
「単一」を選択します。

[image: baseline_interval_single.gifの説明が続きます。]

baseline_interval_single.gifの説明



	
「続行」をクリックします。

ベースラインの作成(単一ベースライン)のページが表示されます。

[image: create_baseline_single.gifの説明が続きます。]

create_baseline_single.gifの説明



	
「ベースライン名」フィールドにベースラインの名前を入力します。


	
「ベースライン間隔」で、ベースラインに対してスナップショット範囲または時間範囲のどちらを使用するかを選択します。次のいずれかの操作を行います。

	
範囲を使用するには、「スナップショット範囲」を選択します。次の手順を実行します。

	
「期間の選択」で「期間開始時間」を選択してベースラインの開始時間を選択し、「アクティブ・セッション」グラフの下にある目的の開始時間と対応するスナップショット・アイコンを選択します。


	
「期間終了時間」を選択してベースラインの終了時間を選択し、「アクティブ・セッション」グラフの下にある目的の終了時間と対応するスナップショット・アイコンを選択します。


	
オプションで、「アクティブ・セッション」グラフに表示されない、以前のスナップショットを表示するには、「グラフの期間の変更」を開きます。次に、「グラフの開始日」フィールドに目的の開始日を、「グラフの終了日」フィールドに目的の終了日を入力して、「実行」をクリックします。




この例では、2009年2月5日午後3時10分から午後3時30分までのスナップショット範囲が選択されています。

[image: baseline_snapshot_range.gifの説明が続きます。]

baseline_snapshot_range.gifの説明



	
時間範囲を使用するには、「時間範囲」を選択します。次の手順を実行します。

	
「開始時間」フィールドで、ベースラインの開始時間を選択します。


	
「終了時間」フィールドで、ベースラインの終了時間を選択します。




次の例では、2009年2月6日午後3時10分から午後3時30分までの時間範囲が選択されています。

[image: create_baseline_time_range.gifの説明が続きます。]

create_baseline_time_range.gifの説明






	
「終了」をクリックします。

「AWRベースライン」ぺージに、新しく作成されたベースラインが再表示されます。









繰返しベースラインの作成

繰返しベースラインは特定期間における時間間隔を繰り返すベースラインです。たとえば、2009年の2月6日から2010年の2月6日まで、毎週月曜の午前8時から午前10時まで繰り返すベースラインは、繰返しベースラインとなります。

繰返しベースラインの作成手順: 

	
データベースのホームページで「サーバー」をクリックします。

「サーバー」ページが表示されます。


	
「統計管理」で「AWRベースライン」をクリックします。

「AWRベースライン」ページには、既存のベースラインのリストが表示されます。


	
「作成」をクリックします。

ベースラインの作成(ベースライン間隔のタイプ)のページが表示されます。


	
「繰返し」を選択して、「続行」をクリックします。

ベースラインの作成(ベースライン・テンプレートの繰返し)のページが表示されます。


	
「ベースライン名の接頭辞」フィールドにベースライン名の接頭辞を入力します。


	
「ベースライン期間」で、ベースラインがAWRのデータ収集を開始する時刻と、ベースライン収集の期間を指定します。


	
「頻度」で、次のいずれかの操作を行います。

	
毎日ベースラインを繰り返す場合、「毎日」を選択します。


	
毎週ベースラインを繰り返す場合、「毎週」を選択して、ベースラインが繰り返す日を週から選択します。





	
「ベースラインの作成間隔」の下で、次の手順を実行します。

	
「開始時間」フィールドで、データ収集を開始する必要があるとき、将来の日と時間を選択します。


	
「終了時間」フィールドで、データ収集を終了する必要があるとき、将来の日と時間を選択します。





	
「ポリシーのパージ」で取得されたベースラインの保持日数を入力します。


	
「終了」をクリックします。

ベースライン名の接頭辞と同じ名前のベースライン・テンプレートが作成されます。ベースライン・テンプレートは、Oracle Databaseで将来におけるベースラインを自動的に生成できるようにする仕様です。

この例では、2009年の2月6日から2010年の2月6日まで、毎週月曜の午前8時から午前10時まで繰り返すベースラインを作成します。取得された各ベースラインは30日後に期限切れになります。

[image: create_baseline_repeating.gifの説明が続きます。]

create_baseline_repeating.gifの説明












ベースラインの削除

記憶域を節約するには、データベースに保存されている未使用のベースラインを定期的に削除する必要があります。

ベースラインの削除手順: 

	
データベースのホームページで「サーバー」をクリックします。

「サーバー」ページが表示されます。


	
「統計管理」で「AWRベースライン」をクリックします。

「AWRベースライン」ページには、既存のベースラインのリストが表示されます。


	
ベースラインを選択して、「削除」を選択します。

「確認」ページが表示されます。


	
ベースラインに関連した基礎データを削除するか選択します。

基礎データには、ベースラインに保持した個別のスナップショットおよびベースラインで計算した統計を含みます。次のいずれかの操作を行います。

	
基礎データを削除するには、「ベースライン関連の基礎データをパージする」を選択します。


	
基礎データを保持するには、「ベースライン関連の基礎データをパージしない」を選択します。





	
「はい」をクリックします。

「AWRベースライン」ページが再表示されます。ベースラインが正常に削除されたことがメッセージで通知されます。









ベースラインのしきい値統計の計算

ベースラインのしきい値の統計を計算すると、計算した統計を「パフォーマンス」ページのグラフに表示できます。

ベースラインのしきい値の計算手順: 

	
データベースのホームページで「サーバー」をクリックします。

「サーバー」ページが表示されます。


	
「統計管理」で「AWRベースライン」をクリックします。

「AWRベースライン」ページには、既存のベースラインのリストが表示されます。


	
統計を計算するベースラインを選択します。

計算されていないベースラインを選択します。これらのベースラインは、「計算された統計」列の「いいえ」で識別されます。


	
「アクション」リストで、「スケジュール統計の計算」を選択し、「実行」をクリックします。

「しきい値統計の計算」ページが表示されます。

この例では、ベースラインBASELINE_THU_1530の統計を計算しています。

[image: compute_threshold_stats.gifの説明が続きます。]

compute_threshold_stats.gifの説明



	
「名前」フィールドに、タスク名を入力します。

または、システムで生成された名前を選択して使用できます。


	
「説明」フィールドに、タスクの説明を入力します。

または、システムで生成された説明を選択して使用できます。


	
「開始」で、次のいずれかの操作を行います。

	
タスクの送信後、「即時」を選択して、すぐにタスクを実行できます。


	
「後で」を選択して、「日付」、および「時間」フィールドで指定した時間を使用してタスクを実行します。




この計算はリソース集中型であるため、オフピーク時に実行するようにスケジュールすることができます。


	
「発行」をクリックします。

「AWRベースライン」ページが表示されます。選択したベースラインに対してスケジュールされたことがメッセージで通知されます。







	
参照:

	
計算された統計を「パフォーマンス」ページに表示する方法の詳細は、「「データベース・パフォーマンス」ページのカスタマイズ」を参照してください。


	
しきい値とその管理方法の詳細は、『Oracle Database 2日でデータベース管理者』を参照してください。

















ベースラインのメトリックしきい値の設定

「パフォーマンス・アラートのメトリックしきい値の設定」で説明されているように、メトリックは累積統計の変更率です。特定のメトリックしきい値を超えると、アラートによって通知されます。メトリックしきい値を超えた場合、システムは望ましい状態ではありません。この場合は、ベースライン・メトリックのしきい値の設定を編集できます。

次のタイプのベースラインを作成できます。

	
デフォルトの変動ベースラインのメトリックしきい値の設定


	
選択したベースラインのメトリックしきい値の設定






デフォルトの変動ベースラインのメトリックしきい値の設定

この項では、デフォルトの変動ベースラインのメトリックしきい値を設定する最も簡単な方法について説明します。共通データベースのワークロード・プロファイルに基づいた基本的なメトリックしきい値設定のグループ(OLTP、データ・ウェアハウス、および夜間のバッチ・ジョブを伴うOLTP)を選択します。ワークロード・プロファイルを選択した後、必要に応じてしきい値を拡張または変更できます。

デフォルトの変動ベースラインのメトリックしきい値を設定する手順: 

	
データベースのホームページの「関連リンク」で、「ベースライン・メトリックしきい値」をクリックします。

「ベースライン・メトリックしきい値」ページの「しきい値構成」タブが表示されます。


	
「クイック構成」をクリックします。

「クイック構成: ベースライン・メトリックしきい値」ページが表示されます。


	
「ワークロード・プロファイル」で、データベースの使用状況に応じて次のいずれかのオプションを選択します。

	
主としてOLTP(トランザクション処理のみ、24時間)


	
主としてデータ・ウェアハウス(問合せとロード集中型)


	
代替(日中はOLTP、夜間はバッチ)




この例では、「主としてOLTP(トランザクション処理のみ、24時間)」を選択します。


	
「続行」をクリックします。

「クイック構成: OLTPのしきい値設定の確認」ページが表示されます。

[image: threshold_quick.gifの説明が続きます。]

threshold_quick.gifの説明



	
メトリックしきい値の設定を確認し、「終了」をクリックします。

「しきい値構成」タブが選択されている「ベースライン・メトリックしきい値」ページに戻ります。メトリックしきい値の設定が表示されます。









選択したベースラインのメトリックしきい値の設定

この項では、ベースラインを選択し、そのしきい値を編集する方法について説明します。しきい値のタイプ(たとえば、しきい値の基準を重大レベルにするか、最大値の割合にするか、または固定値にするか)を構成できます。データベースでクリティカルなアラートまたは警告が生成されるタイミングを決定する、しきい値のレベルを構成することもできます。

デフォルトの変動ベースラインまたは「AWRベースライン」ページで作成したベースラインのしきい値を編集できます。「AWRベースライン」ページから統計の計算をスケジューリングし、統計が静的ベースラインにおける計算を終了した後に、「しきい値の編集」ページでベースラインを選択できます。

選択した変動ベースラインのメトリックしきい値を設定する手順: 

	
データベースのホームページの「関連リンク」で、「ベースライン・メトリックしきい値」をクリックします。

「ベースライン・メトリックしきい値」ページの「しきい値構成」タブが表示されます。


	
「表示」リストで、「基本メトリック」を選択します。

「ベースライン・メトリックしきい値」ページが表示されます。


	
「カテゴリ/名前」列で、しきい値を選択または変更するメトリックのリンクをクリックします。

たとえば、「トランザクション数/秒」をクリックします。

「しきい値の編集: トランザクション数/秒」が表示されます。

[image: edit_thresholds.gifの説明が続きます。]

edit_thresholds.gifの説明



このページのグラフでは、24時間のメトリック・アクティビティの簡単な表示および詳細な表示が示されます。一番上の簡単なグラフで、24時間に対して示されるメトリック値を表示する日をクリックします。


	
「AWRベースライン」の「名前」リストで、デフォルトのSYSTEM_MOVING_WINDOWまたは「AWRベースライン」ページで作成したベースラインの名前のいずれかを選択します。

「AWRベースライン」ページから統計の計算をスケジューリングし、統計が静的ベースラインにおける計算を終了した後、「AWRベースライン」リストにベースラインが表示されます。

この例では、BASELINE_THU_1530が選択されています。

ページがリフレッシュされ、選択したベースラインのグラフが表示されます。


	
「しきい値の設定」セクションで次の手順を実行して設定を変更します。

	
「しきい値のタイプ」で、「重大レベル」が選択されたままにします。


	
「クリティカル」で、「極度」を選択します。


	
「警告」で、「非常に高」を選択します。


	
「発生」で、現在の値を残します。





	
「しきい値の適用」をクリックします。

「ベースライン・メトリックしきい値」ページに戻ります。このページには、変更されたメトリックしきい値の設定が表示されます。













AWR期間の比較レポートの実行

この項では、Enterprise Managerを使用してAWR期間の比較レポートを実行する方法について説明します。

次の方法を使用して、AWR期間比較レポートを使用して、2つの期間でのデータベースのパフォーマンスを比較できます。

	
ベースラインと他のベースラインの比較またはスナップショットのペアの比較


	
スナップショットの2つのペアの比較






ベースラインと他のベースラインの比較またはスナップショットのペアの比較

時間の経過とともにデータベースのパフォーマンスが低下した場合、AWR期間の比較レポートを実行して、新しいベースラインまたはスナップショットのペアとして取得された、低下したパフォーマンスと既存のベースラインを比較する必要があります。この場合、最適なレベルで動作するシステムを表すベースラインが必要です。既存のベースラインが使用できない場合、「スナップショットの2つのペアの比較」の説明に従って、スナップショットの任意のペアを2つ使用し、2つの期間のデータベースのパフォーマンスを比較できます。

ベースラインを別のベースラインと比較する手順: 

	
データベースのホームページで「サーバー」をクリックします。

「サーバー」サブページが表示されます。


	
「統計管理」の下で、「自動ワークロード・リポジトリ」をクリックします。

「自動ワークロード・リポジトリ」ページが表示されます。

[image: awr1.gifの説明が続きます。]

awr1.gifの説明



	
「スナップショットとベースラインの管理」で、「ベースライン」の横にあるリンクをクリックします。

「AWRベースライン」ページが表示されます。


	
次の手順を実行します。

	
ベースラインを選択して、レポートに使用します。

少なくとも1つのベースラインを使用する必要があります。


	
「アクション」リストで「期間の比較」を選択し、「実行」をクリックします。




「期間の比較: 第2期間開始」ページが表示されます。「第1期間」に選択したベースラインが表示されます。

この例では、ベースラインBASELINE_THU_1530が選択されています。

[image: baseline_first_period.gifの説明が続きます。]

baseline_first_period.gifの説明



	
最初の期間で選択されたベースラインを他のベースラインまたはスナップショットのペアと比較します。次のいずれかの操作を行います。

	
他のベースラインと比較するには、「ベースラインの選択」を選択して2番目の期間で使用するベースラインを選択し、「次へ」をクリックします。

「期間の比較: 確認」ページが表示されます。手順7に進みます。


	
スナップショットのペアを比較するには、「最初のスナップショットの選択」を選択して2番目の期間で使用する最初のスナップショットを選択し、「次へ」をクリックします。

この例では、2009年2月5日午後5:00時点のスナップショット18が選択されています。

[image: awr_snapshot2_begin2.gifの説明が続きます。]

awr_snapshot2_begin2.gifの説明



「期間の比較: 第2期間終了」が表示されます。次の手順に進みます。





	
レポートに含めるスナップショット期間の最後のスナップショットを選択し、「次へ」をクリックします。

この例では、2009年2月5日午後6:00時点のスナップショット24が選択されています。

[image: awr_snapshot2_end2.gifの説明が続きます。]

awr_snapshot2_end2.gifの説明



「期間の比較: 確認」ページが表示されます。

[image: awr2_review.gifの説明が続きます。]

awr2_review.gifの説明



	
レポートに含まれる期間を確認して、「終了」をクリックします。

「期間の比較: 結果」ページが表示されます。

選択した期間からのデータが「一般」サブページに表示されます。「データの表示」リストからオプションを選択して、1秒または1トランザクションごとにデータを表示できます。




	
注意:

期間が異なる場合は、異なる期間を比較できるように、データをデータベース時間で正規化してから差異が計算されます。







この例は、ほとんどすべてのメトリックにおいて、第1期間で多くのリソースが消費されていることを示しています。棒グラフは、2つの期間にわたる値の比率を示しています。棒グラフがない場合は値が同一であることを示しています。この例のレポートでは、最初の期間の1秒当たりのデータベース・ブロックの変更と解析時間が、2番目の期間よりも大幅に多くなっています。

[image: awr2_results_general.gifの説明が続きます。]

awr2_results_general.gifの説明



	
「レポート」をクリックして、レポートを表示します。

レポートの生成中に「処理中: レポートの表示」ページが表示されます。これが完了するとレポートが表示されます。期間を変更するには「期間の変更」をクリックします。レポートをHTMLファイルで保存するには、「ファイルに保存」をクリックします。


	
オプションで、次の操作を行います。

	
期間を変更するには「期間の変更」をクリックします。


	
レポートをHTMLファイルで保存するには、「ファイルに保存」をクリックします。










	
参照:

	
「ベースラインの作成」


	
「AWR期間の比較レポートの使用」
















現在のシステム・パフォーマンスのベースライン期間との比較

本番システムのパフォーマンスの変動があったためその理由を調べる、あるいは本番システムに変更を加え、それによる並行性の待機の増加などの影響を調べる必要があるとします。

期間比較ADDMでは2つの期間のデータベース・サーバーのパフォーマンスを比較し、パフォーマンスの変化およびその根本的な原因を示すレポートを返します。このアドバイザでは、Cloud Controlによって監視されているバージョン10.2.0.4以上のOracle RDBMSを分析できます。次の手順では、期間比較ADDMからレポートを開始する方法について説明します。

	
「パフォーマンス」メニューから「AWR」を選択し、次に期間比較ADDMを選択します。


	
期間比較レポート・ページで、必要な比較および基本期間を指定します。

	
比較期間 — 一般的に適切に機能していない期間を表します。ただし、アドバイザを使用してパフォーマンスが以前と比べて向上した理由を調べることもできます。


	
基本期間 — データベースが適切に機能している既知(ベースラインまたは参照)の期間を示します。パフォーマンスが許容範囲であり、ワークロードが類似するか可能な限り同じ基本期間を選択してください。





	
「実行」をクリックしてデータベース期間比較レポートを表示します。


	
レポートの各セクションを調べ、2つの期間の間のパフォーマンス変化とその変化の原因を把握します。

	
概要

レポートのこの部分に、両方の期間に共通するSQL文の平均的なリソース消費に基づいて基本期間および比較期間を比較できるSQLの共通性が表示されます。

100%の共通性とは、両方の期間でのワークロードの署名が同一であることを示します。リプレイ中のワークロードが同じ(リプレイ・フィルタを使用していないと想定)であるので、このような場合に100%の共通性が期待されます。0%の値は、特定のワークロード・ディメンションについて2つの期間に共通するものがないことを示します。

共通性は入力タイプ(つまり実行されているSQL)と、実行中のSQL文の負荷に基づいています。つまり、ある期間でのみ実行されるが、時間がかからないSQL文は共通性に影響を与えません。そのため、一部のSQL文が2つの期間のいずれかでのみ実行されている場合でも、それらのSQL文が多くのリソースを消費していない条件で2つのワークロードの100%の共通性を確保できます。


	
構成

表示される情報には、インスタンス、ホストおよびデータベース別に分類された各種パラメータのベース期間と比較期間の値が含まれます。


	
結果

結果にパフォーマンスの向上が示され、システム変更による主なパフォーマンスの差異を識別できる可能性があります。原因を把握してこれを解決すると、マイナスの結果が解消されます。

基本期間および比較期間に表示される値は、データベース時間に関するパフォーマンスを表します。

「影響の変更」の値は、ある期間から別の期間のパフォーマンスの変化の規模の測定値を表します。これは、それぞれの期間で消費したデータベースの合計時間によって測定した問題またはアイテムに適用できます。絶対値は降順でソートされます。

値がプラスの場合は増加、マイナスの場合は減少を示します。たとえば、影響の変化が200%の場合は、期間2が期間1より3倍低速であることを意味します。

ADDMおよびSQLチューニング・アドバイザなどのパフォーマンス・チューニング・ツールを実行して、比較期間の問題を修正し、全体的なシステム・パフォーマンスを向上させることができます。


	
リソース

ここに表示される情報は、両方の期間のデータベース時間分割のサマリーと、CPU、メモリー、I/Oおよび相互接続のリソース使用率を示します(Oracle RACのみ)。





	
監視に基づいて、パフォーマンスの低下を解消する方法を決定し、アクション・プランを実行します。









スナップショットの2つのペアの比較

既存のベースラインが使用不可になった場合、任意の2つのスナップショットのペアを使用してデータベースのパフォーマンスを比較できます。この組合せの1つはデータベースが正常に実行しているときに作成されたもので、もう1つはデータベースのパフォーマンスが悪いときに作成されたものです。少なくとも4つの既存のスナップショットが使用可能である必要があります。

2通りのスナップショットのペアを使用してパフォーマンスを比較する手順: 

	
データベースのホームページで「サーバー」をクリックします。

「サーバー」ページが表示されます。


	
「統計管理」の下で、「自動ワークロード・リポジトリ」をクリックします。

「自動ワークロード・リポジトリ」ページが表示されます。

[image: awr1.gifの説明が続きます。]

awr1.gifの説明



	
「スナップショットとベースラインの管理」で、「スナップショット」の横にあるリンクをクリックします。

「スナップショット」ページが表示されます。


	
「移動時間」リストで、スナップショットの開始時間を選択して、「実行」をクリックします。

この操作によって、スナップショットがフィルタリングされ、比較期間の開始時に取得されたスナップショットのみが表示されます。この例の時間は、2月5日の午後2時です。

[image: awr_gototime_1.gifの説明が続きます。]

awr_gototime_1.gifの説明



	
「最初のスナップショットの選択」で、レポートに含める最初のスナップショット期間の開始点を選択します。

この例では、スナップショット1が選択されています。

[image: awr_snapshot1_begin.gifの説明が続きます。]

awr_snapshot1_begin.gifの説明



	
「アクション」リストで「期間の比較」を選択し、「実行」をクリックします。

「期間の比較: 第1期間終了」ページが表示されます。


	
レポートに含める最初のスナップショット期間のエンド・ポイントを選択し、「次へ」をクリックします。

この例では、2月5日午後3:20:10時点のスナップショット8が選択されています。

[image: awr_snapshot1_end.gifの説明が続きます。]

awr_snapshot1_end.gifの説明



「期間の比較: 第2期間開始」ページが表示されます。


	
レポートに含めるセカンド・スナップショット期間の開始点を選択し、「次へ」をクリックします。このスナップショットは、4つのうちの3番目のスナップショットです。

この例では、2月5日午後5:20時点のスナップショット20が選択されています。

「期間の比較: 第2期間終了」ページが表示されます。


	
レポートに含める2番目の期間のエンド・ポイントを選択し、「次へ」をクリックします。

この例では、2月5日午後6:20時点のスナップショット26が選択されています。

「期間の比較: 確認」ページが表示されます。

[image: awr_review.gifの説明が続きます。]

awr_review.gifの説明



	
レポートに含まれる選択した期間を確認して、「終了」をクリックします。

「期間の比較: 結果」ページが表示されます。

選択した期間からのデータが「一般」サブページに表示されます。「データの表示」リストからオプションを選択して、1秒または1トランザクションごとにデータを表示できます。

次の例では、最初の期間のデータベース・アクティビティが、2番目の期間よりも(特に解析時と物理読取りで)多くなっています。

[image: awr_results_general.gifの説明が続きます。]

awr_results_general.gifの説明



	
レポートを表示するには「レポート」タブをクリックします。

レポートの生成中に「処理中: レポートの表示」ページが表示されます。これが完了するとレポートが表示されます。


	
オプションで、次の操作を行います。

	
期間を変更するには「期間の変更」をクリックします。


	
レポートをHTMLファイルで保存するには、「ファイルに保存」をクリックします。














AWR期間の比較レポートの使用

AWR期間の比較レポートが比較する期間で生成された後、このレポートを使用して、パフォーマンスの低下を分析できます。レポートの作成方法の詳細は、「AWR期間の比較レポートの実行」を参照してください。

図8-1はAWR期間の比較レポートの一部を示しています。


図8-1 AWR期間の比較レポート

[image: 図8-1の説明が続きます。]

「図8-1 AWR期間の比較レポート」の説明





AWR期間の比較レポートは、次のセクションに分かれています。

	
AWR期間の比較レポートのサマリー


	
AWR期間の比較レポートの詳細


	
AWR期間の比較レポートの補足情報






AWR期間の比較レポートのサマリー

レポート・サマリーはAWR期間の比較レポートの一部で、スナップショット・セットおよびレポートで使用される負荷に関する情報を示します。レポート・サマリーは次のセクションで構成されています。

	
スナップショット・セット


	
ロード・プロファイル


	
上位タイム・イベント


	
ホスト構成の比較


	
システム構成の比較






スナップショット・セット

スナップショット・セットに関するセクションに、インスタンス、ホストおよびスナップショットの詳細などのこのレポートに使用されたスナップショット・セットに関連する情報が表示されます。

図8-1の例では、最初のスナップショット期間は、パフォーマンスが安定していた2月5日の午後5:00から午後6:00に対応しています。2つ目のスナップショット期間は、パフォーマンス低下が発生した、同じ日の午後6:00から午後7:00に対応しています。






ロード・プロファイル

「ロード・プロファイル」セクションでは、2つのスナップショット・セットで使用された負荷が比較されます。負荷の差異は、「%Diff」列に割合として数値化されます。

[image: awr_load_profile.gifの説明が続きます。]

awr_load_profile.gifの説明



この例では、2番目の期間の1秒当たりのデータベース時間が36%高くなっています。1秒当たりのCPU時間は100%高くなっています。






上位タイム・イベント

「上位5位の時間消費イベント」セクションは、レポート内で特に有益なセクションです。このセクションには、各スナップショット・セットで総DB時間を最も高い割合で消費する5つのイベントまたは操作が表示されます。

[image: awr_top5_timed_events.gifの説明が続きます。]

awr_top5_timed_events.gifの説明



この例では、2番目の期間でのCPU時間が、最初の期間の約2倍になっています。2番目の期間のTMロックの待機の回数も、最初の期間の約8倍になっています。






ホスト構成の比較

「ホスト構成の比較」セクションでは2つのスナップショット・セットで使用したホスト構成を比較します。たとえば、前述のレポートでは物理メモリーとCPUの数を比較します。構成の差異は、「%Diff」列に割合として数値化されます。






システム構成の比較

「システム構成の比較」セクションでは、2つのスナップショット・セットで使用したデータベース構成を比較します。たとえば、前述のレポートでは、SGAとログ・バッファのサイズを比較します。構成の差異は、「%Diff」列に割合として数値化されます。








AWR期間の比較レポートの詳細

「詳細」セクションはAWR期間の比較レポートのサマリーに続いて表示され、レポートで使用したスナップショット・セットおよび負荷の統計が表示されます。たとえば、このセクションには、データベース時間、待機イベント、SQL実行時間およびインスタンス・アクティビティが含まれます。






AWR期間の比較レポートの補足情報

補足情報は、AWR期間の比較レポートの最後にあり、初期化パラメータおよびSQL文に関する追加情報を提供します。「init.oraパラメータ」セクションには、最初のスナップショット・セットのすべての初期化パラメータ値がリストされています。「SQLテキストの完全なリスト」セクションには、SQL IDごとに各文がリストされ、SQL文のテキストが表示されます。











第IV部


SQLチューニング

第IV部では、SQL文を効率的にチューニングする方法について説明します。内容は次のとおりです。

	
第9章「高負荷のSQL文の識別」


	
第10章「SQL文のチューニング」


	
第11章「データ・アクセス・パスの最適化」










9 高負荷のSQL文の識別

高負荷SQL文は不均衡な量のシステム・リソースを消費します。これらのSQL文はデータベースのパフォーマンスに多大な影響を与える頻度が高く、パフォーマンスおよびリソース使用量を最適化するためにチューニングする必要があります。データベースが正常にチューニングされた場合でも、非効率的なSQLがパフォーマンスを著しく低下させることがあります。

高負荷SQL文の識別は重要なSQLチューニング・アクティビティで、定期的に実行する必要があります。自動データベース診断モニター(ADDM)により、事前に潜在的な高負荷SQL文を識別することで、このタスクが自動化されます。また、Oracle Enterprise Manager(Enterprise Manager)を使用してさらに調査が必要な高負荷SQL文を識別できます。高負荷SQL文を識別した後、SQLチューニング・アドバイザおよびSQLアクセス・アドバイザを使用してこれらをチューニングできます。

この章では高負荷SQL文の識別方法を説明しています。次の項で構成されています。

	
ADDMの検出結果に基づく高負荷SQL文の識別


	
上位SQLに基づく高負荷SQL文の識別






ADDMの検出結果に基づく高負荷SQL文の識別

デフォルトで、ADDMが1時間に1回事前に実行されます。これにより自動ワークロード・リポジトリ(AWR)によって最近1時間に収集された主要統計が分析され、高負荷SQL文を含むあらゆるパフォーマンスの問題を識別します。パフォーマンスの問題が見つかった場合は、それらの問題がADDMの結果として自動データベース診断モニター(ADDM)ページに表示されます

ADDMにより、各ADDM結果と推奨事項が提供されます。高負荷SQL文が識別されると、SQL文でのSQLチューニング・アドバイザの実行などの推奨事項がADDMにより提供されます。第10章「SQL文のチューニング」の説明に従って、SQL文のチューニングを開始できます。




	
参照:

	
「自動データベース診断モニターの概要」


	
「自動データベース診断モニターの結果の説明」


	
「自動データベース診断モニターの推奨事項の実装」

















上位SQLに基づく高負荷SQL文の識別

ADDMはシステム規模のパフォーマンス低下を引き起こす可能性のある高負荷SQL文を自動的に識別します。通常の状況では、高負荷SQL文の手動による識別は不要です。ただし、場合によってはより大まかなレベルでSQL文を監視することがあります。Enterprise Managerの「トップ・アクティビティ」ページの「上位SQL」セクションにより高負荷SQL文を5分間隔で識別できます。

図9-1に、「トップ・アクティビティ」ページの例を示します。


図9-1 「トップ・アクティビティ」ページ

[image: 図9-1の説明が続きます。]

「図9-1 「トップ・アクティビティ」ページ」の説明





「トップ・アクティビティ」ページへのアクセス手順: 

	
データベースのホームページで、「パフォーマンス」をクリックします。

「パフォーマンス」ページが表示されます。


	
「その他の監視リンク」で、「トップ・アクティビティ」をクリックします。

「トップ・アクティビティ」ページが表示されます。

このページには、データベースで実行される上位アクティビティの1時間の時間軸が表示されます。データベース・アクティビティの高い割合を使用するSQL文は、「上位SQL」セクションの下にリストされ、5分間隔で表示されます。


	
5分間隔を移動するには、影付きボックスを目的の時間にドラッグします。

「上位SQL」セクションに含まれる情報は自動的に更新され、選択した時間間隔を反映します。このページを使用して、パフォーマンスの問題を引き起こす可能性のある高負荷SQL文を識別します。


	
1時間より長い期間でSQL文を監視するには、「データの表示」リストから「履歴」を選択します。

「履歴」ビューで、AWRの保存期間で定義された期間での上位SQL文を表示できます。




この項の内容は次のとおりです。

	
SQL文の待機クラスごとの表示


	
SQL文の詳細の表示






SQL文の待機クラスごとの表示

「トップ・アクティビティ」ページの「上位SQL」セクションに表示されるSQL文は、「トップ・アクティビティ」グラフの凡例に従って対応するクラスに基づいて様々な待機クラスに分類されます。

特定の待機クラスのSQL文を表示するには、待機クラスのグラフにあるカラー・ブロックをクリックするか、または凡例にある対応する待機クラスをクリックします。選択した待機クラスの「実行中のアクティブ・セッション: 使用中のCPU」ページが表示され、「上位SQL」セクションが自動的に更新されてその待機クラスのSQL文のみが表示されます。

図9-2の例は、「使用中のCPU」待機クラスの「実行中のアクティブ・セッション: 使用中のCPU」ページを示しています。多くのCPU時間を消費したSQL文のみが「実行中の上位SQL」セクションに表示されます。


図9-2 SQL文の待機クラスごとの表示

[image: 図9-2の説明が続きます。]

「図9-2 SQL文の待機クラスごとの表示」の説明








	
参照:

	
「実行中のアクティブ・セッション: 使用中のCPU」ページの使用方法については、「ユーザー・アクティビティの監視」を参照してください。

















SQL文の詳細の表示

「トップ・アクティビティ」ページの「上位SQL」セクションには、選択した5分間隔内で実行されたSQL文がリソース使用量に基づいて降順で表示されます。この表の上部にあるSQL文は、この期間に最もリソースが集中したSQL文を表し、次に2番目に集中したSQL文が続きます。

図9-2「SQL文の待機クラスごとの表示」の例では、SQL IDがaxabnfyfp4r3pであるSELECT文が、データベース・アクティビティの12.14%を使用しているため、調査が必要です。

SQL文の詳細の表示手順: 

	
データベースのホームページで、「パフォーマンス」をクリックします。

「パフォーマンス」ページが表示されます。


	
「その他の監視リンク」で、「トップ・アクティビティ」をクリックします。

「トップ・アクティビティ」ページが表示されます。


	
「上位SQL」セクションで、SQL文の「SQL ID」リンクをクリックします。

選択したSQL文に対して「SQLの詳細」ページが表示されます。


	
より長い期間のSQLの詳細を表示するには、「データの表示」リストから「履歴」を選択します。

[image: sql_details_historical.gifの説明が続きます。]

sql_details_historical.gifの説明



AWRの保存期間で定義された期間に応じて過去のSQLの詳細を表示できます。


	
「テキスト」セクションで、SQL文のSQLテキストを確認します。

「テキスト」セクションには選択したSQL文に対するSQLテキストが含まれます。SQL文の一部が表示されると、プラス記号(+)のアイコンが「テキスト」ヘッダーの横に表示されることに注意してください。SQL文全体のテキストを表示するには、プラス記号(+)のアイコンをクリックします。

この例では、SQL文batd1pgpg49zfのテキストは次のようになります。


SELECT E.LAST_NAME, J.JOB_TITLE, D.DEPARTMENT_NAME
FROM   HR.EMPLOYEES E, HR.DEPARTMENTS D, HR.JOBS J
WHERE  E.DEPARTMENT_ID = D.DEPARTMENT_ID 
AND    E.JOB_ID = J.JOB_ID 
AND    E.LAST_NAME LIKE 'A%'


	
「詳細」セクションの「計画ハッシュ値」リストで、次のいずれかの操作を行います。

	
SQL文に複数の計画がある場合は、「すべて」を選択して、すべての計画のSQLの詳細を表示します。


	
特定の計画を選択して、その計画のみのSQLの詳細を表示します。





	
次の項の説明に従って、「SQLの詳細」ページの使用可能なサブページにアクセスし、SQL文に関するより多くの情報を表示します。

	
SQL統計の表示


	
セッション・アクティビティの表示


	
SQL実行計画の表示


	
計画管理の表示


	
チューニング履歴の表示





	
SQL文が高負荷SQL文である場合は、第10章「SQL文のチューニング」の説明に従って、チューニングします。






SQL統計の表示

「SQLの詳細」ページの「統計」サブページには、SQL文の統計情報が表示されます。

SQL文の統計の表示手順: 

	
「SQLの詳細」ページで、「詳細」の下で、「統計」をクリックします。

「SQLの詳細」ページが表示され、「統計」サブページが表示されます。

[image: sql_details_statistics.gifの説明が続きます。]

sql_details_statistics.gifの説明



	
次の項の説明に従って、SQL文の統計を表示します。

	
SQL統計のサマリー


	
一般的なSQL統計


	
待機ごとのアクティビティの統計および時間ごとのアクティビティの統計


	
経過時間ブレークダウンの統計


	
共有カーソル統計および実行統計


	
その他のSQL統計









SQL統計のサマリー

「サマリー」セクションにはグラフのSQL統計およびSQLアクティビティが表示されます。

「実行時間」ビューで、「アクティブ・セッション」グラフに過去1時間にSQL文を実行したアクティブ・セッションの平均数が表示されます。SQL文に複数の計画があり、「計画ハッシュ値」リストで「すべて」が選択されている場合、グラフには異なる色で各計画が表示されます。これにより、計画が変更されたかどうか、またこれがパフォーマンスの低下の原因かどうかを簡単に見分けられます。また、特定の計画を選択してその計画のみを表示することもできます。

「履歴」ビューでは、グラフに異なるディメンションで実行統計が表示されます。実行統計を表示するには、「表示」リストから該当するディメンションを選択します。

	
1実行当たりの経過時間


	
1時間当たりの実行数


	
1実行当たりのディスク読取り


	
1実行当たりのバッファ読取り




この操作により、異なるディメンションを使用したSQL文のレスポンス時間の追跡が可能になります。SQL文のパフォーマンスの低下が、選択されたディメンションに起因しているかどうかを決定できます。

特定の期間に対するSQL文の統計を表示するには、グラフの下のスナップショット・アイコンをクリックします。矢印を使用してスクロールすると、目的のスナップショットの位置に移動できます。






一般的なSQL統計

「一般」セクションでは次の情報がリストされ、SQL文の起点を識別できます。

	
モジュール(DBMS_APPLICATION_INFOパッケージの使用を指定した場合)


	
アクション(DBMS_APPLICATION_INFOパッケージの使用を指定した場合)


	
SQL文の実行に使用された解析スキーマ、またはデータベース・アカウント


	
PL/SQLソース(SQL文がPL/SQLプログラムの一部だった場合はそのコード行)









待機ごとのアクティビティの統計および時間ごとのアクティビティの統計

「待機ごとのアクティビティ」セクションおよび「時間ごとのアクティビティ」セクションでは、SQL文がアクティビティ時間の大部分をどのように使用したかを識別できます。「待機ごとのアクティビティ」セクションでは、CPUおよび残っている待機によって消費される経過時間の量がグラフィカルに表示されます。「時間ごとのアクティビティ」セクションでは、経過時間の合計がCPU時間および待機時間に毎秒分割されます。






経過時間ブレークダウンの統計

「経過時間ブレークダウン」セクションでは、SQL文自体が時間を大量に消費しているかどうか、または発信元プログラムやアプリケーションがPL/SQLまたはJavaエンジンを使用した時間のために経過時間の合計が長くなったのかどうかを識別できます。PL/SQL時間またはJava時間が経過時間の大部分を占める場合、SQLのチューニングでは大きな改善はできない可能性があります。かわりに、アプリケーションを調査して、PL/SQL時間またはJava時間を削減できるかどうかを判別する必要があります。






共有カーソル統計および実行統計

「共有カーソル統計」セクションおよび「実行統計」セクションではSQL実行プロセスの様々なステージの効率性に関連する情報を提供します。






その他のSQL統計

「その他統計」セクションでは、平均の永続メモリーおよびランタイム・メモリーなど、SQL文の詳細が表示されます。








セッション・アクティビティの表示

「アクティビティ」サブページにはセッション・アクティビティがグラフィカルに表示されています。

SQL文のセッション・アクティビティの表示手順: 

	
「SQLの詳細」ページで、「詳細」の下で、「アクティビティ」をクリックします。

「SQLの詳細」ページが表示され、「アクティビティ」サブページが表示されます。

[image: sql_details_activity.gifの説明が続きます。]

sql_details_activity.gifの説明



「アクティビティ」サブページにはSQL文を実行する各種セッションの詳細が表示されます。「アクティブ・セッション」グラフには、一定期間のアクティブ・セッション数の平均が表示されます。


	
影付きのボックスをドラッグして5分間隔を選択することもできます。

「選択した5分間隔の詳細」セクションには、選択した5分間隔の間にSQL文が実行されたセッションがリストされています。「アクティビティ%」列にある複数色の棒は、SQL文の実行中に各セッションに分割されたデータベース時間の割当てを表しています。


	
オプションで、表示するセッションの「SID」列のリンクをクリックして「セッションの詳細」ページを表示します。







	
参照:

	
セッション・アクティビティおよび詳細の監視方法については、「上位セッションの監視」を参照してください。

















SQL実行計画の表示

SQL文の実行計画は、文を実行するためにOracle Databaseで行われる操作の順序です。「プラン」サブページに、SQL文に対する実行計画がグラフ・ビューおよび表ビューで表示されます。

SQL文の実行計画の表示手順: 

	
「SQLの詳細」ページで、「詳細」の下で、「プラン」をクリックします。

「SQLの詳細」ページが表示され、「プラン」サブページが表示されます。


	
グラフ・ビューでSQL実行を表示するには、「グラフ」をクリックします。

[image: sql_details_plan_graph.gifの説明が続きます。]

sql_details_plan_graph.gifの説明



	
オプションで、グラフにある操作を選択して、実行計画に表示される操作の詳細を表示します。

「選択の詳細」セクションをリフレッシュすると、選択した操作の詳細が表示されます。


	
選択した操作が表などの特定のデータベース・オブジェクト上にある場合、「オブジェクト」リンクをクリックすると、データベース・オブジェクトのより詳細な情報を表示できます。


	
表ビューでSQL実行を表示するには、「表」をクリックします。

「プラン」サブページがリフレッシュされ、実行計画が表で表示されます。

[image: sql_details_plan_table.gifの説明が続きます。]

sql_details_plan_table.gifの説明



クエリー・リライトは、マスター表について記述されたユーザー要求を、マテリアライズド・ビューを含む同等の要求に変換する最適化手法です。データベースではリライト付きとリライトなしの問合せのコストを比較し、費用の少ない方を選択します。リライトが必要な場合、クエリー・リライトおよびそのコスト・ベネフィットが「リライトの説明」セクションに表示されます。







	
参照:

	
実行計画および問合せオプティマイザについては、第10章「SQL文のチューニング」を参照してください。

















計画管理の表示

「計画管理」サブページには、次の項目に関する情報が表示されます。

	
SQLプロファイル

SQLプロファイルにはSQL文の追加統計が含まれます。オプティマイザはこれらの統計を使用して、文に対するより適切な実行計画を生成します。


	
SQLパッチ

SQLパッチは、単一のSQL文のエラーまたはパフォーマンスの問題を修正するために、自動的に生成されます。


	
SQL計画ベースライン

SQL計画ベースラインは、指定されたSQL文について許容可能なパフォーマンスを持つことが実証された実行計画です。




計画管理に関する情報の表示手順: 

	
「SQLの詳細」ページで、「詳細」の下で、「計画管理」をクリックします。

「SQLの詳細」ページが表示され、「計画管理」サブページが表示されます。


	
計画に関連する情報を確認します。

次の例では、オプティマイザで、SQL文についてSTMT01というSQL計画ベースラインが使用されています。

[image: sql_details_plan_control.gifの説明が続きます。]

sql_details_plan_control.gifの説明








	
参照:

	
SQLチューニング・アドバイザおよびSQLプロファイルについては、第10章「SQL文のチューニング」を参照してください。


	
「SQLプロファイルの管理」


	
SQLアクセス・アドバイザについては、第11章「データ・アクセス・パスの最適化」を参照してください。

















チューニング履歴の表示

「SQLチューニング履歴」セクションにSQLチューニング・アドバイザまたはSQLアクセス・アドバイザのタスクの履歴が表示されます。

SQLチューニング履歴の表示手順: 

	
「SQLの詳細」ページで、「詳細」の下で、「チューニング履歴」をクリックします。

「SQLの詳細」ページが表示され、「チューニング履歴」サブページが表示されます。


	
チューニング履歴に関する情報を確認します。

「このSQLの履歴期間中のADDM結果」セクションに、SQL文に関連付けられたADDM結果の発生数が表示されます。

次の例は、SQLチューニング・タスクがユーザーDBA1によって2009年2月9日に実行されたことを示しています。

[image: sql_details_tuning.gifの説明が続きます。]

sql_details_tuning.gifの説明





「SQLチューニング履歴」セクションにSQLチューニング・アドバイザまたはSQLアクセス・アドバイザのタスクの履歴が表示されます。

「このSQLの履歴期間中のADDM結果」セクションに、SQL文に関連付けられたADDM結果の発生数が表示されます。

[image: sql_details_tuning.gifの説明が続きます。]

sql_details_tuning.gifの説明






	
参照:

	
SQLチューニング・アドバイザおよびSQLプロファイルについては、第10章「SQL文のチューニング」を参照してください。


	
「SQLプロファイルの管理」


	
SQLアクセス・アドバイザについては、第11章「データ・アクセス・パスの最適化」を参照してください。
























10 SQL文のチューニング

SQL文はOracle Databaseによって取得されるデータを表します。たとえば、SQL文を使用して部門の従業員の名前を取得できます。Oracle DatabaseによってSQL文が実行される場合は、問合せオプティマイザ(オプティマイザとも呼ばれる)によって、結果を取得する最適で効率的な方法が最初に判断されます。

オプティマイザでは、全表スキャンと呼ばれる表のすべてのデータの読取りか、索引を使用するかどちらがより効率的なのかを判断します。すべての可能なアプローチのコストを比較し、最もコストの少ないアプローチが選択されます。SQL文を物理的に実行するアクセス方法は、実行計画と呼ばれ、オプティマイザにより生成されます。実行計画の決定は、SQL文の処理において重要な手順で、実行時間に非常に影響します。

問合せオプティマイザはSQL文のチューニングにも役立ちます。SQLチューニング・アドバイザおよびSQLアクセス・アドバイザを使用すると、SQL文またはSQL文のセットを調べるアドバイス・モードで問合せオプティマイザを実行でき、SQL文の効率を向上させる方法が判断されます。SQLチューニング・アドバイザおよびSQLアクセス・アドバイザはSQLプロファイルの作成、SQL文の再構築、付加的な索引またはマテリアライズド・ビューの作成、およびオプティマイザ統計のリフレッシュなどの様々な推奨事項を作成できます。さらに、Oracle Enterprise Manager(Enterprise Manager)を使用すると、これらの推奨事項の多くを簡単に受け入れ、実装できます。

SQLアクセス・アドバイザは、主に索引およびマテリアライズド・ビューの追加および削除などのスキーマ変更の推奨事項を作成する場合に使用します。SQLチューニング・アドバイザは、SQLプロファイルの作成、SQL文の再構築などの他のタイプの推奨事項の作成に使用します。新しい索引を作成するとパフォーマンスが大幅に向上できる場合、SQLチューニング・アドバイザは索引の作成を推奨する可能性があります。ただし、これらの推奨事項は、典型的なSQL文のセットを含んだSQLワークロードを使用してSQLアクセス・アドバイザを実行し、検証する必要があります。

この章ではSQLチューニング・アドバイザを使用するSQL文のチューニング方法を説明しています。次の項で構成されています。

	
SQLチューニング・アドバイザを使用したSQL文のチューニング


	
SQLチューニング・セットの管理


	
SQLプロファイルの管理


	
SQL実行計画の管理







	
参照:

	
第9章「高負荷のSQL文の識別」


	
SQLアクセス・アドバイザについては、第11章「データ・アクセス・パスの最適化」を参照してください。














SQLチューニング・アドバイザを使用したSQL文のチューニング

SQLチューニング・アドバイザを使用して、単一または複数のSQL文をチューニングできます。複数のSQL文をチューニングする場合、SQLチューニング・アドバイザはSQL文間の相互依存を認識しません。SQLチューニング・アドバイザを多数のSQL文に対して実行すると、チューニング・アドバイスを取得できます。

Oracle Databaseでは、SQLチューニング・レポートが自動的に生成されます。自動SQLチューニングは自動メンテナンス・タスクとしてシステム・メンテナンス・ウィンドウで実行され、高負荷のSQL文の実行計画を改善する方法を調べます。メンテナンス・ウィンドウは、自動化メンテナンス・タスクが実行される連続的な時間間隔です。



SQLチューニング・アドバイザを使用したSQLの手動チューニング

第9章「高負荷のSQL文の識別」で説明されているように、自動データベース診断モニター(ADDM)は高負荷のSQL文を自動的に識別します。ADDMがこのような文を識別した場合は、「推奨事項の詳細」ページの「SQLチューニング・アドバイザのスケジュール」または「SQLチューニング・アドバイザの実行」をクリックして、SQLチューニング・アドバイザを実行します。

SQLチューニング・アドバイザを使用したSQL文のチューニング手順: 

	
データベースのホームページの「関連リンク」の下にある「アドバイザ・セントラル」をクリックします。

「アドバイザ・セントラル」ページが表示されます。


	
「アドバイザ」で、「SQLアドバイザ」をクリックします。

「SQLアドバイザ」ページが表示されます。


	
「SQLチューニング・アドバイザ」で、「SQLチューニング・アドバイザ」をクリックします。

「SQLチューニング・アドバイザのスケジュール」ページが表示されます。

[image: sql_tuning_advisor_empty.gifの説明が続きます。]

sql_tuning_advisor_empty.gifの説明



	
「名前」フィールドに、SQLチューニング・タスクの名前を入力します。

指定がない場合、SQLチューニング・アドバイザはシステムで生成された名前を使用します。


	
次のいずれかの操作を行います。

	
単一または複数の高負荷SQL文に対してSQLチューニング・タスクを実行する場合は、「SQLチューニング・アドバイザのデータ・ソース・リンク」で、「トップ・アクティビティ」をクリックします。

「トップ・アクティビティ」ページが表示されます。

「上位SQL」で、チューニングするSQL文を選択し、「SQLチューニング・アドバイザのスケジュール」をクリックします。「トップ・アクティビティ」ページを使用した高負荷SQL文の識別の詳細は、「上位SQLに基づく高負荷SQL文の識別」を参照してください。


	
自動ワークロード・リポジトリ(AWR)から履歴のSQL文に対するSQLチューニング・タスクを実行するには、「SQLチューニング・アドバイザのデータ・ソース・リンク」で、「履歴SQL(AWR)」をクリックします。

「履歴SQL(AWR)」ページが表示されます。

「履歴SQL(AWR)」で、グラフの下の範囲をクリックし、データベースで実行されたSQL文を表示する時間に対して24時間間隔を選択します。「選択した24時間間隔の詳細」で、チューニングするSQL文を選択し、「SQLチューニング・アドバイザのスケジュール」をクリックします。


	
SQLチューニング・セットに対してSQLチューニング・タスクを実行するには、「SQLチューニング・セット」をクリックします。

「SQLチューニング・セット」ページが表示されます。

チューニングするSQL文を含んだSQLチューニング・セットを選択し、「SQLチューニング・アドバイザのスケジュール」をクリックします。SQLチューニング・セットの作成方法については、「SQLチューニング・セットの作成」を参照してください。




「SQLチューニング・アドバイザのスケジュール」ページが表示されます。


	
選択した文のSQLテキストを表示するには、「SQL文」を開きます。

[image: sql_tuning_sql_statements.gifの説明が続きます。]

sql_tuning_sql_statements.gifの説明



	
「有効範囲」で、チューニングを実行する有効範囲を選択します。次のいずれかの操作を行います。

	
「制限」を選択します。

有効範囲を制限すると、約1秒で各SQL文がチューニングされますが、SQLプロファイルは推奨されません。


	
「包括」を選択し、「文ごとの時間制限」に各SQL文に対する時間制限(分単位)を設定し、また「合計時間の制限」に合計の時間制限(分単位)を設定します。設定した時間制限が少なすぎると推奨事項の質に影響を及ぼすことに注意してください。

包括モードでは、単一のSQL文のチューニングに数分かかります。各問合せをハード解析する必要があるため、このモードは時間集中型であり、またリソース集中型でもあります。したがって、システム全体に重大な影響のある高負荷SQL文に対してのみ包括的な有効範囲を使用します。




SQLプロファイルの詳細は、「SQLプロファイルの管理」を参照してください。


	
「スケジュール」で、次のいずれかの操作を行います。

	
SQLチューニング・タスクをすぐに実行するには、「即時」を選択して「発行」をクリックします。

「処理中: SQLチューニング・アドバイザのタスク」ページが表示されます。


	
「後で」を選択して未来の特定の時間をスケジュールし、「OK」をクリックします。





	
データベースのホームページの「関連リンク」の下にある「アドバイザ・セントラル」をクリックします。

「アドバイザ・セントラル」ページが表示されます。

「アドバイザ・タスク」の「結果」セクションに、アドバイザの実行結果がリストされます。

[image: sta_advisor_results.gifの説明が続きます。]

sta_advisor_results.gifの説明



	
表から結果を選択して、「結果の表示」をクリックします。

「SQL IDの推奨」ページが表示されます。

[image: rec_for_sql_id.gifの説明が続きます。]

rec_for_sql_id.gifの説明



SQLチューニング・セットを使用した場合、複数の推奨事項が表示されます。推奨事項を実装するかどうか判断しやすくするため、「ベネフィット(%)」列に推奨事項の実装の予測される利点が表示されます。「論理」列には、推奨事項が作成される理由の説明が表示されます。


	
推奨事項を実装するには、次のいずれかの操作を行います。

	
自動ソリューションが推奨されている場合は、「実装」をクリックします。

確認ページが表示されます。「はい」をクリックして変更を確定します。


	
手動のソリューションが推奨されている場合は、推奨事項の実装を検討します。












自動SQLチューニング結果の表示

自動ワークロード・リポジトリ(AWR)内のデータを分析することにより、データベースでルーチン・メンテナンス・タスクが識別されます。自動化メンテナンス・タスクのインフラストラクチャ(AutoTaskと呼ばれる)により、これらのタスクがメンテナンス・ウィンドウで実行されるようにスケジュールされます。

メンテナンス・ウィンドウは、MAINTENANCE_WINDOW_GROUPというウィンドウ・グループに属するOracle Schedulerの時間間隔です。デフォルトでは、1つのウィンドウが週の各曜日にスケジュールされます。これらのメンテナンス・ウィンドウの属性(開始と終了の時間、頻度および曜日を含む)をカスタマイズできます。

デフォルトでは、AutoTaskによって、すべてのメンテナンス・ウィンドウで次の自動化メンテナンス・タスクが実行されます。

	
オプティマイザ統計の収集


	
セグメント・アドバイザ


	
SQLチューニング・アドバイザ




監視された高負荷SQL文におけるSQLチューニング・アドバイザの自動実行の結果を表示できます。

自動SQLチューニング結果の表示手順: 

	
データベースのホームページの「関連リンク」の下にある「アドバイザ・セントラル」をクリックします。

「アドバイザ・セントラル」ページが表示されます。


	
「アドバイザ」で、「SQLアドバイザ」をクリックします。

「SQLアドバイザ」ページが表示されます。


	
「SQLチューニング・アドバイザ」で、「自動SQLチューニングの結果」をクリックします。

「自動SQLチューニング結果のサマリー」ページが表示されます。

ページの上部半分には、SQLチューニング・タスクのステータスおよびアクティビティのサマリーのセクションがあります。

[image: sql_tuning_auto_result.gifの説明が続きます。]

sql_tuning_auto_result.gifの説明



	
「時間間隔」リストで「すべて」を選択して、「実行」をクリックします。

「全体タスク統計」セクションと「プロファイル影響統計」セクションがリフレッシュされます。

[image: sql_tuning_auto_stats.gifの説明が続きます。]

sql_tuning_auto_stats.gifの説明



	
オプションで、「タスク・ステータス」セクションで「構成」をクリックし、自動SQLチューニング・タスクの属性を変更します。

「自動化メンテナンス・タスク構成」ページが表示されます。

このページで、自動SQLチューニング・タスクを有効または無効にでき、実行日を指定できます。「適用」または「元に戻す」をクリックして前のページに戻ります。


	
「タスク・アクティビティ・サマリー」セクションで、「時間間隔」に対して「すべて」が選択されたままにして、「レポートの表示」をクリックします。

「自動SQLチューニング結果の詳細」ページが表示されます。

このページには、SQLチューニングの候補としてデータベースにより自動的に選択されたSQL文がリストされます。

[image: sql_tuning_result_details.gifの説明が続きます。]

sql_tuning_result_details.gifの説明



	
「推奨」で、SQL文を選択して「推奨の表示」をクリックします。

「SQL IDの推奨」ページが表示されます。

[image: sql_tuning_recommend.gifの説明が続きます。]

sql_tuning_recommend.gifの説明



このページには、SQLプロファイルおよび索引に対する推奨事項を含めることができます。SQLチューニング・アドバイザにより作成された推奨事項の実装方法を習得するには、「SQLチューニング・アドバイザを使用したSQLの手動チューニング」を参照してください。











SQLチューニング・セットの管理

SQLチューニング・セットは、1つ以上のSQL文、実行統計および実行コンテキストを含むデータベース・オブジェクトです。SQLチューニング・アドバイザ、SQLアクセス・アドバイザ、SQLパフォーマンス・アナライザなどのアドバイザに対する入力として使用できます。AWR、カーソル・キャッシュ、指定した高負荷SQL文など異なるSQLソースからSQLチューニング・セットへSQL文をロードできます。

SQLチューニング・セットの内容は次のとおりです。

	
SQL文のセット


	
関連する実行コンテキストには、次のようなものがあります。

	
ユーザー・スキーマ


	
アプリケーション・モジュール名とアクション


	
バインド値のリスト


	
カーソル・コンパイル環境





	
関連する基本実行統計には、次のようなものがあります。

	
経過時間およびCPU時間


	
バッファ読取り


	
ディスク読取り


	
処理された行


	
カーソル・フェッチ


	
実行数および完了した実行数


	
オプティマイザ・コスト


	
コマンド・タイプ





	
各SQL文に関連する実行計画および行ソースの統計(オプション)




アプリケーション・モジュール名とアクションまたは実行統計のいずれかを使用してSQL文にフィルタを適用できます。また、SQL文は実行統計の組合せに基づいてランク付けできます。

SQLチューニング・セットは転送可能で、SQLワークロードはリモート・パフォーマンス診断およびチューニングのためデータベース間で転送できます。高負荷SQL文が本番システムで識別された場合、本番システムでの直接の調査およびチューニング・アクティビティの実行はお薦めしません。この機能によって、高負荷SQL文を、安全に分析およびチューニングが可能なテスト・システムに転送できます。SQLチューニング・セットの転送の詳細は、『Oracle Databaseパフォーマンス・チューニング・ガイド』を参照してください。

Enterprise Managerを使用すると、次の手順を実行してSQLチューニング・セットを管理できます。

	
SQLチューニング・セットの作成


	
SQLチューニング・セットの削除


	
SQLチューニング・セットの転送






SQLチューニング・セットの作成

この項では、Enterprise Managerを使用したSQLチューニング・セットの作成方法について説明します。

SQLチューニング・セットの作成手順: 

	
「SQLチューニング・セットの作成: オプション」で説明されているとおり、SQLチューニング・セットに対する初期オプションを指定します。


	
「SQLチューニング・セットの作成: ロード・メソッド」で説明されているとおり、SQL文を収集してSQLチューニング・セットにロードするために使用するロード・メソッドを選択します。


	
「SQLチューニング・セットの作成: フィルタ・オプション」で説明されているとおり、SQLチューニング・セットに対するフィルタ・オプションを指定します。


	
「SQLチューニング・セットの作成: スケジュール」で説明されているとおり、SQL文を収集してSQLチューニング・セットにロードするために、ジョブをスケジュールおよび発行します。






SQLチューニング・セットの作成: オプション

SQLチューニング・セットを作成する最初の手順として、名前、所有者、説明などのセットのオプションを指定します。

SQLチューニング・セット作成のオプションの指定手順: 

	
「データベース・パフォーマンス」ページの「その他の監視リンク」で、「SQLチューニング・セット」をクリックします。

「SQLチューニング・セット」ページが表示されます。


	
「作成」をクリックします。

「SQLチューニング・セットの作成: オプション」ページが表示されます。


	
次の詳細を入力します。

	
「SQLチューニング・セット名」に、SQLチューニング・セットの名前を入力します。


	
「所有者」に、SQLチューニング・セットの所有者を入力します。


	
「説明」に、SQLチューニング・セットの説明を入力します。





	
空のSQLチューニング・セットを作成して後でSQL文を追加する場合は、オプションで、次の手順を完了します。

	
「空のSQLチューニング・セットの作成」を選択します。


	
「次へ」をクリックします。

「SQLチューニング・セットの作成: 確認」ページが表示されます。


	
選択したSQLチューニング・セット・オプションを確認して、「発行」をクリックします。

空のSQLチューニング・セットが作成されます。後でSQL文を追加できます。





	
「次へ」をクリックします。

「SQLチューニング・セットの作成: ロード・メソッド」ページが表示されます。

[image: sts_load_methods.gifの説明が続きます。]

sts_load_methods.gifの説明



	
次の手順に進みます(「SQLチューニング・セットの作成: ロード・メソッド」を参照)。









SQLチューニング・セットの作成: ロード・メソッド

SQLチューニング・セットに対するオプションを指定した後で、次の項で説明されているとおり、SQLチューニング・セットにSQL文を収集してロードするために使用するロード・メソッドを選択します。

	
カーソル・キャッシュからの増分的なアクティブなSQL文のロード


	
カーソル・キャッシュからのSQL文のロード


	
AWRスナップショットからのSQL文のロード


	
AWRベースラインからのSQL文のロード


	
ユーザー定義のワークロードからのSQL文のロード







	
ヒント:

SQLチューニング・セットに対するロード・メソッドを選択する前に、「SQLチューニング・セットの作成: オプション」で説明されているとおり、SQLチューニング・セットを作成して初期オプションを指定します。









カーソル・キャッシュからの増分的なアクティブなSQL文のロード

カーソル・キャッシュからSQLチューニング・セットに指定した期間中にアクティブなSQL文を増分的にロードできます。これにより、SQLキャッシュに格納されている現在および最近のSQL文を収集できるだけでなく、将来の指定した期間中に実行されるSQL文も収集できるようになります。

アクティブなSQL文をカーソル・キャッシュから増分的にロードする手順: 

	
「SQLチューニング・セットの作成: ロード・メソッド」ページで、「カーソル・キャッシュから一定期間におけるアクティブなSQL文を増分的に取得」を選択します。


	
「期間」フィールドで、アクティブなSQL文を取得する期間を指定します。


	
「頻度」フィールドで、指定した期間中にアクティブなSQL文を取得する頻度を指定します。


	
「次へ」をクリックします。

「SQLチューニング・セットの作成: フィルタ・オプション」ページが表示されます。


	
次の手順に進みます(「SQLチューニング・セットの作成: フィルタ・オプション」を参照)。









カーソル・キャッシュからのSQL文のロード

カーソル・キャッシュからSQLチューニング・セットにSQL文をロードできます。ただし、SQLキャッシュに格納されているのは現在および最近のSQL文のみであるため、これらのSQL文を1回のみ収集すると、SQLチューニング・セットがデータベースのワークロード全体を表さない場合があります。

カーソル・キャッシュからのSQL文のロード手順: 

	
「SQLチューニング・セットの作成: ロード・メソッド」ページで、「SQL文を1度だけロード」を選択します。


	
「データソース」リストから「カーソル・キャッシュ」を選択します。


	
「次へ」をクリックします。

「SQLチューニング・セットの作成: フィルタ・オプション」ページが表示されます。


	
次の手順に進みます(「SQLチューニング・セットの作成: フィルタ・オプション」を参照)。









AWRスナップショットからのSQL文のロード

AWRスナップショットで取得されたSQL文をロードできます。これは、後で比較またはチューニングに使用するために、目的の期間の指定したスナップショットに対するSQL文を収集するときに役立ちます。

AWRスナップショットからのSQL文のロード手順: 

	
「SQLチューニング・セットの作成: ロード・メソッド」ページで、「SQL文を1度だけロード」を選択します。


	
「データソース」リストで、「AWRスナップショット」を選択します。


	
「AWRスナップショット」フィールドで、含めるスナップショットを選択します。次のいずれかの操作を行います。

	
「すべて」または「過去24時間」などの期間を選択し、手順5に進みます。

指定された期間内にAWRに取得および格納されたスナップショットのみが含まれます。


	
「カスタマイズ」を選択し、手順4に進みます。

ユーザーが指定したカスタマイズ済の期間内にAWRに取得および格納されたスナップショットのみ含まれます。





	
スナップショットのカスタマイズ済の期間を選択する手順:

	
「カスタマイズ」を選択して、「実行」をクリックします。

期間の選択ウィンドウが開きます。


	
開始スナップショットに「期間開始時間」を選択し、目的の開始時間に対応する「アクティブ・セッション」グラフの下のスナップショット・アイコンをクリックします。


	
最後のスナップショットに「期間終了時間」を選択し、目的の終了時間に対応する「アクティブ・セッション」グラフの下のスナップショット・アイコンをクリックします。


	
「選択」をクリックします。




この例では、開始時間として2009年2月17日午後12時10分の時点のスナップショットが選択され、終了時間として2009年2月17日午後1時30分の時点のスナップショットが選択されています。

[image: sts_load_time_period.gifの説明が続きます。]

sts_load_time_period.gifの説明



	
「次へ」をクリックします。

「SQLチューニング・セットの作成: フィルタ・オプション」ページが表示されます。


	
次の手順に進みます(「SQLチューニング・セットの作成: フィルタ・オプション」を参照)。









AWRベースラインからのSQL文のロード

AWRベースラインに取得されたSQL文をロードできます。これは、後で比較またはチューニングに使用できる設定済のパフォーマンス・レベルの期間を表すSQL文を収集するときに役立ちます。

AWRベースラインからのSQL文のロード手順: 

	
「SQLチューニング・セットの作成: ロード・メソッド」ページで、「SQL文を1度だけロード」を選択します。


	
「データソース」フィールドで「AWRベースライン」を選択します。


	
「AWRベースライン」フィールドで、含めるベースラインを選択します。

[image: sts_load_baseline.gifの説明が続きます。]

sts_load_baseline.gifの説明



	
「次へ」をクリックします。

「SQLチューニング・セットの作成: フィルタ・オプション」ページが表示されます。


	
次の手順に進みます(「SQLチューニング・セットの作成: フィルタ・オプション」を参照)。









ユーザー定義のワークロードからのSQL文のロード

SQL文は、表またはビューからインポートすることでロードできます。これは、分析するワークロードが現在データベースで実行中ではない場合、または既存のAWRスナップショットまたはAWRベースラインに取得されている場合に役立ちます。

ユーザーが定義する表の名前または表の数に関して、どのスキーマにワークロードが存在するかに関する制約はありません。ただし、表形式はUSER_WORKLOAD表の形式に一致する必要があります。

ユーザー定義ワークロードからのSQL文のロード手順: 

	
「SQLチューニング・セットの作成: ロード・メソッド」ページで、「SQL文を1度だけロード」を選択します。


	
「データソース」フィールドで「ユーザー定義ワークロード」を選択します。


	
「ユーザー定義ワークロード」フィールドで、含める表またはビューを選択します。

[image: sts_load_workload.gifの説明が続きます。]

sts_load_workload.gifの説明



	
「次へ」をクリックします。

「SQLチューニング・セットの作成: フィルタ・オプション」ページが表示されます。


	
次の手順に進みます(「SQLチューニング・セットの作成: フィルタ・オプション」を参照)。











SQLチューニング・セットの作成: フィルタ・オプション

ロード・メソッドを選択したら、フィルタを適用しSQLチューニング・セットで検出されたSQL文の範囲を削減できます。フィルタの使用はオプションですが、次の利点があります。

	
フィルタを使用することにより、ワークロード・ソースとしてのSQLチューニング・セットを使用する各種アドバイザ(SQLチューニング・アドバイザ、SQLアクセス・アドバイザ、SQLパフォーマンス・アナライザなど)がワークロードからのSQL文の特定のサブセットに基づいて推奨事項を生成するため、よりよい推奨事項を生成できる可能性があります。


	
各種アドバイザに対してワークロード・ソースが使用されている場合、ワークロードから不要なSQL文を削除するフィルタを使用して、処理時間を大幅に削減できます。







	
ヒント:

SQLチューニング・セットのフィルタ・オプションを指定する前に、次の操作を行います。
	
「SQLチューニング・セットの作成: オプション」で説明されているとおり、SQLチューニング・セットを作成し、初期オプションを指定します。


	
「SQLチューニング・セットの作成: ロード・メソッド」で説明されているとおり、ロード・メソッドを選択します。












SQLチューニング・セットのフィルタ・オプションの指定手順: 

	
「SQLチューニング・セットの作成: フィルタ・オプション」ページで、検索に使用するフィルタ条件の値を「値」列に指定し、「演算子」列に演算子および条件を指定します。

指定したフィルタ条件すべてに一致するSQL文のみSQLチューニング・セットに追加されます。指定していないフィルタ値は検索にフィルタ条件として含まれません。

デフォルトでは、次のフィルタ条件が表示されます。

	
スキーマ名の解析


	
SQLテキスト


	
SQL ID


	
経過時間





	
フィルタ条件を追加するには、「フィルタ条件」で追加するフィルタ条件を選択し、「フィルタまたは列の追加」をクリックします。

目的のフィルタ条件が追加されたら、「値」列で値を指定し、「演算子」列で演算子または条件を指定します。


	
使用していないフィルタ条件を削除するには、削除するフィルタ条件に対応する「削除」列にあるアイコンをクリックします。


	
「次へ」をクリックします。

「SQLチューニング・セットの作成: スケジュール」ページが表示されます。


	
次の手順に進みます(「SQLチューニング・セットの作成: スケジュール」を参照)。









SQLチューニング・セットの作成: スケジュール

SQLチューニング・セットに対してフィルタ・オプションを指定したら、ジョブをスケジュールおよび発行してSQL文を収集し、SQLチューニング・セットにロードできます。




	
ヒント:

ジョブをスケジュールしてSQLチューニング・セットを作成する前に、次の操作を行います。
	
「SQLチューニング・セットの作成: オプション」で説明されているとおり、SQLチューニング・セットを作成し、初期オプションを指定します。


	
「SQLチューニング・セットの作成: ロード・メソッド」で説明されているとおり、ロード・メソッドを選択します。


	
「SQLチューニング・セットの作成: フィルタ・オプション」で説明されているとおり、フィルタ・オプションを指定します。












ジョブをスケジュールおよび発行してSQLチューニング・セットを作成する手順: 

	
システムで生成されたジョブ名を使用しない場合は、「SQLチューニング・セットの作成: スケジュール」ページの「ジョブ・パラメータ」で、「ジョブ名」フィールドに名前を入力します。


	
「説明」フィールドに、ジョブの説明を入力します。


	
「スケジュール」で、次のいずれかの操作を行います。

	
即時: 発行直後すぐにジョブを実行する場合


	
後で:「タイムゾーン」、「日付」および「時間」フィールドで指定した時間を使用してジョブを実行する場合




[image: sts_schedule.gifの説明が続きます。]

sts_schedule.gifの説明



	
「次へ」をクリックします。

「SQLチューニング・セットの作成: 確認」ページが表示されます。

[image: sts_review.gifの説明が続きます。]

sts_review.gifの説明



	
選択したSQLチューニング・セット・オプションを確認します。

ジョブが使用するSQL文を表示するには、「SQL表示」を拡張します。


	
「発行」をクリックします。

「SQLチューニング・セット」ページが表示されます。

ジョブがすぐに実行するようにスケジュールされている場合、メッセージが表示され、ジョブおよびSQLチューニング・セットが正常に作成されたことが通知されます。ジョブを後で実行するようスケジュールされた場合、メッセージが表示され、ジョブが正常に作成されたことが通知されます。


	
操作のステータスなどジョブの詳細を表示するには、「ジョブ詳細を表示」をクリックします。

「ジョブの表示」ページが表示され、ジョブの詳細が表示されます。











SQLチューニング・セットの削除

この項では、SQLチューニング・セットを削除する方法について説明します。記憶域を保持するには、データベースに格納されている未使用のSQLチューニング・セットを定期的に削除します。

SQLチューニング・セットの削除手順: 

	
「データベース・パフォーマンス」ページの「その他の監視リンク」で、「SQLチューニング・セット」をクリックします。

「SQLチューニング・セット」ページが表示されます。

このページには既存のSQLチューニング・セットが表示されます。


	
削除するSQLチューニング・セットを選択し、「削除」をクリックします。

「確認」ページが表示され、選択したSQLチューニング・セットを削除するかどうかの確認を求められます。


	
「はい」をクリックします。

「SQLチューニング・セット」ページが表示されます。

SQLチューニング・セットが正常に削除されたことを示す確認メッセージが表示されます。









SQLチューニング・セットの転送

最初にSQLチューニング・セットを特定のデータベースからエクスポートした後で他のデータベースにインポートすることで、SQLチューニング・セットを特定のシステムから他のシステムに転送できます。

この項の内容は次のとおりです。

	
SQLチューニング・セットのエクスポート


	
SQLチューニング・セットのインポート






SQLチューニング・セットのエクスポート

この項では、別のシステムに転送できるようにSQLチューニング・セットをエクスポートする方法について説明します。

SQLチューニング・セットのエクスポート手順: 

	
「データベース・パフォーマンス」ページの「その他の監視リンク」で、「SQLチューニング・セット」をクリックします。

「SQLチューニング・セット」ページが表示されます。

このページには既存のSQLチューニング・セットが表示されます。


	
エクスポートするSQLチューニング・セットを選択し、「エクスポート」をクリックします。

「SQLチューニング・セットのエクスポート」ページが表示されます。

[image: sts_export.gifの説明が続きます。]

sts_export.gifの説明



	
「ディレクトリ・オブジェクト」フィールドで、エクスポート・ファイルを作成するディレクトリを選択します。

たとえば、Oracle Data Pumpディレクトリを使用するには、DATA_PUMP_DIRを選択します。「ディレクトリ名」フィールドで自動的にリフレッシュされ、選択したディレクトリが表示されます。


	
「エクスポート・ファイル」フィールドに、データベースにエクスポートするファイルの名前を入力します。

または、データベースによって生成される名前を使用することもできます。


	
「ログ・ファイル」フィールドにエクスポート操作のログ・ファイルの名前を入力します。

または、データベースによって生成される名前を使用することもできます。


	
表領域を選択して、エクスポート操作のデータを一時的に格納します。

デフォルトでは、SYSAUXが使用されます。


	
「ジョブ・パラメータ」の下の「ジョブ名」フィールドにジョブの名前を入力します。

または、データベースによって生成される名前を使用することもできます。


	
「スケジュール」で、次のいずれかの操作を行います。

	
「即時」を選択し、発行直後にジョブを実行します。


	
「後で」を選択し、「タイムゾーン」、「日付」および「時間」フィールドで値を選択するか入力して、指定した時間にジョブを実行します。





	
「OK」をクリックします。

「SQLチューニング・セット」ページが表示されます。

ジョブが正常に作成されたことを示す確認メッセージが表示されます。


	
任意のメカニズム(Oracle Data Pumpやデータベース・リンクなど)を使用して、別のシステムにエクスポート・ファイルを転送します。









SQLチューニング・セットのインポート

SQLチューニング・セットをインポートする前に、SQLチューニング・セットを別のシステムからエクスポートし、それを現在のシステムに転送する必要があります。詳細は、「SQLチューニング・セットのエクスポート」を参照してください。

SQLチューニング・セットのインポート手順: 

	
「データベース・パフォーマンス」ページの「その他の監視リンク」で、「SQLチューニング・セット」をクリックします。

「SQLチューニング・セット」ページが表示されます。


	
「インポート」をクリックします。

「SQLチューニング・セットのインポート」ページが表示されます。


	
「ディレクトリ・オブジェクト」で、インポートするファイルを含むディレクトリを選択します。

ディレクトリには、現在のシステムに転送したエクスポート・ファイルが含まれます。たとえば、ファイルがデータ・ポンプ・ディレクトリに存在する場合、DATA_PUMP_DIRを選択します。「ディレクトリ名」フィールドで自動的にリフレッシュされ、選択したディレクトリが表示されます。


	
「インポート・ファイル」フィールドにインポートするダンプ・ファイルの名前を入力します。


	
「ログ・ファイル」フィールドにインポート操作のログ・ファイルの名前を入力します。


	
既存のSQLチューニング・セットをインポート中のSQLチューニング・セットと置き換えるには、「既存のSQLチューニング・セットと置き換えてください(存在する場合)。」を選択します。


	
表領域を選択して、インポート操作のデータを一時的に格納します。

デフォルトでは、SYSAUXが使用されます。


	
「ジョブ・パラメータ」の下の「ジョブ名」フィールドにジョブの名前を入力します。

または、システムによって生成される名前を使用することもできます。


	
「スケジュール」で、次のいずれかの操作を行います。

	
「即時」を選択し、発行直後にジョブを実行します。


	
「後で」を選択し、「タイムゾーン」、「日付」および「時間」フィールドで値を選択するか入力して、指定した時間にジョブを実行します。





	
「OK」をクリックします。

「SQLチューニング・セット」ページが表示されます。

ジョブが正常に作成されたことを示す確認メッセージが表示されます。ジョブがすぐに実行するようにスケジュールされている場合、インポートしたSQLチューニング・セットがこのページに表示されます。SQLチューニング・セットが表示されるようリフレッシュする必要がある場合があります。













SQLプロファイルの管理

SQLプロファイルは、SQL文の自動チューニング中に構築された補助情報のセットです。SQLプロファイルとSQL文の関係は、統計と表の関係と同様です。

制限された有効範囲でSQLチューニング・アドバイザのタスクを実行する場合には、オプティマイザがカーディナリティや選択性、コストを予測しますが、これには大幅な誤差があることがあり、実行計画が不十分になります。この問題に対処するには、包括的な有効範囲でSQLチューニング・アドバイザのタスクを実行し、サンプリングとSQLプロファイルの部分実行を利用して追加の情報を収集することを検討してください。データベースはプロファイルを使用してオプティマイザの予測を検証し、必要に応じて調整します。

SQLプロファイル時に、オプティマイザはSQL文に関する実行履歴を使用し、オプティマイザ・パラメータに適切な設定を行います。SQLプロファイルが完了すると、オプティマイザはSQLプロファイルに格納されている情報と通常のデータベース統計を使用し、実行計画を生成します。追加情報によって、対応するSQL文に対して適切にチューニングされた計画を生成できるようになります。

全範囲でSQLチューニング・アドバイザのタスクを実行した後に、SQLプロファイルが推奨される場合があります。推奨事項を受け入れると、データベースによってSQLプロファイルが作成され、SQL文で使用できるようになります。

場合によってはSQLプロファイルを無効にすることがあります。たとえば、SQLプロファイルが実際に効果を発揮しているかどうかを判別する際に、SQLプロファイルを使用せずにSQL文のパフォーマンスをテストする場合があります。SQLプロファイルを無効にした後でSQL文のパフォーマンスが低下した場合、パフォーマンスが低下しないように再度有効にする必要があります。SQLプロファイルを無効にした後でもSQL文のパフォーマンスが最適である場合は、データベースからSQLプロファイルを削除できます。

SQLプロファイルの有効化、無効化または削除手順: 

	
「パフォーマンス」ページで「トップ・アクティビティ」をクリックします。

「トップ・アクティビティ」ページが表示されます。


	
「上位SQL」で、SQLプロファイルを使用中のSQL文の「SQL ID」リンクをクリックします。

「SQLの詳細」ページが表示されます。


	
「計画管理」タブをクリックします。

SQLプロファイルのリストが「SQLプロファイル」および「アウトライン」の下に表示されます。


	
管理するSQLプロファイルを選択します。次のいずれかの操作を行います。

	
無効になっているSQLプロファイルを有効化するには、「有効化/無効化」をクリックします。


	
有効になっているSQLプロファイルを無効化するには、「有効化/無効化」をクリックします。


	
SQLプロファイルを削除する場合は、「削除」をクリックします。




確認ページが表示されます。


	
「はい」をクリックして続行するか、「いいえ」をクリックしてアクションを取り消します。







	
参照:

APIを使用してSQLプロファイルを管理する方法については、『Oracle Databaseパフォーマンス・チューニング・ガイド』を参照してください。












SQL実行計画の管理

SQL計画の管理は、SQL文の実行計画を長期にわたって記録および評価する予防的なメカニズムです。データベースによって、効率的な計画のセットで構成されたSQL計画ベースラインが構築されます。同じSQL文が繰り返し実行される場合、およびオプティマイザによってベースラインとは異なる新しい計画が生成される場合は、データベースによって新しい計画とベースラインが比較され、適切な方が選択されます。

SQL計画管理によって、SQLのパフォーマンス低下が回避されます。新しいオプティマイザ統計、初期化パラメータの変更、データベースのアップグレードなどのイベントによって、実行計画に変更が発生する場合があります。これらの変更によって、SQLのパフォーマンスが低下する可能性があり、このようなパフォーマンスの低下を手動で修正することは困難であり、時間もかかります。SQL計画ベースラインによって、データベースで発生する変更に関係なく、SQL文のパフォーマンスが保持されます。

データベースが自動的にSQL計画ベースラインを取得するようにするか、または手動でSQL実行計画をロードできます。

自動的にSQL計画ベースラインを取得するには: 

	
データベース・ホームページにアクセスします。

詳細は、『Oracle Database 2日でデータベース管理者』を参照してください。


	
「パフォーマンス」→「SQL」→「SQL計画管理」を選択します。

「データベース・ログイン」ページが表示されたら、管理者権限のあるユーザーとしてログインします。「SQL計画管理」ページの「SQLプロファイル」サブページが表示されます。


	
「SQL計画ベースライン」をクリックします。

「SQL計画ベースライン」サブページが表示されます。

[image: sql_plan_control.gifの説明が続きます。]

sql_plan_control.gifの説明



	
「設定」で、「SQL計画ベースラインの取得」の隣にあるリンクをクリックします。

「初期化パラメータ」ページが表示されます。


	
表の「値」列で、「TRUE」を選択して「OK」をクリックします。

「SQL計画ベースライン」サブページに戻ります。 「SQL計画ベースラインの取得」は「TRUE」に設定されています。

取得されるベースラインが構成されたため、データベースでは2回以上実行されたすべてのSQL文の実行計画の履歴が自動的に保持されます。




SQL実行計画を手動でロードするには、SQLベースラインの取得の設定を「FALSE」にする必要があります。

手動でSQL実行計画をロードするには: 

	
データベース・ホームページにアクセスします。

詳細は、『Oracle Database 2日でデータベース管理者』を参照してください。


	
「パフォーマンス」→「SQL」→「SQL計画管理」を選択します。


	
「SQL計画ベースライン」をクリックします。

「SQL計画ベースライン」サブページが表示されます。


	
「ロード」をクリックします。

「SQL計画管理」ページが表示されます。

[image: sql_plan_load.gifの説明が続きます。]

sql_plan_load.gifの説明



	
ロードするSQL計画ベースラインを選択します。次の手順を実行します。

	
「SQL計画ベースラインのロード」で、「SQLチューニング・セット(STS)からの計画のロード」を選択します。

この例では、「SQLチューニング・セットの作成」で作成したSQLチューニング・セットから計画をロードします。


	
「ジョブ名」で、ジョブの名前を入力します。たとえば、SPM_LOAD_TESTと入力します。


	
「スケジュール」で「即時」を選択します。


	
「OK」をクリックします。




「SQL計画管理」ページの「SQLプロファイル」サブページが表示されます。

表には、SQL計画ベースラインとして格納されるSQL計画のリストが表示されます。

[image: sql_baselines.gifの説明が続きます。]

sql_baselines.gifの説明



	
オプションで、データベースが別のSQL計画ベースラインを使用しないようにベースラインの実行計画を修正します。次の手順を実行します。

	
未修正のSQL計画ベースラインを選択します。


	
ベースライン表の前にあるリストから「修正済 - はい」を選択します。


	
「実行」をクリックします。




表がリフレッシュされ、「固定」列の値がYESのSQL実行計画が表示されます。







	
参照:

	
SQL計画管理の使用方法については、『Oracle Databaseパフォーマンス・チューニング・ガイド』を参照してください。




















11 データ・アクセス・パスの最適化

データ集中型問合せで最適なパフォーマンスを実現するには、SQL文に対するマテリアライズド・ビューおよび索引が重要です。ただし、これらのオブジェクトの実装にはコストがかかります。これらのオブジェクトの作成およびメンテナンスには時間がかかります。また、多くの領域が必要になります。SQLアクセス・アドバイザを使用すると、特定のワークロードに対してマテリアライズド・ビューとビュー・ログ、索引、SQLプロファイルおよびパーティションが推奨され、問合せアクセス・パスを最適化できます。

マテリアライズド・ビューにより問合せの結果を別々のスキーマ・オブジェクトに格納することで表データにアクセスできます。記憶領域を占有せず、データが含まれない通常のビューとは異なり、マテリアライズド・ビューには1つ以上の実表またはビューの問合せの行が含まれます。マテリアライズド・ビュー・ログは、マスター表で定義されたマテリアライズド・ビューを増分的にリフレッシュするため、マスター表のデータに変更を記録するスキーマ・オブジェクトです。SQLアクセス・アドバイザにより、マテリアライズド・ビューを迅速にリフレッシュし、クエリー・リライト機能を使用するためには、マテリアライズド・ビューをどのように最適化すればよいかが推奨されます。マテリアライズド・ビューの詳細は、『Oracle Database概要』を参照してください。

SQLアクセス・アドバイザの推奨事項にはビットマップ索引、ファンクション・ベース索引およびBツリー索引も含まれます。ビットマップ索引では、他の索引の方法と比較すると、多くのタイプの非定型問合せでレスポンス時間を削減し、記憶域要件が減少します。ファンクション・ベース索引では、表データから索引が付けられた値を導出します。たとえば、大文字小文字混合の文字データを検索するには、ファンクション・ベース索引を使用し、すべてを大文字として値を検索します。Bツリー索引は、通常、一意キーまたはほぼ一意なキーの索引付けに使用されます。

SQLアクセス・アドバイザの使用には、次のタスクが含まれます。

	
SQLアクセス・アドバイザの実行


	
SQLアクセス・アドバイザ推奨事項の確認


	
SQLアクセス・アドバイザ推奨事項の実装







	
参照:

	
第9章「高負荷のSQL文の識別」


	
SQLチューニング・アドバイザについては、第10章「SQL文のチューニング」を参照してください。


	
索引の詳細は、『Oracle Database概要』を参照してください。














SQLアクセス・アドバイザの実行

この項ではSQLワークロードの推奨事項を作成するSQLアクセス・アドバイザを実行する方法について説明します。

SQLアクセス・アドバイザの実行手順: 

	
初期オプションを選択します(「SQLアクセス・アドバイザの実行: 初期オプション」を参照)。


	
分析に使用するワークロード・ソースを選択します(「SQLアクセス・アドバイザの実行: ワークロード・ソース」を参照)。


	
フィルタ・オプションを定義します(「SQLアクセス・アドバイザの実行: フィルタ・オプション」を参照)。


	
推奨事項のタイプを選択します(「SQLアクセス・アドバイザの実行: 推奨オプション」を参照)。


	
SQLアクセス・アドバイザ・タスクをスケジュールします(「SQLアクセス・アドバイザの実行: スケジュール」を参照)。






SQLアクセス・アドバイザの実行: 初期オプション

SQLアクセス・アドバイザを実行するには、最初に「SQLアクセス・アドバイザ: 初期オプション」ページの初期オプションを選択します。

初期オプションの選択手順: 

	
データベースのホームページの「関連リンク」の下にある「アドバイザ・セントラル」をクリックします。

「アドバイザ・セントラル」ページが表示されます。


	
「アドバイザ」で、「SQLアドバイザ」をクリックします。

「SQLアドバイザ」ページが表示されます。


	
「SQLアクセス・アドバイザ」をクリックします。

「SQLアクセス・アドバイザ: 初期オプション」ページが表示されます。


	
次のいずれかの操作を行います。

	
「アクセス構造(索引、マテリアライズド・ビュー、パーティショニングなど)のみの使用の検証」を選択して既存の構造を検証します。


	
「新規アクセス構造の推奨」を選択してOracle Enterprise Managerのデフォルトのテンプレートで定義された推奨オプションを使用します。

このオプションを選択する場合は、オプションで次の手順を完了します。

	
「保存済のタスクまたはテンプレートからの継承オプション」を選択して既存のSQLアクセス・アドバイザ・タスクまたはその他のテンプレートで定義されたオプションを使用します。


	
「タスクとテンプレート」で、使用するタスクまたはテンプレートを選択します。







この例では、「新規アクセス構造の推奨」が選択されています。

[image: sql_access_initial_options.gifの説明が続きます。]

sql_access_initial_options.gifの説明



	
「続行」をクリックします。

「SQLアクセス・アドバイザ: ワークロード・ソース」ページが表示されます。


	
次の手順に進みます(「SQLアクセス・アドバイザの実行: ワークロード・ソース」を参照)。









SQLアクセス・アドバイザの実行: ワークロード・ソース

初期オプションがSQLアクセス・アドバイザで指定された後、次の項の説明に従って、分析に使用するワークロード・ソースを選択します。

	
キャッシュからのSQL文の使用


	
既存のSQLチューニング・セットの使用


	
仮説ワークロードの使用







	
ヒント:

SQLアクセス・アドバイザのワークロード・ソースを選択する前に、「SQLアクセス・アドバイザの実行: 初期オプション」の説明に従って初期オプションを選択します。









キャッシュからのSQL文の使用

ワークロード・ソースとしてキャッシュのSQL文を使用できます。ただし、SQLキャッシュ内には現在および最近のSQL文しか格納されていないため、このワークロード・ソースはデータベースのワークロード全体とは異なる場合があります。

キャッシュからのSQL文をワークロード・ソースとして使用する手順: 

	
「SQLアクセス・アドバイザ: ワークロード・ソース」ページで、「現在と最近のSQLアクティビティ」を選択します。

[image: sql_access_source_cache.gifの説明が続きます。]

sql_access_source_cache.gifの説明



	
次の手順に進みます(「SQLアクセス・アドバイザの実行: フィルタ・オプション」を参照)。









既存のSQLチューニング・セットの使用

SQLチューニング・セットをワークロード・ソースとして使用できます。SQLアクセス・アドバイザおよびSQLチューニング・アドバイザのワークロード・ソースとしてSQLチューニング・セットを繰り返し使用できるので、このオプションは便利です。

SQLチューニング・セットをワークロード・ソースとして使用する手順: 

	
「SQLアクセス・アドバイザ: ワークロード・ソース」ページで、「既存のSQLチューニング・セットを使用します。」を選択します。


	
「SQLチューニング・セット」検索アイコンをクリックして、既存のSQLチューニング・セットを使用します。

「検索と選択: SQLチューニング・セット」ダイアログ・ボックスが表示されます。


	
「スキーマ」フィールドで、使用するSQLチューニング・セットを含むスキーマ名を入力し、「実行」をクリックします。

選択したスキーマに含まれるSQLチューニング・セットのリストが表示されます。


	
ワークロード・ソースに使用されるSQLチューニング・セットを選択して「選択」をクリックします。

「検索と選択: SQLチューニング・セット」ダイアログ・ボックスが閉じ、選択したSQLチューニング・セットが「SQLチューニング・セット」フィールドに表示されます。


	
次の手順に進みます(「SQLアクセス・アドバイザの実行: フィルタ・オプション」を参照)。







	
参照:

	
「SQLチューニング・セットの管理」

















仮説ワークロードの使用

ディメンション表では、スター・スキーマまたはスノーフレーク・スキーマに、論理ディメンションのすべての値または一部の値を格納します。主キーまたは外部キー制約を含むディメンション表から仮説ワークロードを作成できます。これは、分析するワークロードが存在しない場合に役立ちます。この場合、SQLアクセス・アドバイザでは現行の論理的なスキーマ設計が調査され、表間で定義された関係に基づいて推奨事項が提供されます。

仮説ワークロードをワークロード・ソースとして使用する手順: 

	
「SQLアクセス・アドバイザ: ワークロード・ソース」ページで、「次のスキーマと表から仮想ワークロードを作成」を選択します。


	
「スキーマと表」を空のままにし、「追加」をクリックして表を検索します。

「ワークロード・ソース: スキーマおよび表の検索と選択」ページが表示されます。


	
「表」セクションで、「スキーマ」フィールドにスキーマ名を入力して「検索」をクリックします。

選択したスキーマの表のリストが表示されます。


	
仮想ワークロードの作成に使用する表を選択し、「表の追加」をクリックします。

「スキーマと表」フィールドに選択した表が表示されます。


	
「OK」をクリックします。

選択した表とともに「SQLアクセス・アドバイザ: ワークロード・ソース」ページが表示されます。


	
次の手順に進みます(「SQLアクセス・アドバイザの実行: フィルタ・オプション」を参照)。







	
参照:

	
マテリアライズド・ビューの概要については、『Oracle Database概要』を参照してください。



















SQLアクセス・アドバイザの実行: フィルタ・オプション

ワークロード・ソースを選択したら、オプションで、フィルタを適用しワークロードで検出されたSQL文の範囲を削減できます。フィルタには次の利点があります。

	
フィルタを使用することによりSQLアクセス・アドバイザがワークロードからのSQL文の特定のサブセットに基づいて推奨事項を生成するため、よりよい推奨事項を生成できる可能性があります。


	
ワークロードから不要なSQL文を削除するフィルタを使用して、処理時間を大幅に削減できます。







	
ヒント:

ワークロードのフィルタ・オプションを選択する前に、次の操作を行います。
	
初期オプションの選択(「SQLアクセス・アドバイザの実行: 初期オプション」を参照)。


	
ワークロード・ソースの選択(「SQLアクセス・アドバイザの実行: ワークロード・ソース」を参照)。












ワークロード・ソースへのフィルタの適用手順: 

	
「SQLアクセス・アドバイザ: ワークロード・ソース」ページで、「フィルタ・オプション」をクリックします。

「フィルタ・オプション」セクションを開きます。


	
「これらのオプションに基づいてワークロードをフィルタ処理します。」を選択します。

「フィルタ・オプション」セクションを有効にします。


	
次の項の説明に従って、適用するフィルタを定義します。

	
リソース使用量のフィルタの定義


	
ユーザーのフィルタの定義


	
表のフィルタの定義


	
SQLテキストのフィルタの定義


	
モジュールのフィルタの定義


	
アクションのフィルタの定義





	
「次へ」をクリックします。

「推奨オプション」ページが表示されます。


	
次の手順に進みます(「SQLアクセス・アドバイザの実行: 推奨オプション」を参照)。






リソース使用量のフィルタの定義

リソース使用量のフィルタでは、指定した数の高負荷SQL文のみが含まれるようにワークロードを制限します。

リソース使用量のフィルタの定義手順: 

	
「SQLアクセス・アドバイザ: ワークロード・ソース」ページのユーザーのリソース使用量の下で、「文の数」フィールドに高負荷SQL文の数を入力します。


	
「ソート順」リストから、SQL文を順序付ける方法を1つ選択します。









ユーザーのフィルタの定義

ユーザー・フィルタで、指定したユーザーによって実行されたSQL文を含めるか除外してワークロードを制限します。

ユーザーのフィルタの定義手順: 

	
「SQLアクセス・アドバイザ: ワークロード・ソース」ページの「ユーザー」の下で、「これらのユーザーによって実行されるSQL文のみを含める」または「これらのユーザーによって実行されるすべてのSQL文を除外する」を選択します。


	
使用可能なユーザーを検索するには、「ユーザー」検索アイコンをクリックします。

「検索と選択: ユーザー」ダイアログ・ボックスが表示されます。


	
ユーザーを選択し、「選択」をクリックします。選択したユーザーのSQL文が含まれるか除外されます。

「検索と選択: ユーザー」ダイアログ・ボックスが閉じ、選択した表が「ユーザー」フィールドに表示されます。

この例では、ユーザーSHが実行したSQL文のみを含むようにフィルタが定義されています。

[image: sql_access_filter_users.gifの説明が続きます。]

sql_access_filter_users.gifの説明










表のフィルタの定義

表のフィルタによって、指定する表のリストにアクセスするSQL文を含めたり除外したりするためにワークロードが制限されます。の「仮説ワークロードの使用」に説明されているとおり、「次のスキーマと表から仮想ワークロードを作成」オプションを選択した場合は、表のフィルタは許可されません。

表のフィルタの定義手順: 

	
表の特定のリストにアクセスするSQL文のみを含むようにするには、「次のいずれかの表にアクセスするSQL文のみを含める」フィールドに表名を入力します。


	
表の特定のリストにアクセスするすべてのSQL文を除外するには、「これらの表のいずれかにアクセスするすべてのSQL文を除外する」フィールドに表名を入力します。


	
使用可能な表を検索するには、「表」検索アイコンをクリックします。

「検索と選択: スキーマと表」ダイアログ・ボックスが表示されます。


	
表を選択し、「選択」をクリックします。選択した表のSQL文が含まれるか除外されます。

「検索と選択: スキーマと表」ダイアログ・ボックスが閉じ、選択した表が対応する「表」フィールドに表示されます。









SQLテキストのフィルタの定義

SQLテキスト・フィルタで、指定したSQLテキストのサブストリングのあるSQL文を含めるか除外してワークロードを制限します。

SQLテキストのフィルタの定義手順: 

	
特定のSQLテキストが含まれているSQL文のみを含むようにするには、「これらのSQLテキスト・サブストリングを含むSQL文のみを含める」フィールドに挿入するSQLテキストを入力します。


	
特定のSQLテキストを含むすべてのSQL文を除外するには、除外するSQLテキストを「これらのSQLテキスト・サブストリングを含むすべてのSQL文を除外する」フィールドに入力します。









モジュールのフィルタの定義

指定したモジュールに関連するSQL文を含めるか除外するためにモジュールのフィルタによりワークロードが制限されます。

モジュールIDのフィルタの定義手順: 

	
次のいずれかの操作を行います。

	
ワークロード内の特定のモジュールIDに関連するSQL文のみを含めるには、「これらのモジュールに関連付けられたSQL文のみを含める」を選択します。


	
ワークロードからの特定のモジュールIDに関連するすべてのSQL文を除外するには、「これらのモジュールに関連付けられているすべてのSQL文を除外する」を選択します。





	
「モジュール」フィールドに関連するSQL文が含まれるか除外されるモジュールの名前を入力します。









アクションのフィルタの定義

アクション・フィルタで、指定したアクションに関連するSQL文を含めるか除外してワークロードを制限します。

アクションのフィルタの定義手順: 

	
次のいずれかの操作を行います。

	
ワークロードの特定のアクションに関連するSQL文のみを含めるには、「これらのアクションに関連付けられているSQL文のみを含める」を選択します。


	
ワークロードの特定のアクションに関連するすべてのSQL文を除外するには、「これらの操作に関連付けられているすべてのSQL文を除外する」を選択します。





	
「アクション」フィールドでアクションを入力します。このアクションに関連するSQL文が含まれるか除外されます。











SQLアクセス・アドバイザの実行: 推奨オプション

ワークロードに対してオプティマイザにより選択された基礎となるデータ・アクセス・メソッドを改善するために、SQLアクセス・アドバイザにより索引、マテリアライズド・ビューおよびパーティションに対する推奨事項が提供されます。これらのアクセス構造を使用すると、データベースからのデータの読取りに要する時間が削減され、ワークロードのパフォーマンスを大幅に改善できます。ただし、これらのアクセス構造を使用する利点とこれらを維持するコストのバランスを考慮する必要があります。




	
ヒント:

SQLアクセス・アドバイザの推奨オプションを選択する前に、次の操作を行います。
	
初期オプションの選択(「SQLアクセス・アドバイザの実行: 初期オプション」を参照)。


	
ワークロード・ソースの選択(「SQLアクセス・アドバイザの実行: ワークロード・ソース」を参照)。


	
フィルタ・オプションの定義(「SQLアクセス・アドバイザの実行: フィルタ・オプション」を参照)。












推奨オプションの指定手順: 

	
「SQLアクセス・アドバイザ: 推奨オプション」ページの「推奨するアクセス構造」の下で、SQLアクセス・アドバイザにより推奨されたアクセス構造のタイプを選択します。

	
索引


	
マテリアライズド・ビュー


	
パーティション化




この例では、前述のすべてのアクセス・タイプが選択されています。

[image: sql_access_recommend_types.gifの説明が続きます。]

sql_access_recommend_types.gifの説明



	
「有効範囲」で、SQLアクセス・アドバイザを実行するモードを選択します。次のいずれかの操作を行います。

	
「制限」を選択します。

制限モードでは、SQLアクセス・アドバイザはワークロードで最もコストの高いSQL文に焦点を当てます。分析は早いですが、推奨事項は制限されます。


	
「包括」を選択します。

包括モードではSQLアクセス・アドバイザによりワークロードのすべてのSQL文が分析されます。分析には時間がかかりますが詳細な推奨事項が提示されます。




この例では、「制限モード」が選択されています。

[image: sql_access_advisor_mode.gifの説明が続きます。]

sql_access_advisor_mode.gifの説明



	
オプションで、「拡張オプション」をクリックします。

「拡張オプション」セクションを開きます。このセクションには次のサブセクションが含まれます。

	
ワークロードの分類

このセクションでは、推奨事項が必要なワークロードのタイプを指定できます。次のカテゴリが使用可能です。

	
ワークロードの不安定性

データ・ウェアハウスのように、主に読取り専用操作がワークロードに含まれる場合は、「問合せのみを考慮」を選択します。不安定なデータは、INSERT、UPDATEおよびDELETEの各操作のパフォーマンスが重要であるオンライン・トランザクション処理(OLTP)システムで役立ちます。


	
ワークロード有効範囲

ワークロードがすべてのアクセス構造のユースケースを表す場合は、「未使用のアクセス構造の削除を推奨」を選択します。





	
領域制限

索引およびマテリアライズド・ビューにより領域を多く使用するパフォーマンスが増加します。次のいずれかの操作を行います。

	
「いいえ、すべての推奨を表示してください(領域制限なし)」を選択して領域制限をなくします。領域制限のない状態でSQLアクセス・アドバイザが起動されると、最善の可能なパフォーマンス推奨事項が作成されます。


	
「はい、追加領域を次の値に制限します」を選択し、次に領域制限をMB、GBまたはTB単位で入力します。領域制限のない状態でSQLアクセス・アドバイザが起動されると、指定された制限を超えない領域要件のある推奨事項のみが作成されます。





	
チューニングの優先度付け

このセクションにより、SQL文をチューニングする方法を指定できます。次の手順を実行します。

	
「SQL文のチューニングを優先させる条件」リストから、SQL文をチューニングする方法を選択し、「追加」をクリックします。


	
オプションで、「アドバイザが推奨を作成する際に作成コストを検討することを許可する」を選択し、頻度に対するアクセス構造の作成コストとSQL文の実行時間における改善の可能性を比較します。それ以外の場合は、作成コストは無視されます。頻繁に実行されるSQL文のために生成された特定の推奨事項が必要な場合は、このオプションを選択する必要があります。





	
デフォルトの記憶域の場所

このセクションを使用してスキーマおよび表領域の場所が定義されたデフォルトの設定を上書きします。デフォルトでは、索引は参照する表のスキーマおよび表領域に置かれています。マテリアライズド・ビューは問合せで参照する最初の表のスキーマおよび表領域に置かれています。マテリアライズド・ビュー・ログは参照する表のスキーマのデフォルト表領域に置かれています。





	
「次へ」をクリックします。

「SQLアクセス・アドバイザ: スケジュール」ページが表示されます。


	
次の手順に進みます(「SQLアクセス・アドバイザの実行: スケジュール」を参照)。









SQLアクセス・アドバイザの実行: スケジュール

SQLアクセス・アドバイザをスケジュールするページを使用して、SQLアクセス・アドバイザ・タスクのスケジュール・パラメータを設定または変更します。


図11-1 SQLアクセス・アドバイザ・タスクのスケジュール

[image: 図11-1の説明が続きます。]

「図11-1 SQLアクセス・アドバイザ・タスクのスケジュール」の説明








	
ヒント:

SQLアクセス・アドバイザ・タスクのスケジュールを設定する前に、次の操作を行います。
	
初期オプションの選択(「SQLアクセス・アドバイザの実行: 初期オプション」を参照)。


	
ワークロード・ソースの選択(「SQLアクセス・アドバイザの実行: ワークロード・ソース」を参照)。


	
フィルタ・オプションの定義(「SQLアクセス・アドバイザの実行: フィルタ・オプション」を参照)。


	
推奨オプションの指定(「SQLアクセス・アドバイザの実行: 推奨オプション」を参照)。












SQLアクセス・アドバイザ・タスクのスケジュール手順: 

	
システムで生成されたタスク名を使用しない場合は、「SQLアクセス・アドバイザ: スケジュール」ページの「アドバイザ・タスク情報」で、「タスク名」フィールドに名前を入力します。

図11-1の例では、SQLACCESS9084523が入力されています。


	
「タスクの説明」フィールドに、タスクの説明を入力します。

図11-1の例では、SQL Access Advisorが入力されています。


	
「ジャーナル・レベル」リストで、タスクのジャーナル・レベルを選択します。

ジャーナル・レベルにより、タスク実行時にSQLアクセス・アドバイザのジャーナルに記録される情報量が制御されます。タスクの結果を表示する場合、この情報は詳細サブページに表示されます。

図11-1の例では、「基本」が選択されています。


	
「タスクの有効期限(日)」フィールドに、タスクを削除する前にデータベース内で保持する日数を入力します。

図11-1の例では、30が入力されています。


	
「合計時間の制限(分)」フィールドに、ジョブの実行が許可される最大の分数を入力します。

このフィールドには、デフォルトを使用するかわりに時間を入力する必要があります。


	
「スケジュール・オプション」の下の「スケジュール・タイプ」リストで、タスクのスケジュール・タイプおよびタスクを実行するメンテナンス・ウィンドウを選択します。次のいずれかの操作を行います。

	
「標準」をクリックします。

このスケジュール・タイプにより、タスクの繰返し間隔および開始時間を選択できます。次の手順を実行します。

	
「タイムゾーン」フィールドにタイムゾーンのコードを入力するか、または検索アイコンをクリックしてコードを領域に移動します。


	
「繰返し」リストで、「繰返しなし」を選択してタスクを1回のみ実行するか、または時間の単位を選択して「間隔」フィールドに単位数を入力します。


	
「開始」の下にある「即時」を選択してすぐにタスクを開始するか、または「後で」を選択して「日付」および「時間」のフィールドを使用して指定した時刻に開始するタスクをスケジュールします。





	
「事前定義されたスケジュールの使用」をクリックします。

このスケジュール・タイプにより、既存のスケジュールを選択できます。次のいずれかの操作を行います。

	
「スケジュール」フィールドに、タスクに使用されるスケジュールの名前を入力します。


	
スケジュールを検索するには、検索のアイコンをクリックします。

「検索と選択: スケジュール」ダイアログ・ボックスが表示されます。

必要なスケジュールを選択し、「選択」をクリックします。「スケジュール」フィールドに選択したスケジュールが表示されます。





	
「繰返し間隔にPL/SQLを使用する標準」をクリックします。

このスケジュール・タイプにより、タスクの繰返し間隔および実行期間(ウィンドウ)を選択できます。次の手順を実行します。

	
「タイムゾーン」フィールドにタイムゾーンのコードを入力するか、または検索アイコンをクリックしてコードを領域に移動します。


	
「開始可能時間」の下にある「即時」を選択してすぐにタスクを開始するか、または「後で」を選択して「日付」および「時間」のフィールドを使用して指定した時刻に開始するタスクをスケジュールします。


	
「繰返し」リストで、「繰返しなし」を選択してタスクを1回のみ実行するか、または時間の単位を選択して「間隔」フィールドに単位数を入力します。


	
「繰返し間隔」フィールドに、SYSDATE+1などのPL/SQLのスケジュール式を入力します。


	
実行画面の終了日がないことを示す場合は、「終了期限」で「終了日指定なし」を選択するか、または「終了日指定」を選択して「日付」および「時間」のフィールドを使用して終了日を指定します。





	
「事前定義されたウィンドウの使用」をクリックします。

このスケジュール・タイプにより、既存のウィンドウを選択できます。「ウィンドウを閉じる際の停止」を選択してウィンドウを閉じるときにジョブを停止します。次のいずれかの操作を行います。

	
「ウィンドウ」フィールドに、タスクに使用されるウィンドウの名前を入力します。


	
ウィンドウを検索するには、検索のアイコンをクリックします。

「検索と選択: ウィンドウとウィンドウ・グループ」ダイアログ・ボックスが表示されます。

目的のウィンドウを選択し、「選択」をクリックします。「スケジュール」フィールドに選択したウィンドウが表示されます。





	
「イベント」をクリックします。

次の手順を実行します。

	
「タイムゾーン」フィールドにタイムゾーンのコードを入力するか、または検索アイコンをクリックしてコードを領域に移動します。


	
「イベント・パラメータ」で、「キュー名」および「条件」に値を入力します。


	
「開始」の下にある「即時」を選択してすぐにタスクを開始するか、または「後で」を選択して「日付」および「時間」のフィールドを使用して指定した時刻に開始するタスクをスケジュールします。


	
実行画面の終了日がないことを示す場合は、「終了期限」で「終了日指定なし」を選択するか、または「終了日指定」を選択して「日付」および「時間」のフィールドを使用して終了日を指定します。





	
「カレンダ」をクリックします。

次の手順を実行します。

	
「タイムゾーン」フィールドにタイムゾーンのコードを入力するか、または検索アイコンをクリックしてコードを領域に移動します。


	
「カレンダ式」に、カレンダ式を入力します。


	
「開始」の下にある「即時」を選択してすぐにタスクを開始するか、または「後で」を選択して「日付」および「時間」のフィールドを使用して指定した時刻に開始するタスクをスケジュールします。


	
実行画面の終了日がないことを示す場合は、「終了期限」で「終了日指定なし」を選択するか、または「終了日指定」を選択して「日付」および「時間」のフィールドを使用して終了日を指定します。







図11-1の例では、スケジュール・タイプに「標準」が選択されています。このタスクは繰り返されず、すぐに開始するようにスケジュールされます。


	
「次へ」をクリックします。

「SQLアクセス・アドバイザ: 確認」ページが表示されます。

[image: sql_access_review.gifの説明が続きます。]

sql_access_review.gifの説明



「オプション」で、SQLアクセス・アドバイザ・タスクの変更済のオプションのリストが表示されます。変更済および未変更の両方のオプションを表示するには、「すべてのオプションの表示」をクリックします。タスクのSQLテキストを表示するには、「SQL表示」をクリックします。


	
「発行」をクリックします。

「アドバイザ・セントラル」ページが表示されます。メッセージでタスクが正常に作成されたことが通知されます。











SQLアクセス・アドバイザ推奨事項の確認

SQLアクセス・アドバイザでは、推奨事項がグラフィカルに表示され、推奨事項による利点が得られるSQL文を迅速に確認できるようにハイパーリンクが提供されます。SQLアクセス・アドバイザによって作成された各推奨事項は、その利点を得るSQL文にリンクされます。




	
ヒント:

SQLアクセス・アドバイザの推奨事項を確認する前に、「SQLアクセス・アドバイザの実行」の説明に従ってSQLアクセス・アドバイザを実行して推奨事項を提示します。







SQLアクセス・アドバイザの推奨事項の確認手順: 

	
「アドバイザ・セントラル」ページで確認するSQLアクセス・アドバイザ・タスクを選択し、「結果の表示」をクリックします。

[image: sql_access_adv_results.gifの説明が続きます。]

sql_access_adv_results.gifの説明



タスクが表示されない場合、画面をリフレッシュする必要がある場合があります。「タスクの結果」ページが表示されます。


	
「サマリー」サブページを確認します。このページには、SQLアクセス・アドバイザの分析結果の概要が表示されます(「SQLアクセス・アドバイザ推奨事項の確認: サマリー」を参照)。


	
「推奨」サブページを確認します。このページには、コスト改善の順に推奨事項が表示されます(「SQLアクセス・アドバイザ推奨事項の確認: 推奨事項」を参照)。


	
ワークロードで分析されたSQL文を確認します(「SQLアクセス・アドバイザ推奨事項の確認: SQL文」を参照)。


	
ワークロード、タスク・オプションおよびSQLアクセス・アドバイザ・タスクの詳細を確認します(「SQLアクセス・アドバイザ推奨事項の確認: 詳細」を参照)。






SQLアクセス・アドバイザ推奨事項の確認: サマリー

「サマリー」サブページにはSQLアクセス・アドバイザによる分析の概要が表示されます。

サマリーの詳細の確認手順: 

	
「タスクの結果」ページで「サマリー」をクリックします。

「タスクの結果」ページの「サマリー」サブページが表示されます。

この例では「制限モード」が選択されているため、SQLアクセス・アドバイザは、すべてのSQL文ではなく最もコストの大きいSQL文を分析します。

[image: sql_access_results_summary.gifの説明が続きます。]

sql_access_results_summary.gifの説明



	
「ワークロードの全体的なパフォーマンス」で、推奨事項の実装における向上の可能性を評価します。


	
「ワークロードのI/Oコスト」グラフを使用して元のワークロードのI/Oコストを新しいコストと比較します。

この例では、推奨事項の実装によりワークロードのI/Oコストが1億710万から4310万に削減されました。


	
「問合せ実行時間の向上」グラフを使用して問合せ実行時間の向上を比較します。

このグラフには、ワークロード内で推奨事項の使用により実行時間が短縮されるSQL文の割合が表示されます。SQL文は反映される向上の係数によりグラフの横軸(1倍から10倍)に沿って分類されます。反映される向上の係数に対して、向上するSQL文の割合は縦軸(0%から100%)に沿って計算されます。

この例では、ワークロード内の約62%のSQL文では、実行時間は改善されませんが、残りの約25%では4倍以上の改善の可能性があります。


	
「推奨」で、「推奨操作の数を表示」をクリックします。

次の例では、索引を2つ、マテリアライズド・ビューを4つ、マテリアライズド・ビュー・ログを4つ作成することを推奨しています。

[image: sql_access_results_reccount.gifの説明が続きます。]

sql_access_results_reccount.gifの説明



	
「SQL文」で、「文の数を表示」をクリックしてSQL文のタイプを表示します。

次の例では、25のSELECT文が分析されています。

[image: sql_access_results_sqlcount.gifの説明が続きます。]

sql_access_results_sqlcount.gifの説明










SQLアクセス・アドバイザ推奨事項の確認: 推奨事項

「推奨」サブページはコストの改善幅順によりSQLアクセス・アドバイザの推奨事項をランク付けします。各推奨事項の詳細も確認できます。

推奨事項の詳細の確認手順: 

	
「タスクの結果」ページで「推奨」をクリックします。

「推奨」サブページが表示されます。

[image: sql_access_results_rec.gifの説明が続きます。]

sql_access_results_rec.gifの説明



	
「コスト改善順の推奨事項」グラフを使用してコストの改善幅順に推奨事項を表示します。

「実装用の推奨の選択」で、実装ステータス、推奨事項ID、コスト改善、領域消費および各推奨事項の影響を受けたSQL文の数とともに各推奨事項がリストされます。上位推奨事項の実装により、ワークロードのパフォーマンス全体に最大限の利点が与えられます。


	
特定の推奨事項の詳細を表示するには、推奨事項を選択して「推奨事項の詳細」をクリックします。

「推奨事項の詳細」ページが表示されます。

[image: sql_access_rec_details.gifの説明が続きます。]

sql_access_rec_details.gifの説明



「推奨事項の詳細」ページには特定の推奨事項に対するすべてのアクションが表示されます。

「アクション」で、各アクションに対するスキーマ名、表領域名および記憶域句の変更を選択できます。アクションのSQLテキストを表示するには、指定されたアクションの「アクション」列のリンクをクリックします。

「推奨の影響を受けるSQL」で、SQL文のSQLテキストおよびコスト改善情報が表示されます。


	
「OK」をクリックします。

「推奨」サブページが表示されます。


	
推奨事項のSQLテキストを表示するには、推奨事項を選択し「SQL表示」をクリックします。

選択した推奨事項で「SQL表示」ページが表示されます。

[image: sql_access_show_sql.gifの説明が続きます。]

sql_access_show_sql.gifの説明










SQLアクセス・アドバイザ推奨事項の確認: SQL文

「SQL文」サブページはコストの改善幅順によりワークロードにあるSQL文をランク付けします。このページを使用して、ワークロードで分析したSQL文の詳細を表示できます。

SQL文の確認手順: 

	
「タスクの結果」ページで「SQL文」をクリックします。

「SQL文」サブページが表示されます。

[image: sql_access_results_sql.gifの説明が続きます。]

sql_access_results_sql.gifの説明



	
「コスト改善順のSQL文」グラフを使用してワークロード内のコストの改善幅順にSQL文を表示します。

「改善するSQL文の選択」で、各SQL文が文ID、SQLテキスト、関連する推奨事項、コスト改善および実行数とともにリストされます。

上位SQL文に関連付けられた推奨事項を実装すると、ワークロードのパフォーマンス全体に最も大きな利点があります。この例では、IDが4の推奨事項の実装により、IDが1052のSQL文のコストが73.68%改善されるという大きな利点を得られます。


	
推奨事項のSQLテキストを表示するには、推奨事項を選択し「SQL表示」をクリックします。

選択した推奨事項で「SQL表示」ページが表示されます。









SQLアクセス・アドバイザ推奨事項の確認: 詳細

「詳細」サブページには、分析に使用されるすべてのワークロード・オプションおよびタスク・オプションのリストが表示されています。また、このページを使用すると、タスクが作成されたときに使用されるジャーナル・レベルに基づいて、タスクのジャーナル・エントリのリストを参照できます。

ワークロードおよびタスクの詳細の確認手順: 

	
「タスクの結果」ページで「詳細」をクリックします。

「詳細」サブページが表示されます。

[image: sql_access_results_details.gifの説明が続きます。]

sql_access_results_details.gifの説明



「ワークロードおよびタスクのオプション」で、アドバイザのタスクが作成されたときに選択されたオプションのリストが表示されます。

「ジャーナル・エントリ」で、タスクが実行されている間にSQLアクセス・アドバイザのジャーナルに記録されたメッセージのリストが表示されます。











SQLアクセス・アドバイザ推奨事項の実装

SQLアクセス・アドバイザの推奨事項は、簡単な提案から、一連の既存の実表をパーティション化し、一連のデータベース・オブジェクト(索引、マテリアライズド・ビュー、マテリアライズド・ビュー・ログ)を実装するといった複雑なソリューションにまで及びます。実装する推奨事項を選択し、ジョブの実行がいつ必要とされるかをスケジュールできます。




	
ヒント:

SQLアクセス・アドバイザの推奨事項を実装する前に、コスト面での利点を考慮して、どの推奨事項を実装するかを決定します。詳細は、「SQLアクセス・アドバイザ推奨事項の確認」を参照してください。







SQLアクセス・アドバイザの推奨事項の実装手順: 

	
「タスクの結果」ページで「推奨」をクリックします。

「推奨」サブページが表示されます。


	
「実装用の推奨の選択」で、実装する推奨事項を選択して「スケジュール実装」をクリックします。

次の例では、IDの値が4の推奨事項が選択されています。

[image: sql_access_schedule_imp.gifの説明が続きます。]

sql_access_schedule_imp.gifの説明



「スケジュール実装」ページが表示されます。


	
システムで生成されたジョブ名を使用しない場合は、「ジョブ名」フィールドにジョブ名を入力します。


	
エラーが発生した場合は、実装ジョブを停止する必要があるかどうかを判断します。次のいずれかの操作を行います。

	
エラーが発生した場合に処理を停止するには、「エラー時に停止」を選択します。


	
エラーが発生した場合に処理を続行するには、「エラー時に停止」の選択を解除します。





	
「スケジュール・オプション」の下の「スケジュール・タイプ」リストで、タスクのスケジュール・タイプおよびタスクを実行するメンテナンス・ウィンドウを選択します。次のいずれかの操作を行います。

	
「標準」をクリックします。

このスケジュール・タイプにより、タスクの繰返し間隔および開始時間を選択できます。次の手順を実行します。

	
「タイムゾーン」フィールドにタイムゾーンのコードを入力するか、または検索アイコンをクリックしてコードを領域に移動します。


	
「繰返し」リストで、「繰返しなし」を選択してタスクを1回のみ実行するか、または時間の単位を選択して「間隔」フィールドに単位数を入力します。


	
「開始」の下にある「即時」を選択してすぐにタスクを開始するか、または「後で」を選択して「日付」および「時間」のフィールドを使用して指定した時刻に開始するタスクをスケジュールします。





	
「事前定義されたスケジュールの使用」をクリックします。

このスケジュール・タイプにより、既存のスケジュールを選択できます。次のいずれかの操作を行います。

	
「スケジュール」フィールドに、タスクに使用されるスケジュールの名前を入力します。


	
スケジュールを検索するには、検索のアイコンをクリックします。

「検索と選択: スケジュール」ダイアログ・ボックスが表示されます。

必要なスケジュールを選択し、「選択」をクリックします。「スケジュール」フィールドに選択したスケジュールが表示されます。





	
「繰返し間隔にPL/SQLを使用する標準」をクリックします。

このスケジュール・タイプにより、タスクの繰返し間隔および実行期間を選択できます。次の手順を実行します。

	
「タイムゾーン」フィールドにタイムゾーンのコードを入力するか、または検索アイコンをクリックしてコードを領域に移動します。


	
「開始可能時間」の下にある「即時」を選択してすぐにタスクを開始するか、または「後で」を選択して「日付」および「時間」のフィールドを使用して指定した時刻に開始するタスクをスケジュールします。


	
「繰返し」リストで、「繰返しなし」を選択してタスクを1回のみ実行するか、または時間の単位を選択して「間隔」フィールドに単位数を入力します。


	
「繰返し間隔」フィールドに、SYSDATE+1などのPL/SQLのスケジュール式を入力します。


	
実行画面の終了日がないことを示す場合は、「終了期限」で「終了日指定なし」を選択するか、または「終了日指定」を選択して「日付」および「時間」のフィールドを使用して終了日を指定します。





	
「事前定義されたウィンドウの使用」をクリックします。

このスケジュール・タイプにより、既存のウィンドウを選択できます。「ウィンドウを閉じる際の停止」を選択してウィンドウを閉じるときにジョブを停止します。次のいずれかの操作を行います。

	
「ウィンドウ」フィールドに、タスクに使用されるウィンドウの名前を入力します。


	
ウィンドウを検索するには、検索のアイコンをクリックします。

「検索と選択: ウィンドウとウィンドウ・グループ」ダイアログ・ボックスが表示されます。

目的のウィンドウを選択し、「選択」をクリックします。「スケジュール」フィールドに選択したウィンドウが表示されます。





	
「イベント」をクリックします。

次の手順を実行します。

	
「タイムゾーン」フィールドにタイムゾーンのコードを入力するか、または検索アイコンをクリックしてコードを領域に移動します。


	
「イベント・パラメータ」で、「キュー名」および「条件」に値を入力します。


	
「開始」の下にある「即時」を選択してすぐにタスクを開始するか、または「後で」を選択して「日付」および「時間」のフィールドを使用して指定した時刻に開始するタスクをスケジュールします。


	
実行画面の終了日がないことを示す場合は、「終了期限」で「終了日指定なし」を選択するか、または「終了日指定」を選択して「日付」および「時間」のフィールドを使用して終了日を指定します。





	
「カレンダ」をクリックします。

次の手順を実行します。

	
「タイムゾーン」フィールドにタイムゾーンのコードを入力するか、または検索アイコンをクリックしてコードを領域に移動します。


	
「カレンダ式」に、カレンダ式を入力します。


	
「開始」の下にある「即時」を選択してすぐにタスクを開始するか、または「後で」を選択して「日付」および「時間」のフィールドを使用して指定した時刻に開始するタスクをスケジュールします。


	
実行画面の終了日がないことを示す場合は、「終了期限」で「終了日指定なし」を選択するか、または「終了日指定」を選択して「日付」および「時間」のフィールドを使用して終了日を指定します。







この例では、スケジュール・タイプに「標準」が選択されています。ジョブは繰り返されず、すぐに開始されるようにスケジュールされます。

[image: sql_access_schedule_options.gifの説明が続きます。]

sql_access_schedule_options.gifの説明



	
オプションで、「SQL表示」をクリックしてジョブのSQLテキストを表示します。


	
ジョブを送信するには、「発行」をクリックします。


	
ジョブがすぐに開始するようにスケジュールされているか、または後で開始するようにスケジュールされているかによって、次のいずれかの操作を行います。

	
ジョブをすぐに送信した場合、および「タスクの結果」ページが表示される場合は、「スケジューラのジョブ」フィールドのリンクをクリックして「ジョブの表示」ページを表示します。手順10に進みます。


	
ジョブが後で実行されるようにスケジュールされている場合は、手順9に進みます。





	
次の手順を実行します。

	
「サーバー」ページの「Oracle Scheduler」の下で、「ジョブ」をクリックします。

「スケジューラのジョブ」ページが表示されます。


	
実装ジョブを選択し、「ジョブ定義の表示」をクリックします。

選択したジョブに対する「ジョブの表示」ページが表示されます。





	
「ジョブの表示」ページの「操作の詳細」の下で、操作のステータスを確認します。

[image: sql_access_operation_det.gifの説明が続きます。]
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オプションで、操作を選択して「表示」をクリックします。

「操作の詳細」ページが表示されます。

このページには、トラブルシューティングに使用できる情報(開始日および開始時間、実行期間、使用されるCPU時間、セッションIDなど)が含まれます。


	
オプションで、データベースのホームページで「スキーマ」をクリックします。

スキーマ・サブページが表示されます。このページでは、SQLアクセス・アドバイザにより推奨されたアクセス構造が作成されていることを確認できます。作成されるアクセス構造のタイプによって、Indexesページ、Materialized ViewsページまたはMaterialized View Logsページを使用してアクセス構造を表示できます。
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The Top Modules section is displayed.

The View list shows the value Top Modules.

The table has the following columns: Activity (%), Service, Module. The Activity column represents values as a horizontal bar chat with an associated number. The other columns represent values as links.

Row 1 has the following values: 95.19, SYS$USERS, SQL*Plus. Row 2 has the following values: 1.92, SYS$USERS, Realtime Connection. Row 3 has the following values: 1.28, SYS$USERS, null. Row 4 has the following values: 1.28, SYS$USERS, emagent.exe. Row 5 has the following values: .32, SYS$USERS, DBMS_SCHEDULER.

The total sample count is 312.

End of description.


This screenshot shows a section of the Edit Settings page.

One selection possibility is shown. For Snapshot Retention, select one of the following: Use Time-Based Retention (shown selected), or Retain Forever. The first option has a corresponding text field, with the value 30 shown.

End of description.


The Create SQL Tuning Set: Schedule page is shown.

The Create SQL Tuning Set: Schedule section is shown.The database is orcl111. The Finish, Cancel, Back, and Next buttons are shown. The text between the Back and Next buttons is "Step 4 of 5."The text says "A job will be created and scheduled to collect SQL statements and load them into the new SQL tuning set."The Job Parameters section is shown.The Job Name field shows CREATE_STS_1173267160578.The Description field is null.The Schedule section shows two options: Immediately (selected) and Later. The Time Zone list shows Pacific/Pago_Pago. The Date is Mar 7, 2007. The Time is 3:32 a.m.

End of description.


The Performance subpage of the Host page is shown.

On the top left is a View list with Performance Summary selected. On the top right is a View Data list with Real Time: Manual Refresh shown.

Three charts appear on the page. Under CPU Utilization, the chart shows that CPU usage peaked at 100%. Under Memory Utilization, the chart shows that memory usage is constant at approximately 90%. Under Disk I/O Utilization, the chart shows that disk usage has been fluctuating around 10.

Underneath the charts is the Processes section.

There are 69 process.

This section has a Top 10 Processes subsection.

The View By list shows CPU Utilization (%).

The table has the following columns: Process ID Command, CPU Utilization (%), Resident Size (KB), Virtual Size (KB) Owner.

There are 10 rows in the table. Row 1 has the values: 3896, iexplore, 1, 34128, 43936, N/A. Row 2 has the values: 2320, cmd, 0, 88, 1476, N/A. The remaining rows are similar to row 2 in terms of CPU and size.

End of description.


The Active Sessions Working: CPU Used page is shown.

The Active Sessions chart has a y-axis that ranges from 0.0 to 2. The x-axis ranges from 11:02 a.m. to 12:00 a.m.

The activity spikes to 2.0 at 11:40 and then drops off. The activity spikes to 1.8 at 11:52 and hovers around 1.8 for the remaining times shown.

The Detail for Selected 5 Minute Interval section appears underneath the chart. The Top Working SQL section appears below.

The Action list shows the Schedule SQL Tuning Advisor option. Next to it is a Go button.

The table has the following columns: Select, Activity (%), SQL ID, SQL Type.

Row 1 has the following values: (checkbox), 29.93, batd1pgpg49zf, PL/SQL EXECUTE.

Row 2 has the following values: (checkbox), 13.57, 94fzm3jx1c1yp, PL/SQL EXECUTE.

Row 3 has the following values: (checkbox), 12.14, axabnfyfp4r3p, SELECT.

Rows 4-10 have a variety of DML statements.

The Top Working Sessions section appears to the right of the Top Working SQL section.

The View list shows the Top Session value.

The table has the following columns: Activity (%), Session ID, User Name, Program.

Row 1 has the following values: (checkbox), 55.92, 113, HR, sqlplus.

Row 2 has the following values: (checkbox), 21.49, 125, SH, sqlplus.

Rows 3-8 show insignificant session activity.

End of description.


The title is WORKLOAD REPOSITORY COMPARE PERIOD REPORT.

The first table has the following columns: Snapshot Set, DB Name, DB Id, Instance, Inst num, Release, Cluster, Host, Std Block Size.

Row 1 has the following values: First (1st), EMDC, 1621828677, emdc, 1, 11.1.0.4.0, NO, stbcs09-1, 8192.

Row 2 has the following values: Second (2nd), EMDC, 1621828677, emdc, 1, 11.1.0.4.0, NO, stbcs09-1, 8192.

The second table has the following columns: Snapshot Set, Begin Snap Id, Begin Snap Time, End Snap Id, End Snap Time, Avg Active Users, Elapsed Time (min), DB time (min).

Row 1 has the following values: 1st, 50, 21-Mar-07 13:59:33 (Wed), 52, 21-Mar-07 16:00:51 (Wed), 0.04, 121.31, 5.05.

Row 2 has the following values: 2nd, 110, 22-Mar-07 21:00:07 (Thu), 114, 22-Mar-07 23:00:47 (Thu), 0.42, 120.66, 50.44.

Row 3 has the following values: %Diff, null, null, null, null, 950.00, -0.54, 898.07.

The Host Configuration Comparison section follows.

The section contains a table with the following columns: null, 1st, 2nd, Diff, %Diff.

Row 1 has the following values: Number of CPUs, 1, 1, 0, 0.00.

Row 2 has the following values: Physical Memory, 1773M, 1773M, 0M, 0.00.

Row 3 has the following values: Load at End Snapshot, 2.07, .52, -1.55, -74.88.

Row 4 has the following values: %User Time, 3.97, 7.72, 3.75, 94.46.

Row 5 has the following values: %System Time 9.15, 8.87, -.28, -3.06.

Row 6 has the following values: %Idle Time, 86.75, 83.25, -3.5, -4.03.

Row 7 has the following values: %IO Wait Time, 1.55, 2.06, .51, 32.90.

The System Configuration Comparison section follows.

The section contains a table with the following columns: null, 1st, 2nd, Diff, %Diff.

Row 1 has the following values: SGA Target, 0, 0, 0M, 0.00.

Row 2 has the following values: Buffer Cache, 96M, 96M, 0m, 0.00.

Row 3 has the following values: Shared Pool Size, 196M, 196M, 0M, 0.00.

Row 4 has the following values: Large Pool Size, 0M, 0M, 0M, 0.00.

Row 5 has the following values: Java Pool Size, 52M, 52M, 0M, 0.00.

Row 6 has the following values: Streams Pool Size, 0M, 0M, 0M, 0.00.

Row 7 has the following values: Log Buffer, 6120K, 6120K, 0K, 0.00.

End of description.


This screenshot shows the General section of the Automatic Workload Repository page.

In the top right corner of the screenshot are the following buttons: Edit.

Four label-value pairs appear. The value for the Snapshot Retention (days) label is: 30. The value for the Snapshot Interval (minutes) label is: 30. The value for the Collection Level label is: TYPICAL. The value for the Next Snapshot Capture Time interval is: Jan 20, 2009 1:55:08 PM.

End of description.


This graphic shows a horizontal arrow labeled User Response Time, with points at each end. Under the User Response Time arrow and parallel to it are 9 smaller two-pointed arrows. The left to right the arrows are labeled as follows: Browser, WAN, Apps Server, LAN, DB Time, LAN, Apps Server, WAN, and Browser. The DB Time arrow, which is in the middle of the graphic, is blue. The end points of the DB Time arrow map to a gray segment of the User Response Time arrow.

End of description.


On the Compare Periods: First Period End page shown, 8 rows are shown. Row 8 is the only one selected.

Row 8 has the following values: (selected), 8 (shown as a link), Feb 5, 2009 3:20:10 PM, TYPICAL, null.

End of description.


The Create Baseline: Baseline Interval Type section appears.

On the top right the Cancel and Continue buttons appear.

The following mutually exclusive options are shown: Single (selected) and Repeating.

End of description.


The Top Actions section is displayed.

The View list displays Top Actions.

The table contains the following columns: Activity (%), Service, Module, Action. The Activity data is presented as a horizontal bar chart with attached number. The data in the other columns is presented as links.

The table contains 7 rows.

Row 1 has the following values: 88.03, SYS$USERS, SQL*Plus, and SALES_INFO.

Row 2 has the following values: 1.08, SYS$USERS, null, and null.

Row 3 has the following values: .72, SYS$BACKGROUND, null, and null.

Row 4 has the following values: .72, emdc, OEM.SystemPool, and null.

Row 5 has the following values: .36, emdc, OEM.CacheModeWaitPool, and null.

Row 6 has the following values: .36, SYS$USERS, EM PING, null.

Row 7 has the following values: .36, SYS$USERS, emagent, and null.

End of description.


The screenshot shows the Details subpage of the Results for Tasks page. The other subtabs displayed are Summary, Recommendations, and SQL Statements. The Details subpage has two tables: "Workload and Task Options", and "Journal Entries".

The Workload and Task Options table has descriptive text below the title which reads "These are the options that were selected when the advisor task was created." Below this text, on the right-hand side of the page is a link for the previous page (disabled), and action list for selecting which options are displayed (the value "1-10 of 29" is selected), and a link for Next 10. The table has 3 columns, which are named, from left to right: Option, Value, and Description. There are 10 rows displayed in the table. They contain the following values, in column order from left to right and row order from top to bottom:

	
Advisor Mode, Comprehensive, Specifies the mode in which SQL Access Advisor will operate during an analysis, either limited (quicker results) or comprehensive (higher quality recommendations)


	
Analysis Scope, All Tuning Artifacts, The type of recommendations that are allowed.


	
Creation Cost, Consider creation cost, When specified, the SQL Access Advisor will weigh the cost of creation of access structures against the frequency of the queries and potential improvement in query execution time


	
Default Index Schema, None, Specifies the default owner for new index recommendations


	
Default Index Tablespace, None, Specifies the default tablespace for new index recommendations


	
Default MVLog Tablespace, None, Specifies the default tablespace for new materialized view log recommendations


	
Default MView Schema, None, Specifies the default owner for new materialized view recommendations


	
Default MView Tablespace, None, Specifies the default tablespace for new materialized view recommendations


	
Default Partitioning Tablespaces, None, Specifies the default tablespaces for new Partitioning recommendations


	
Excluded Actions, None, Contains a list of application actions that are NOT eligible for tuning




Below this table, on the right-hand side of the page is a link for the previous page (disabled), and action list for selecting which options are displayed (the value "1-10 of 29" is selected), and a link for Next 10.

The Journal Entries table has descriptive text below the title which reads "These are the messages that were logged to the advisor journal while the task was executing. The amount of information logged is controlled by the 'Journalling Level' option shown in the table above." Below this text, on the right-hand side of the page is a link for the previous page (disabled), and action list for selecting which options are displayed (the value "1-10 of 18" is selected), and a link for the Next 8. The table has 3 columns, which are named, from left to right: Severity, Entry, and Order. Only 7 of the first 10 rows are shown in the screenshot. The rows in the table are sorted by the descending value of the Order column. These rows contain the following values, in column order from left to right and row order from top to bottom:

	
Information icon, Preparing workload for analysis, 1


	
Information icon, Filter Summary: Valid username: Unused, 2


	
Information icon, Filter Summary: Invalid username: Unused, 3


	
Information icon, Filter Summary: Valid module: Unused, 4


	
Information icon, Filter Summary: Invalid module: Unused, 5


	
Information icon, Filter Summary: Valid action: Unused, 6


	
Information icon, Filter Summary: Invalid action: Unused, 7




End of description.


This screenshot shows the top portion of the Finding History: Top SQL by DB Time page.

In the top left corner of the screenshot are the following elements: View list, calendar icon, Go button, and Filters button. The value shown in the View list is Jan 19, 2009.

A line chart is shown. The units of the x-axis are hours. The x-coordinates shown range from 7:00 p.m. on January 19 to 7 p.m. on January 20. The units of the y-axis are: active sessions. The y-coordinates shown range from 0.0 to 2.0. The following types of information are plotted in the chart: Other Load on System, and Impact of Finding. The chart spiked between 2 p.m. and 5 p.m. on January 20. The time from 1 p.m. to 4 p.m. is included in a rectangle.

Underneath the chart is a slider.

This screenshot includes a Detail for Selected 3 Hour Interval section.

Underneath the section title are the following left-justified links: Show All Details, and Hide All Details.

Underneath the row of elements is a table. The table contains the following columns: Details, Finding Details, Impact (Active Sessions), and Start Date. Values in the Details column are displayed as a navigation tree. Values in the Finding Details column are displayed as links.

5 rows are shown in the table. The values of row 1 are: Show, ADDM:399937146_1_99, 0.5, and Jan 20, 2009 2:30:56 PM PST. Each subsequent row shows the same Finding Details value, except with the last two digits increased by one (100, 101, etc.). The Impact values ranged from .21 to 1.87.

End of description.


The screenshot shows the Operation Detail table on the View Job page. At the top of the table is a single button labeled View. The table has 5 columns, and only 1 row is shown. The columns and values are, listed from left to right:

	
Select: selected


	
Log ID: 1153 (hyperlinked)


	
Log Date: Mar 28, 2007 6:48:43 PM –07:00


	
Operation: RUN


	
Status: SUCCEEDED




End of description.


Overall Task Statistics section is shown.The following name-value pairs appear: Executions is 2, Candidate SQL is 55, Distinct SQL Examined is 46.SQL Examined Status shows a pie chart. 70% is SQL Examined Without Findings (32). 30% is SQL Examined with Findings. 0% is SQL Skipped Due to Errors.The Breakdown by Finding Type chart is shown. There are four bars, part blue (Not Implemented) and part green (Implemented). The y-axis is Number of SQL and ranges from 0 to 10. SQL Profile is 7 blue and up to 8 green. Index is 1 blue. Statistics is 8 blue. Restructure SQL is 2 blue.The Profile Effect Statistics section is shown. The title of the chart is Tuned SQL DB Time Benefit (seconds per week). Implemented (sec) is 7318. Potential (sec) is 4.The y-axis is DB Time (s) and ranges from 0 to 9000. The x-axis is Implemented Recommended. The legend is navy blue as Before and light blue as After. Before is at 7500 whereas After is just above 0.

End of description.


The Create SQL Tuning Set: Load Methods page is shown.

The database is orcl1111. The Finish, Cancel, Back, and Next buttons are shown. Between the Back and Next button the text "Step 2 of 5" is shown.

The text says "Pick one of the load methods to collect and load SQL statements into the SQL tuning set." Two options are possible. The option selected is "Incrementally capture active SQL statements over a period of time from the cursor cache." The text says "Specify the duration within which the SQL statements will be collected, and specify frequency over which the active SQL statements from the cursor cache will be collected repeatedly." The Duration box shows 24 hours. The Frequency box shows 5 minutes. The deselected option is "Load SQL statements one time only." The Data Source list shows Cursor Cache selected.

End of description.


The Top Background Events section is shown.

The table has the following columns: Event, Event Class, % Activity, Avg Active Sessions.

Row 1 has the following values: CPU + Wait for CPU, CPU, 22.81, and 0.82.

Row 2 has the following values: log file parallel write, System I/O, 8.22, 0.30.

Row 3 has the following values: control file parallel write, System I/O, 3.05, 0.11.

Row 4 has the following values: control file sequential read, System I/O, 1.11, 0.04.

Row 5 has the following values: db file sequential read, User I/O, 1.11, 0.04.


The Schedule SQL Tuning Advisor section is shown.The Cancel and OK button appear on the upper right.The Name field has SQL_TUNING_1173098703162.The Description field is empty.The SQL Tuning Set field is empty. A Go button is to the right of the field.The SQL Statements Count is 0.The Scope section permits you to select Limited or Comprehensive. Comprehensive is selected. The Time Limit per Statement is 5. The Total Time Limit is 30.The Schedule section has the Time Zone set to Pacific/Pago_Pago.The available options are IMmediately (selected) or Later.

End of description.


The Top Disk Devices (ordered by % Busy) section on the Disk Details page is shown.

The table contains the following columns: Status, Device, Busy (%), Average Outstanding Requests, Reads per second, Writes per second, Blocks Read (512 bytes per second), Blocks Written (512 bytes per second), Average Wait Time (ms), Average Service Time (ms).

Row 1 contains the following values: (check mark icon), 0 C:, 2.82, .06, 3.04, 5.14, 120.85, 8453, 0, 7.3.

Row 2 contains the following values: (check mark icon), 1 E:, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0.

End of description.


This graphic shows the SQL Profiles and SQL Patches section.

The text reads: A SQL Profile contains additional information (auxiliary statistics) that aids the optimizer to select the optimal execution plan of a particular SQL statement. A SQL Patch is automatically generated to workaround an error or performance problem for a single SQL statement.

The table has the following columns: Select, Name, Type, Category, Status, Created.

The next section is titled SQL Plan Baseline.

The text says: A SQL Plan Baseline is an execution plan deemed to have acceptable performance for a given SQL statement.

The table has the following columns: Select, Name, Fix, Accept, Auto Purge, Enabled, Created.

Row 1 values are STMT01, NO, YES, NO, YES, Apr 21, 2009, 12:57:53 PM.


The Top Objects section is shown.

The View list shows Top Objects.

The table contains the following columns: Activity (%), Object Name, and Object Type. Values in the Activity column are shown as bar charts with an associated number. Values in the Object Name column are shown as links.

The table contains 1 row. Row 1 has the following values: 100, SYS.I_SYSAUTH1, and INDEX.

The total sample count is 1.

End of description.


The Create SQL Tuning Set: Load Methods page is shown.

In the Data Source field, AWR Baseline is selected. In the AWR Baseline field, BASELINE_PEAK_LOAD is entered.

End of description.


This screenshot contains a table. The table contains the following columns: Impact (%), Finding, Occurrences (last 24 hours). The values in the Finding and Occurrences columns are links. Values in the Impact column are shown as a horizontal bar and labeled with a number.

In the ADDM Performance Analysis section, 4 ADDM Findings are listed.

The first ADDM Finding shows that SQL statements are consuming significant database time. The impact of this finding is 83.7%.

The second ADDM Finding shows that the "Scheduler" Wait Class was consuming significant database time. The impact of this finding is 23.4%.

The third ADDM Finding shows that Log File Switches were consuming significant database time. The impact of this finding is 3.5%.

The fourth ADDM Finding shows that an Undersize Buffer Cache was consuming significant database time. The impact of this finding was 2.1%.

End of description.


The SQL Plan Control page is shown.

The Cancel and OK buttons are on the top right.

The Load SQL Plan Baselines section is shown. The possible options are "Load plans from SQL Tuning Set (STS)" and "Load plans from cursor cache."

The Job Parameters section is shown. The Job Name is SPM_LOAD_20070627_105654. The Description field is null.

The Schedule section is shown. The possible options are Immediately (selected) or Later. Next to later the Time Zone list shows Universal Time. The Date field shows June 27, 2007. The Time lists show 10:56:00 a.m.

End of description.


The Parallel Execution tab is shown.

4 line charts are shown.

In the first chart, the y-axis units are sessions. The y-axis values range from 0 to 40. The x-axis units are hours of day, shown in 10-minute intervals. The values range from 11:00 a.m. to 12:20 p.m. The following types of information are tracked in the chart: Active Serial Sessions and Active Parallel Sessions. The chart shows that serial sections remain at around 45. Parallel session activity at level 10 begins at 11:30 a.m.

In the second chart, the y-axis units are sessions. The y-axis values range from 0 to 20. The x-axis units are hours of day, shown in 10-minute intervals. The values range from 11:00 a.m. to 12:20 p.m. The following types of information are tracked in the chart: Parallel QC and Parallel Slaves. The chart shows minor parallel slaves activity at level 5 beginning at 11:30 a.m. There is minor Parallel QA activity during the same time period.

In the third chart, the y-axis units are per second. The y-axis values range from 0 to 3. The x-axis units are hours of day, shown in 10-minute intervals. The values range from 11:20 a.m. to 12:20 p.m. The following types of information are tracked in the chart: DDL Statements Parallelize, DML Statements Parallelize, and Queries Parallelized. The parallel queries activity spikes to 3 per second at 11:30 a.m. and remains fairly constant.

In the fourth chart, the y-axis units are per second. The y-axis values range from 0 to 3. The x-axis units are hours of day, shown in 10-minute intervals. The values range from 11:20 a.m. to 12:20 p.m. The following types of information are tracked in the chart: Serialized, Downgraded 100%, Downgraded 75%, Downgraded 50%, Downgraded 25%, and Not Downgraded. The chart a large block of Downgraded 25% activity at 3 per second from 11:30 a.m. to 11:40 a.m. The Downgraded 100% activity spikes to 3 per second at 11:40 a.m. and remains fairly constant at this rate.

End of description.


Four tabs are shown: Statistics (selected), Activity, Plan, Plan Control, Tuning History, and SQL Monitoring (grayed out).

In the Summary section, the Active Sessions chart is shown. The y-axis values range from 0 to 1. The x-axis values range from 11:04 to 12:05. Session activity spikes to .5 at 11:35 and then hovers around .25.

The General section has the following name-value pairs: Module is SQL*Plus, Action is null, Parsing Schema is HR, PL/SQL Source is Not Applicable, SQL Profile is n/a, and SQL Plan Baseline is n/a. The Activity By Waits pie chart has a legend of Remaining Waits (61.2%), Concurrency Waits (17.7%), and CPU (21%).

The Activity By Time section has the following name-value pairs: Elapsed Time (sec) is 303.73, CPU Time (sec) is 63.86, and Wait Time (sec) is 239.87.The Elapsed Time Breakdown section has the following name-value pairs: SQLTime (sec) is 303.73, PL/SQL Time (sec) is 0, Java Time (sec) is 0.The Shared Cursors Statistics section has the following name-value pairs: Total Parses is 1, Hard Parses is 0, Child Cursors is 1, Child Cursors with Loaded Plans is 1, Invalidations is 0, Largest Cursor Size (KB) is 16.39, and All Cursor Size (KB) is 16.39.The Execution Statistics table has the following columns: null, Total, Per Execution, and Per Row. Row 1 has the following values: Executions, 1, 1, n/a. Row 2 has the following values: CPU Time (sec), 2362.10, 2362.10, and n/a. Row 3 has the following values: Buffer Gets, 214871708, 214871708, and n/a. Row 4 has the following values: Disk Reads, 7240, 7240, and n/a. Row 5 has the following values: Direct Writers, 0, 0, and n/a. Row 6 has the following values: Rows, 0, 0, and n/a. Row 7 has the following values: Fetches, 0, 0, and n/a.The Other Statistics section has the following name-value pairs: Executions that Fetched All Rows (%) is 0.

End of description.


The table contains the following columns: Slot Time (Duration), Slot Count, Event, Event Count, % Event.

Row 1 has the values: 14:10:50 (1.2 min), 5, control file sequential read, 4, 0.11.

Row 2 has the values: null, null, CPU + Wait for CPU, 1, 0.03.

Row 3 has the values: 14:12:00 (3.0 min), 9, CPU + Wait for CPU, 5, 0.14.

Row 4 has the values: null, null, control file parallel write, 2, 0.05.

Row 5 has the values: null, null, null event, 1, 0.03.

Row 6 has the values: 14:15:00 (3.0 min), 8, control file parallel write, 4, 0.11.

Row 7 has the values: null, null, control file sequential read, 4, 0.11.

Row 8 has the values: 14:18:00 (3.0 min), 10, control file sequential read, 6, 0.16.

Row 9 has the values: null, null, control file parallel write, 3, 0.08.

Row 10 has the values: null, null, SQL*Net break/reset to client, 1, 0.03.

Row 11 has the values: 14:21:00 (3.0 min), 14, CPU + Wait for CPU, 5, 0.14.

Row 12 has the values: null, null, control file parallel write, 5, 0.14.

Row 13 has the values: null, null, control file sequential read, 3, 0.08.

End of description.


The ASH Report for EMDC/emdc appears.The top of the report is a table with the following columns: DB Name, DB Id, Instance, Inst num, Release, RAC, and Host. Row 1 shows the following values: EMDC, 399937146, emtst, 1, 11.2.0.0.2, NO, and dadvmn0621.The next table has the following columns: CPUs, SGA Size, Buffer Cache, Shared Pool, and ASH Buffer Size. Row 1 shows the following values: 1, 355M(100%), 96M(27.0%), 196M(55.2%), and 2.0M(0.6%).The next table has the following columns: null, Sample Time, and Data Source.The table contains 7 rows. Row 1 contains the following values: Analysis Begin Time, 29-Jan-09 14:30:20, V$ACTIVE_SESSION_HISTORY.Row 2 contains the following values: Analysis End Time, 29-Jan-09 14:35:20, and V$ACTIVE_SESSION_HISTORY.Row 3 contains the following values: Elapsed Time, 15.0(mins), and null.Row 4 contains the following values: Sample Count, 1083, and null.Row 5 contains the following values: Average Active Sessions, 3.61, and null.Row 6 contains the following values: Avg. Active Session per CPU, 3.61, and null.Row 7 contains the following values: Report Target, None specified, and null.Below the table is the heading "ASH Report." The following links appear below the heading: Top Events, Load Profile, Top SQL, Top PL/SQL, Top Java, Top Sessions, Top Objects/Files/Latches, Activity Over Time.

End of description.


The First Period section is shown.

The section contains 6 name-value pairs. The Baseline ID label has the value 2. The Name label has the value BASELINE_THU_1530. The Beginning Snapshot ID has the value 9. The Ending Snapshot ID label has the value 15. The Capture Time label has the value Feb 5 2009 3:30:14 PM. The Capture Time label has the value Feb 5 2009 4:30:50 PM.

End of description.


The Top User Events subsection is shown.

The table has the following columns: Event, Event Class, % Event, and Avg Active Sessions.

Row 1 has the values: CPU + Wait for CPU, CPU, 30.56, and 1.10.

Row 2 has the values: db file sequential read, User I/O, 23.64, 0.85.

Row 3 has the values: flashback buf free by RVWR, Configuration, 3.32, 0.12.

Row 4 has the values: latch: shared pool, Concurrency, 1.02, 0.04.

End of description.


The Edit Thresholds: Number of Transactions (per second) page is shown.The Cancel, Clear Thresholds, and Apply Thresholds buttons are shown.Last Updated is February 5, 2009 5:29:34 PM PST.The AWR Baseline section includes the Name list. BASELINE_THU_1530 is selected.The Number of Transactions (per second) vs. Baseline section includes a chart. A thumbnail graph is shown underneath Thu.The y-axis of the chart goes from 0 to 750. The x-axis goes from 12 AM to 11 PM. The activity spikes at 3 p.m. to 750.The Threshold Setting sections includes: the Threshold Type list, with Significance Level selected; the Critical list with None selected; the Warning list with None selected; the Occurrences text box with 2 shown. The Preview button is shown.

End of description


The Plan subpage is shown.The following name-value pairs are shown Data Source is Cursor Cache, Capture Time is Feb 9 2009 12:07:07 PM, Parsing Schema HR, Optimizer Mode ALL_ROWS.In the View section, Graph is selected.The Section Details section shows the following name-value pairs:Operation is TABLE ACCESS BY INDEX ROWIDObject is EMPLOYEESObject Type is TABLEOrder is 2Rows is 3Size (KB) is 0.059Cost is 2Time is aCPU Cost is 15893I/O Cost is 2The graphic depicts a flow chart with EMP_NAME_IX leading to EMPLOYEES, leading to HASH JOIN. The JOBS object also leads to HASH JOIN. HASH JOIN then leads to HASH JOIN. DEPARTMENTS also leads to this HASH JOIN. HASH JOIN finally leads to SELECT STATEMENT.

End of description.


This screenshot shows the top portion of the Performance Finding Details: Top SQL Statements page.

In the top right corner of the screenshot are the following buttons: Finding History.

6 label-value pairs appear. The value for the Finding label is: SQL statements consuming significant database time were found. The value for the Impact (Active Sessions) label is: .22. The value for the Impact (%) label is: 83.7. The value is displayed as a horizontal bar. The value for the Period Start Time label is: Jan 20, 2009 4:00:40 PM PST. The value for the Period Duration (minutes) label is: 29.5. The value for the Filtered label is: No. The Filters button appears next to this value.

This screenshot shows the Recommendations section of the page.

Underneath the section title is the following left-justified button: Schedule SQL Tuning Advisor.

The following left-justified links are shown in a row: Select All, Select None, Show All Details, Hide All Details.

Underneath the row of links is a table. The table contains the following columns: Select, Details, Category, and Benefit (%). The value of the Details column is a collapsible navigation tree. The value of the Benefit column is a horizontal bar chart with an associated number.

3 rows are shown in the table. The values of row 1 are: null, Show, SQL Tuning, and 39.5. The values of row 2 are: null (a checked box is shown), Show, SQL Tuning, and 25.6. The values of row 3 are: null (a checked box is shown), Show, SQL Tuning, and 18.6.

The Recommendations section contains a Findings Path subsection. Underneath the section title are the links Expand All and Collapse All. Underneath the row of links is a table. The table contains the following columns: Findings, Impact (%), and Additional Information.

1 row is shown in the table. The values of row 1 are: SQL statements consuming significant database time were found, 100, and null.

End of description.


The Top Files section is shown.

The View list shows Top Files selected.

The table has the following columns: Activity (%), Name, Tablespace, Average Wait Time (ms).

Row 1 has the following values: 100.00, t_db1.f, SYSTEM, and 322.

End of description.


The Activity tab is selected.The Summary section contains a chart.The y-axis is labeled Active Sessions and ranges from 0 to 1.0. The x-axis ranges from 11:06 a.m. to 12 p.m. The legend shows latch free, asynch descriptor resize, buffer busy waits, latch: cache buffers chains, latch: row cache objects, CPU Used. The CPU Used activity spikes to .5 at 11:35 and then frequently drops and spikes to .3 thereafter.The Detail for Selected 30 Minute Interval section contains the Run AWR SQL Report button and Run ASH Report button. The Start Time is Feb 9, 2009 11:37:19 a.m.The table has the following columns: Activity (%), SID, User, Program, Service, Plan Hash Value. Row 1 has the following values: 100.00, 113 (shown as a link), HR (shown as a link), sqlplus, SYS$USERS (shown as a link), and 2004336139.

End of description.


The Automatic SQL Tuning Result Details section is shown.The Begin Date is Mar 20, 2007 10:00:38 PM. The End Date is Mar 22, 2007 11:38 AM.The Recommendations section is shown. The View Recommendations button is underneath the title.The table contains the following columns: Select, SQL Text, Parsing Schema, SQL ID, Statistics, SQL Profile, Index, Restructure SQL, Miscellaneous, Error, Date.Row 1 has the following values: (select), SELECT ..., SH, 5mxdwvuf9i3vp, null, 99.6%, (62%), null, null, null, 3/20/07.Row2 has the following values: (deselected), SELECT ..., SYSMAN, 0ms7aqju3b8s9, null, 98.4%, null, null, null, null, 3/20/07.Row 3 has the following values: (deselected), SELECT ..., SYSMAN, gim43un5cy843, (check), 84%, null, null, null, null, 3/20/07.Row 4 has the following values: (deselected), SELECT ..., SYSMAN, 4irfrtx4u6zcx, (check), 71.7%, null, null, null, null, 3/20/07.Row 5 has the following values: (deselected), SELECT ..., SYS, 3xua7cgdy0qhr, null, 50%, null, (check), null, null, 3/20/07.Row 6 has the following values: (deselected), SELECT ..., BMSNMP, 5qmzpdt3hbxur, (check), 44.7%, null, null, (check), null, 3/20/07.Row 7 has the following values: (deselected), SELECT ..., SYS, f72wu153yw45k, (check), 42.1%, null, null, null, null, 3/20/07.Row 8 has the following values: (deselected), select ..., SYS, bsa0wi5ftq3uw, null, 33.3%, null, null, null, null, 3/20/07.

End of description.


In the Select Beginning Snapshot section shown, 2 rows of a table are shown.

Row 1 has the following values: (selected), 1 (shown as a link), Feb 5, 2009 2:12:19 PM, TYPICAL.

Row 2 has the following values: (deselected), 2 (shown as a link), Feb 5, 2009 2:20:25 PM, TYPICAL.

End of description.


The I/O subpage is shown.

The top section is Latency for Synchronous Single Block Reads. On the right side of the section is the I/O Calibration button.

A line chart is displayed. The y-axis units are milliseconds. The values range from 0 to 10. The x-axis units are hours of the day, shown in 10-minute intervals. The x-axis values range from 9:40 a.m. to 10:50 a.m. The chart tracks Latency information. The chart does not show any activity.

The I/O breakdown options are: I/O Function (shown selected), I/O Type, and Consumer Group.

A line chart labeled I/O Megabytes per Second by I/O Function is shown. The y-axis units are I/O per second. The y-axis values range from 0 to 50. The following types of information are tracked in the chart: Others, XDB, Streams AQ, Data Pump, Recovery, RMAN, ARCH, LGWR, DBWR, Direct Writes, Direct Reads, Buffer Cache Reads. The chart shows a slight spike in LGWR activity at 10:45 a.m.

A line chart labeled I/O Requests per Second by I/O Function is shown. The y-axis units are MB per second. The y-axis values range from 0 to 600. The following types of information are tracked in the chart: Others, XDB, Streams AQ, Data Pump, Recovery, RMAN, ARCH, LGWR, DBWR, Direct Writes, Direct Reads, Buffer Cache Reads. The chart shows a huge spike in LGWR activity at 10:45 a.m.

End of description.


This screenshot shows the Recommendations section of the Performance Finding Details page.

Underneath the section title is the following left-justified button: Schedule SQL Tuning Advisor.

The following left-justified links are shown in a row: Select All, Select None, Show All Details, Hide All Details.

Underneath the row of links is a table. The table contains the following columns: Select, Details, Category, and Benefit (%). Values in the Details column are displayed as a collapsible navigation tree. Values in the Benefit column are displayed as a horizontal bar chart with an associated number.

3 rows are shown in the table. The values of row 1 are: null, Hide, SQL Tuning, and 39.5. Row 2 shows the Action to be performed for the recommendation in row 1. The action is: "Investigate the SELECT statement with SQL_ID '31h2wmu3q47u6' for possible performance improvements. You can supplement the information given here with an ASH report for this SQL_ID." Five rationales are shown under Action.

The values of row 3 are: null (a checked box is shown), Show, SQL Tuning, and 25.6. The values of row 4 are: null (a checked box is shown), Show, SQL Tuning, and 18.6.

End of description.


The column are Name, Help, Revisions, Value, Comments, Type, Basic, Modified, Dynamic, Category.

The row shows statistics_level, [Help], String, [Dynamic], Diagnostics and Statistics.


This screenshot shows the top portion of the Active Sessions Working: CPU Used page.

In the top right corner of the screenshot is the following list: View Data. The value shown in Real Time: 15 Second Refresh.

A line chart labeled Active Sessions is shown. The units of the x-axis are times of day in 5-minute intervals. The x-coordinates shown range from 4:12 to 5:10. The units of the y-axis are: number of active sessions. The y-coordinates shown range from 0.0 to 1.2. The following types of information are plotted in the chart: CPU Used. The chart indicates that CPU usage spiked to 1.0 from 5:03 to 5:09.

Underneath the chart is a slider. The selected time interval is 5:05 to 5:10.

Underneath the line chart is the Detailed for Selected 5 Minute Interval Section.

The Start Time is April 1, 2007 5:03:32 PM PDT.

The Detail section contains the following subsections: Top Working SQL, and Top Working Sessions.

The Top Working SQL section contains the Actions list, which shows Schedule SQL Tuning Advisor. Next to it is the Go button.

In a horizontal row across the top of the screenshots are the following links: Select All, and Select None.

The Top Working Sessions section contains the View list, which shows Top Sessions.

Underneath the list is a table. The table contains the following columns: Activity (%), Session ID, User Name, and Program. Values in the Activity column are displayed as a horizontal bar chart with an associated number. Values in the Session ID and User Name columns are links.

3 rows are shown in the table. The values of row 1 are: 97.37, 121, SH, and sqlplus@stbcs09-1. The values of row 2 are: .33, 140, DBSNMP, OMS. the values of row 3 are: .33, 142, SYSMAN, OMS.

End of description.


The screenshot shows the Load Profile section of the AWR report. Refer to the complete text description of the report.

End of description.


The Select Beginning Snapshot section is shown.

The Go to Time field on the Snapshots page shown shows 2/5/09. The list shows 2:00PM. A Go button is to the right of the list.

End of description.


This screenshot shows the Recommendations section of the Performance Finding Details page.

The following left-justified links are shown in a row: Show All Details, Hide All Details.

Underneath the row of links is a table. The table contains the following columns: Details, Category, and Benefit (%). Values in the Details column are displayed as a collapsible navigation tree. Values in the Benefit column are displayed as a horizontal bar chart with an associated number.

2 rows are shown in the table. The values of row 1 are: Hide, DB Configuration, and 6.3. Row 2 shows additional information about row 1. The values of row 2 are: Action, "Increase the buffer cache size by setting the value of parameter DB_CACHE_SIZE to 160M," and null. Next to the text in the Category column are the following buttons: Implement, and Filters.

In the Additional Information section, the following message is displayed: The value of parameter "db_cache_size" was "96 M" during the analysis period.

In the Findings Path section, the Expand All and Collapse All links appear in the upper left. The table has the following columns: Findings, Impact (%), and Additional Information. The first row has the values: "The buffer cache was undersized causing significant additional read I/O," 2.1 (shown as a bar chart), and an Additional Information link. The second row has the values: "Wait class 'User I/O' was consuming significant database time," 2.1 (shown as a bar chart), and null.

End of description.


This screenshot shows the SQL Statements section of the Summary subpage of the Results for Tasks page, but with the Show Statement Counts link in expanded form. Once expanded the link name changes to "Hide Statement Counts" and displays the following additional information:

	
Insert 0


	
Select 19


	
Update 0


	
Delete 0


	
Merge 0


	
Skipped (Parsing or Privilege Errors) 0




End of description.


The Run ADDM page is shown.

The Cancel and OK buttons are right-justified at the top of the page.

You can make the following selections: Run ADDM to analyze current performance, or Run ADDM to analyze past performance. If you make the latter suggestions, then you can set Period Start Time and Period End Time. In the screenshot, the Period Start Time is Jan 29 2009 10:00:08 AM PST. The Period End time is one hour later.

A line chart is shown. The y-axis units are average active sessions and range from 0 to 7.54. The x-axis units are times of day, shown in 15-minute intervals, and range from 9:00 a.m. to 11:30 a.m. Wait times (shown in red) peaked significantly between 10:00 and 11:00.

End of description.


The Compare Periods: Review page is shown.

Under First Period, snapshots 2 and 8 are displayed as the beginning and ending snapshot IDs. The Beginning Snapshot Capture Time is Mar 21, 2007 5:00:09 PM. The Ending Snapshot Capture Time is Mar 21, 2007 6:00:26 PM.

Under Second Period, snapshots 20 and 26 are displayed. The Beginning Snapshot Capture Time is Feb 5, 2009 5:20:10 PM. The Ending Snapshot Capture Time is Feb 5, 2009 6:20:45 PM.

End of description.


The Top PL/SQL section is shown.

The View list shows the value Top PL/SQL.

The table contains two columns: Activity (%) and PL/SQL Subprogram. The Activity column is shown as a horizontal bar chart with an associated number.

The table contains 1 row. The values of row are: 100, SYSMAN.MGMT_JOB_EXEC_UPDATE.

The total sample count is 1.

End of description.


This screenshot shows the Database Activity section of the Automatic Database Diagnostic Monitor (ADDM) page.

In the top right corner of the screenshot are the following buttons: Run ADDM, Finding History.

A line chart is shown. The units of the x-axis are hours. The x-coordinates shown range from 1 p.m. on Jan 20 2009 to 11 a.m. on Jan 21 2009. The units of the y-axis are: active sessions. The y-coordinates shown range from 0.0 to 1.12. The following types of information are plotted in the chart: Wait, User I/O, CPU. The chart indicates that all activity spiked between 2:30 p.m. and 5:30 p.m. on January 20 and from 9 a.m. to 11 a.m. on January 21.

This screenshot also shows the ADDM Performance Analysis section of the Automatic Database Diagnostic Monitor (ADDM) page.

In the top right of the section are the following buttons: Filters, View Snapshots, View Report.

6 label-value pairs appear. The value for the Task Name label is: ADDM:399937146_1_141. The value for the Time Range label is: null. The value for the Task Owner label is: SYS. The value for the Average Active Sessions label is: 0.3. The value for the Period Start Time label is: Jan 21, 2009 10:30:28 AM PST. The value for the Period Duration (minutes) label is: 30.4.

Underneath this section is a table. The table contains the following columns: (%), Finding, Occurrences (last 24 hours). The values in the Finding and Occurrences columns are links. The % value is shown as a horizontal bar.

4 rows are shown in the table. The values of row 1 are: 100, Top SQL by DB Time, 11 of 19. The values of row 2 are: 77.5, CPU Usage, 12 of 19. The values of row 3 are: 9.5, Hard Parse, 8 of 19. The values of row 4 are: 4.9, "Scheduler" Wait Class, 12 of 19. The values of row 5 are: 1.4, I/O Throughput, 11 of 19.

A collapsed navigation tree for Information Findings is shown.

End of description.


This graphic shows a table with the following columns: Severity, Category, Name, Impact, Message, Alert Triggered.

Row 1 has the following values: X, Incident, Generic Incident, [null], Incident detected, Jan 28, 2009 4:22:03 PM.


The Top Clients section is shown.

The View list shows the value Top Clients.

The table contains two columns: Activity (%) and Client ID. Values in the Activity column are presented as horizontal bar charts with an associated number.

The table contains 1 row. The values of row 1 are: 100, SYS@130.35.182.5@Mozilla/5.0 (Windows; U; Windows NT 5.1; en-us).

The total sample count is 302.

End of description.


The AWR Baselines page appears.

On the top right of the page are the Refresh and Create buttons.

The Search field is empty. The Go button appears next to the field.

Underneath are the following elements: Edit button, View button, Delete button, Actions list (set to Schedule Statistics Computation), and Go button.

The table has the following columns: Select, Name, Type, Valid, Statistics Computed, Last Time Computed, Start Time, End Time. The Select column values appear as selectable options. The Name values are links.

Row 1 has the following values: (option selected), SYSTEM MOVING WINDOW, MOVING_WINDOW (8 Days), Yes, Pending, Feb 8 2009 2:12:19 PM, Feb 5 2009 2:30:32 PM, Feb 5 2009 2:30:32 PM, 0.

End of description


The SQL Access Advisor: Schedule page is shown.The following name-value pairs are shown: Database is database, Logged In As is DBA1.To the right of the name-value pairs are the Cancel, Back, and Next button.The Advisor Task Information section is shown.The Task Name field is SQLACCESS9084523.The Task Description field is SQL Access Advisor.The Journaling Level list shows Basic selected.The Task Expiration (days) field shows 30.The Total Time Limit (minutes) field shows 10.The Scheduling Options section is shown.The Schedule Type list shows Standard.The Time Zone field shows PST8PDT.The Repeating section includes the Repeat list. Do Not Repeat is selected.The Start section shows Immediately (selected) and Later. The Date field shows Mar 26, 2007. The Time is 6:50:00 p.m.

End of description.


The screenshot shows the Show SQL page for a selected recommendation. The heading of the page is Show SQL. On the top, on the right-hand side of the page, is a button labeled Done.The SQL statement displayed is:


Rem SQL Access Advisor: Version 11.1.0.4.0 – Production
Rem
Rem Username:  SYS
Rem Task: SQLACCESS6607720
Rem Execution date:
Rem
CREATE MATERIALIZED VIEW LOG ON
"SH"."CUSTOMERS"
WITH ROWID, SEQUENCE("CUST_ID", "CUST_LAST_NAME","CUST_STATE
_PROVINCE")
INCLUDING NEW VALUES;
CREATE MATERIALIZED VIEW LOG ON
"SH"."SALES"
WITH ROWID, SEQUENCE("PROD_ID", "CUST_ID", "QUANTITY_SOLD",
 "AMOUNT_SOLD")
INCLUDING NEW VALUES;
CREATE MATERIALIZED VIEW "SYS"."MV$$_00650002"
REFRESH FAST WITH ROWID
ENABLE QUERY REWRITE
AS SELECT SH.SALES.CUST_ID C1, SUM("SH"."SALES"."AMOUNT_SOLD") M1,
COUNT("SH"."SALES"."AMOUNT_SOLD")
M@, COUNT(*) M3 FROM SH.CUSTOMERS, SH.SALES WHERE SH.SALES.CUST_ID = SH.CUSTOMERS.CUST_ID 
GROUP BY SH.SALES.CUST_ID;
begin
dbms_stats.gather_table_stats('"SYS"'.'"MV$$_00650002"',NULL, dbms_stats.auto_sample_size);
end;
/


End of description.


In the top right corner of the page are the following buttons: Create.

In a horizontal row across the top of the screenshots are the following GUI elements: Delete button, Actions list (with Create SQL Tuning Set shown), Go button, page scrolling list (with 76-96 of 96 shown).

Underneath the row of GUI elements is a table. The table contains the following columns: Select, ID, Capture Time, Collection Level, Within A Baseline. The values in the ID column are links. The Select column shows a selectable option.

12 rows are shown. The values of row 1 are: null, 92, Jan 20 2009 10:00:03 AM, TYPICAL, null. Each row increments the ID by 1, so row 2 is 93, row 3 is 94, and so on. Each snapshot occurs an hour after the previous snapshot, except for the last one, which occurs at 1:25:08 PM.

End of description.


This graphic shows a horizontal arrow labeled User Response Time, with a point on the right end. In a horizontal row above the arrow are four boxes with the following contents: Query for Novels by Author, Browse Results of Query, Add Item to Cart, and Checkout. The first, third, and fourth boxes have a pair of bold arrows: one arrow points down from the box to the main arrow and the other points up. The second box in the series has two pairs of arrows. On the main arrow underneath each pair of up/down arrows, a thin shaded segment is shown. The shading indicates DB Time.

End of description.


The screenshot shows a portion of the Schedule Implementation page. At the top is a text entry field labeled Job Name (preceded by an asterisk). The value in the text entry field is SQLACCESSIMPL662656. Below the Job Name is the Stop on Error option, which is selected. This option has the following descriptive text: "If checked, this implementation job will stop processing if an error occurs. If not checked, this job will ignore errors and will continue processing all actions of selected recommendations."

The Scheduling Options section appears next in the screenshot. Under the section heading is the Schedule Type action list, which has the value Standard selected. Below this is the Time Zone action list, which has the value PST8PDT selected. To the right of the Time Zone action list is a Search icon (a flashlight symbol). Below the Time Zone action list if the Repeating section. In the Repeating section there is a single action list, Repeat, which has the value Do Not Repeat selected.

Next the Start section is shown. This section has two options, Immediately (selected) and Later. Following the Later option there is a Date text entry field, which has the value Mar 29, 2007. This text entry field has a Calendar icon to its right. Below the Date field are 3 action lists for selecting the time. The first action list has the value 12, the second action list has the value 05, and the third action list has the value 00. To the right of these Time action lists are 2 options: AM, and PM (selected).

End of description.


The Export SQL Tuning Set page is shown.

The Export SQL Tuning Set page is shown.The Cancel and OK buttons are on the right side of the page.The SQL Tuning Set Name is STS_BASELINE_PEAK_LOAD.Owner is IMMCHAN.Directory Object is a list showing DATA_PUMP_DIR.Directory Name is c:\oracle\admin\orcl111\dpdump.Export File is a text field showing EXPDAT_STS_BASELINE_PEAK_LOAD.Log File is a text field showing EXPDAT_STS_BASELINE_PEAK_LOAD.The following text appears: "Select a tablespace which will be used temporarily to store the data for the export operation. By default, SYSAUX will be used."The table has the following columns: Select, Tablespace Name, Available Space (MB).Row 1 has the following values: (selected option), SYSAUX, 30.625.Row 2 has the following values: (deselected option), EXAMPLE, 24.5625.Row 3 has the following values: (deselected option), SYSTEM, 2.5625.Row 4 has the following values: (deslected option), USERS, 15.3125.The Job Parameters section is below the table.The Job Name field shows EXPDAT_STS_BASELINE_PEAK_LOAD.The Description field is blank.The Schedule section is shown. The Immediately option is selected. The Later option is deselected. The Time Zone field shows Pacific/Pago_Pago.The Data is Mar 12, 2007.The Time is 2:21 a.m.

End of description.


A portion of the Create Baseline: Single Baseline page is shown.

Time Range is selected. The Start Time is Feb 6 2009 at 3:10 p.m. The End Time is Feb 6 2009 at 3:30 p.m.

End of description


This screenshot shows the Diagnostic Summary section of the Database Home page.Four label-value pairs appear. The value for the ADDM Findings label is: 4. This value is a link. The value for the Period Start Time label is: Jan 21, 2009 10:00:53 AM. The value for the Alert Log label is: No ORA- errors. This value is a link. The value for Active Incidents is 0.

End of description.


The Memory Details view is shown.

This view contains 4 sections: Memory Page Scan Rate (pages/sec), Memory Utilization (%), Swap Utilization (%), and Top 10 Processes (ordered by Memory).

The Memory Page Scan Rate chart has 0 to .0030 on the y-axis and 11:48 to 1:30 on the x-axis. The rate jumps to .0020 at around 12:00 and then falls off. The Current Memory Page Scan Rate is 0.

The Memory Utilization chart shows 0 o 100 on the y-axis and 11:48 to 1:30 on the x-axis. The chart shows a solid horizontal line at 76.9. The Current Memory Utilization (%) is 76.9.

The Swap Utilization chart has 0 to 100 on the y-axis and 12:33 to 1:30 on the x-axis. The chart shows a horizontal line at 7.78. Current Swap Utilization (%) is 7.78.

End of description.


Data from the two periods compared are shown under the General subpage in the Compare Periods: Results page.

The table has the following columns: Name, First Period Metric Ratio, Second Period Metric Ratio, First Period Value, Second Period Value, First Period Rate Per Second, Second Period Rate Per Second.

Some metrics show null, null, 0, 0, 0, 0. These rows are: DB cpu, global cache cr block receive time, global cache cr blocks received, global cache current block receive time, global cache current blocks received, global cache get time, global cache gets.

Row 2 has the following values: DB time (seconds), (small bar), null, 13263.84, 10360.69, 3.70, 2.85.

Row 3 has the following values: db block changes, (short bar), null, 64654.00, 55517.00, 17.88, 15.36.

Row 4 has the following values: execute count, (bar extending half through column), null, 1043192, 40113, 288.41, 11.10.

End of description.


The SQL Access Advisor: Workload Source page is shown.

The Cancel and Next buttons are shown. Between the buttons is the text "Step 1 of 4."

The following name-value pairs are shown: Database is database, Logged In As is DBA1.

The following text appears: "Select the source of the workload that you want to use for the analysis. The best workload is one that fully represents all the SQL statements that access the underlying tables."

The Current and Recent SQL Activity option is selected.

End of description.


This screenshot shows the Results table for the SQL Access Advisor task. Below the heading Results, there are 3 buttons and an action list. They are labeled, from left to right: View Result, Delete, Actions (list), and Go.

The table has 9 columns and two rows. The column headings are, from left to right: Select (option button), Advisory Type, Name, Description, User, Status, Start Time, Duration (seconds), and Expires in (days). The rows in the table have the following values, listed in order from left to right:

	
Selected, SQL Access Advisor, SQLACCESS2710801 (hyperlink), SQL Access Advisor, SYS, CREATED, no value, no value, 30


	
Not selected, SQL Access Advisor, SQLACCESS9817748, SQL Access Advisor, SYS, CREATE, no value, no value, 30




End of description.


The Run ADDM page is shown.

The Cancel and OK buttons are right-justified at the top of the page.

You can make the following selections: Run ADDM to analyze current performance, or Run ADDM to analyze past performance. If you make the latter suggestions, then you can set Period Start Time and Period End Time. In the screenshot, the Period Start Time is Jan 29, 2009 11:00:48 AM PST. The Period End time is one hour later.

A line chart is shown. The y-axis units are average active sessions and range from 0 to .754. The x-axis units are times of day, shown in 10-minute intervals, and range from 9 a.m. to 11:30 a.m. Waits peaked significantly between 10 and 11.

End of description.


The Top Services section is displayed.

The View list shows the value Top Services.

The table has the following columns: Activity (%), and Service. The Activity column is shown as a horizontal bar chart with an associated value. The Service values are shown as links.

The able has 3 rows. Row 1 has the following values: 86.47, SYS$USERS. Row 2 has the following values: 12.78, SYS$BACKGROUND. Row 3 has the following values: .75, emtst.

The total sample count is 298.

End of description.


The screenshot shows a portion of the SQL Statements subpage. There are two sections displayed: SQL Statements By Cost Improvement and Select SQL Statements to be Improved.

The SQL Statements By Cost Improvement section contains a bar chart. The vertical axis measures Cost Improvement with values from 1.5 to 4.5 incrementing by 0.5. The horizontal axis contains the Statement ID, with values, from left to right: 2421, 1905, 2192, and 2283. According to the legend, blue bars indicate Cost Improvement. There are 4 blue bars in the graph:

	
For statement ID 2421, the cost improvement is about 4.0


	
For statement ID 1905, the cost improvement is about 2.0


	
For statement ID 2192, the cost improvement is about 2.0


	
For statement ID 2283, the cost improvement is about 2.0




The Select SQL Statements to be Improved section contains a table. Just below the section heading is the option "Affected SQL Statements", which is selected. Below this option are two buttons: Schedule Implementation and Show SQL. Below the buttons and just above the table are 2 links: Select All and Select None. The table has 9 columns and 4 rows. The columns headings, from left to right, are: Select (an option box), Statement ID, Statement, Recommendation ID, Original Cost, New Cost, Cost Improvement, Cost Improvement (%), and Execution Count. The rows in the table have the following values, from left to right:

	
Not selected, 2421 (hyperlinked), "select e.employee_id, e.last_name, d.department_name from employees e, departments d where e.department_id = d.department_id", 1 (hyperlinked), 7, 3, 4, 57.14, 1


	
Not selected, 1905 (hyperlinked), "select sum(unit_cost) from costs group by prod_id", 4 (hyperlinked), 8, 6, 2, 25.00, 2


	
Not selected, 2192 (hyperlinked), "SELECT c.cust_last_name, sum(s.amount_sold) AS dollars, sum(s.quantity_sold) as quantity FROM sales s, customers c, products p WHERE c.cust_id = s.cust_id AND s.prod_id = p.prod_id AND c.cust_state_province IN ('Dublin','Galway') GROUP BY c.cust_last_name", 2 (hyperlinked), 8, 6, 2, 25.00, 2


	
Selected, 2283 (hyperlinked), "SELECT c.cust_id, SUM(amount_sold) AS dollar_sales FROM sales s, customers c HWERE s.cust_id = c.cust_id GROUP BY c.cust_id", 3 (hyperlinked), 8, 6, 2, 25.00, 2




End of description.


The screenshot shows the Actions and SQL Affected by Recommendations sections of the Recommendation Details page. At the top of the Actions section is the "Set Tablespace for All Actions" text entry field, which is blank. Next to the text entry field is a search icon (a flashlight symbol), and to the left of that is a button labeled Go. Below the text entry field is a table. There are 6 columns and 4 rows in the table. The column headings are, from left to right: Implementation Status, Recommendation Ids, Action, Object Name, Object Attributes, and Base Table. The rows in the table have the following values:

	
A blue square, 3, CREATE MATERIALIZED VIEW LOG (hyperlinked), no value, no value, SH.CUSTOMERS


	
A blue square, 3, CREATE MATERIALIZED VIEW LOG (hyperlinked), no value, no value, SH.SALES


	
A blue square, 3, CREATE MATERIALIZED VIEW (hyperlinked), MV$$_0065002 (modifiable), General Match, no value


	
A blue square, 3, GATHER TABLE STATISTICS (hyperlinked), MV$$_0065002, no value, no value




The SQL Affected by Recommendations section contains a table with 8 columns and 1 row. The column headers and row values are, from left to right:

	
Statement ID: 2283 (hyperlinked)


	
Statement: SELECT c.cust_id, SUM(amount_sold) AS dollar_sales FROM sales s, customers c WHERE s.cust_id = c.cust_id GROUP BY c.cust_id


	
Recommendation ID: 3


	
Original Cost: 8


	
New Cost: 6


	
Cost Improvement: 2


	
Cost Improvement (%): 25.00


	
Execution Count: 2




End of description.


The Memory Utilization (%): Last 24 hours section is shown.

The View Data list on the upper right shows Last 24 hours.

The Statistics section contains 8 name-value pairs.

Last Known Value: 88.6

Average Value: 78.99

High Value 95.98

Low Value: 59.89

Warning Threshold 99

Critical Threshold: Not Defined

Occurrences Before Alert: 6

Corrective Action: None

The Metric Value section contains a chart. The x-axis ranges from 49.010 to 98.020. The y-axis ranges from 10:01 p.m. to 10 a.m. The chart shows activity at around 85, which drops to 61 after midnight. The activity gradually rises to 85 at 5:00.

The Alert History section contains the Comment for Most Recent Alert text field. To the right is the Add Comment button.

The table contains the following columns: Severity, Timestamp, Message, Last Comment, and Details. The table contains 1 row. The row values are: (check mark icon), Mar 4 2007 6:52:21 AM, Memory Utilization is 91.3%, null, and null.

End of description.


The Compare Periods: Review section is shown.

On the top right are the following buttons: Cancel, Back, and Finish.

On the left side is a name-value pair. The name is Database and the value is database.

Underneath are two sections: First Period and Second Period.

First Period contains 6 name-value pairs.

The Baseline ID label has the value 2.

The Name label has the value BASELINE_THU_1530.

The Beginning Snapshot ID label has the value 9.

The Ending Snapshot ID label has the value 15.

The Capture Time label has the value Feb 5 2009 3:30:14 PM.

The Capture Time label has the value Feb 5 2009 4:30:50 PM.

The Second Period section has 4 name-value pairs.

The Beginning Snapshot ID label has the value 18.

The Ending Snapshot ID label has the value 19.

The Beginning Snapshot Capture Time label has the value Feb 5 2009 5:00:03 PM.

The Ending Snapshot Capture Time label has the value Feb 5 2009 5:10:05 PM.

End of description.


The Results section is shown. Underneath the title are the View Result and Delete buttons. The Action list shows Re-schedule selected. To the right of the list is the Go button.The table contains the following columns: Select, Advisory Type, Name, Description, User, Status, Start Time, Duration (seconds), Expires In (days).Row 1 has the following values: (selected), SQL Tuning Advisor, SQL_TUNING, null, SYS, SCHEDULED, Mar 5 2007 5:30:00 AM, null, 30.Row 2 has the following values: (deselected), SQL Tuning Advisor, SYS_AUTO_SQL_TUNING_TASK, Automatic SQL Tuning Task, SYS, COMPLETED, Mar 4 2007 4:42:33 PM, 955, UNLIMITED.

End of description.


This screenshot shows a section of the Snapshot Collection page.

One selection possibility is shown. For Snapshot Collection, select one of the following: System Snapshot Interval (shown selected), or Turn Off Snapshot Collection. The first option has a corresponding list, with the value 30 Minutes shown.

End of description.


The Recommendations for SQL ID:05b6pvb81dg8b section is shown.

The Return button is to the right of the page.

The SQL Text section shows the following text:

SELECT /*+ ORDERED USE NL(c) FULL(c) */ COUNT(*) FROM SH.SALES S, SH.CUSTOMERS C WHERE C.CUST_ID=S.CUST_ID AND CUST FIRST NAME='Dina' ORDER BY TIME

The Selection Recommendation section includes the Original Explain Plan (Annotated) button.

The Implement button is shown.

The table includes the following columns: Select, Type, Findings, Recommendations, Rationale, Benefit (%), New Explain Plan, Compare Explain Plans.

Row 1 includes the following values: (selected), SQL Profile, "A potentially better execution plan was found for this statement", "Consider accepting the recommended SQL Profile.", null, 99.63, (spectacles icon), (spectacles icon).

End of description.


The Consumer Group tab is shown.

2 line charts are shown.

In the first chart, the y-axis units are MB per second. The y-axis values range from 0 to 50. The x-axis units are hours of day, shown in 10-minute intervals. The values range from 11:10 a.m. to 12:10 p.m. The following consumer groups are shown: ORA$AUTOTASK_SQL_GROUP, SYS GROUP, ORA$DIAGNOSTICS, ORA$AUTOTASK_URGENT_GROUP, ORA$AUTOTASK_HEALTH_GROUP, _ORACLE_BACKGROUND_GROUP, OTHER_GROUPS, ORA$AUTOTASK_MEDIUM_GROUP, ORA$AUTOTASK_STATS_GROUP, ORA$AUTOTASK_SPACE_GROUP. The _ORACLE_BACKGROUND_GROUP ranges between 0 and 5 starting at 11:50 a.m. The ORA$AUTOTASK_URGENT_GROUP spikes to 25 at 12:05.

In the second chart, the y-axis units are I/O per second. The y-axis values range from 0 to 900. The x-axis units are hours of day, shown in 10-minute intervals. The values range from 11:10 a.m. to 12:10 p.m. The following types of information are tracked in the chart: Parallel QC and Parallel Slaves. The _ORACLE_BACKGROUND_GROUP ranges between 0 and 100 starting at 11:50 a.m. The ORA$AUTOTASK_URGENT_GROUP spikes to 900 at 12:05 p.m.

End of description.


This screenshot shows the Top Working SQL section of the Active Sessions Working page.

Underneath the section title is the Actions list. The selected action is Schedule SQL Tuning Advisor. Next to the list is a Go button.

Underneath the row of elements is a table. The table contains the following columns: Select, Activity (%), SQL ID, SQL Type. Values in the SQL ID column are displayed as a link. Values in the Activity column are displayed as a horizontal bar chart with an associated number.

7 rows are shown in the table. The values of row 1 are: 90.58, 05p6pxb81dg8b, SELECT. All SQL types are SELECT except for row 3, which is PL/SQL Execute. The Activity % of all rows except for row 1 is 1.81 or less.

End of description.


The SQL Plan Baseline tab of the SQL Plan Control page is shown.

The Refresh button is on the right.

The text is "A SQL Plan Baseline is an execution plan deemed to have acceptable performance for a given SQL statement."

The Settings section has the following name-value pairs: Capture SQL Plan Baselines is FALSE, Use SQL Plan Baselines is TRUE, Plan Retention (weeks) is 53. The Configure button is next to Plan Retention.

The Jobs for SQL Plan Baselines section is shown. The Load Jobs shows SPM_LOAD_20070626_154521.

The Search section is shown. The SQL Text field is null. The Go button is to the right of the field.

End of description.


The screenshot show the Throughput tab selected. The Instance Throughput Rate can be set to Per Second (shown selected) or Per Transaction.A line chart labeled is shown. The units of the y-axis are: total number per second. The units of the x-axis are times of the day, shown in 10-minute intervals. The x-coordinates shown range from 10:00 a.m. to 11:00 a.m. on April 3, 2007. The y-coordinates shown range from 0 to 2000. The following types of information are plotted in the chart: Logons, Transactions. The chart indicates that a spike in transactions occurred at 10:45 a.m.A second line chart is shown. The units of the y-axis are: total number per second. The y-coordinates shown range from 0 to 1000. The following types of information are plotted in the chart: Physical Reads (KB), and Redo Size (KB). The chart indicates that a spike in physical reads occurred at 10:45 a.m.

End of description.


The Create Baseline: Single Baseline section appears.

On the top right the Cancel, Back, Finish buttons appear.

The Baseline Name field is empty.

In the Baseline Interval section, Snapshot Range is selected.

The Change Chart Time Period navigation tree is collapsed.

In the Select Time Period section, the Period Start Time option shows Feb 5 2009 3:40:16 PM PST. It is not selected. The Period End Time option shows Mar 5 2009 3:50:18 PM PST. This option is selected.

A chart shows active sessions on the y-axis. The values range from 0 to 2.232. The x-axis shows hours of day, shown in 1-hour intervals, ranging from 2:20 p.m. to 3:50 p.m.

The Time Range option is not selected.

The Start Time is Feb 5 2009 at 3:40 p.m. The End Time is Feb 5 2009 at 3:50 p.m.

End of description.


The Tuning History subpage is shown.The title is SQL Tuning History.The text says: "The following SQL tuning tasks provide the recommendations to tune this SQL statement."The table has the following columns: Advisor Task Name, Advisor Task Owner, Task Completion. Row 1 has the following values: SQL_TUNING_1234210497448, DBA1, Feb 9 2009 12:15:28 PM.The following section is ADDM Findings for this SQL during historic period.The table has the Finding Name and Occurrences (last 24 hrs) columns. Row 1 has the following values: Top SQL Statements, 8 of 144.

End of description.


The table contains the following columns: Sid, Serial#, % Activity, Event, % Event, User, Program, # Samples Active, XIDs.

Row 1 contains the following values: "123,275", 27.33, db file sequential read, 22.44, HR, sqlplus@stbcs01-1, 243/300, 16.

Row 2 contains the following values: null, null, flashback buf free by RVWR, null, null, 36/300, 4.

Row 3 contains the following values: "126,28313", 27.33, CPU + Wait for CPU, 26.78, SH, sqlplus -L@dad...1 (TNS V1-V3), 290/300, 0.

Row 4 contains the following values: "154,5", 15.24, CPU + Wait for CPU, 11.54, SYS, oracle@dadvmn0621 (RVWR), 125/300, 0.

Row 5 contains the following values: null, null, control file parallel write, 2.12, null, null, 23/300, 0.

Row 6 contains the following values: "161,1", 8.31, log file parallel write, 8.22, SYS, oracle@dadvmn0621 (LGWR), 39/300, 0.

Row 7 contains the following values: "110,36790", 2.86, CPU + Wait for CPU, 1.11, SYS, oracle@dadvmn0621 (M000), 12/300, 0.

End of description.


The Performance Page Settings page is shown.

The Cancel and OK buttons are on the top right of the screenshot.

The Detailed Chart Settings section contains 3 settings.

Default View can be set to: Throughput (selected), I/O, Parallel Execution, or Services.

Throughput Chart Settings can be set to: Per Second (selected) or Per Transaction.

I/O Chart Settings can be set to: I/O Function (selected), I/O Type, Consumer Group.

The Baseline Display section contains 3 settings: Do not show the baseline values (selected), Show the 99th percentile line using the system moving window baseline, and Show the 99th percentile line using a static baseline with computed statistics. The last option is associated with the Baseline Name list.

End of description.


The View Data list on the right side of the page shows Real Time: 15 Second Refresh.

The Active Sessions chart is shown. The y-axis values start at 0.0 and go to 5. The x-axis values start at 11:21 and go to 12:21.

The chart shows System/IO spiking at 11:26 and 11:51.

The Detail for Selected 5 Minute Interval section shows a Start Time of Feb 9, 2009, 11:37:00 PM PST. The Run ASH Report button is on the right side of the page.

The Top SQL section shows the Actions list value of Schedule SQL Tuning Advisor. The Go button is to the right of the list.

Below the Actions list are the Select All and Select None links.

The table has the following columns: Select, Activity (%), SQL ID, and SQL Type.

Row 1 has the following values: (check box), 14.81, 05b6pvb81dg8b, PL/SQL EXECUTE.

Row 2 has the following values: (check box), 13.51, 8tck1adu5gyfc, DELETE.

Rows 3-8 have various DML statements.

The Top Sessions table is also displayed but is not relevant for this graph.

Below the table the Actions list shows Schedule SQL Tuning Advisor and the Go button.

End of description.


The Top Service/Module subsection is shown.

The table contains the following columns: Service, Module, % Activity, Action, and % Action.

Row 1 contains the following values: SYS$USERS, SQL*Plus, 54.66, EMP_DML, 27.33.

Row 2 contains the following values: null, null, null, SALES_INFO, and 27.33.

Row 2 contains the following values: SYS$BACKGROUND, MMON_SLAVE, 4.16, Auto-Flush Slave Action, 2.86.

Row 3 contains the following values: null, null, null, Auto ADDM Slave Action, and 2.86.

Row 4 contains the following values: null, UNNAMED, 4.90, UNNAMED, 2.31.

Row 5 contains the following values: SYS$USERS, Realtime Connection, 1.47, UNNAMED, and 1.47.

Row 6 contains the following values: emdc, OEM.SystemPool, 1.35, NotificationMgr, 1.10.

End of description.


The Host CPU section is shown.

A bar vertical bar graph has an x-axis with the following values: 0, 25, 50, 75, 100.

The graphic shows emtst at 90 and Other as the remaining 10.

The Load label shows 3.25. The Paging label shows 0.00.


This screenshot shows a section of the Initialization Parameter page.

In the bottom right corner of the screenshot are the following buttons: Save to File.

This screenshot shows a table. The table contains the following columns: Name, Help, Revisions, Value, Comments, Type, Basic, Modified, Dynamic, and Category. Values in the Value column are displayed as a list.

1 row is shown in the table. The values of row 1 are: statistics_level, (information icon), null, TYPICAL, null, String, null, null, (check mark), and Diagnostics and Statistics.

End of description.


The Recommendations for SQL ID:5mxdwvuf9j3vp page is shown.

The Return button is on the right side of the page.

The SQL Text is SELECT /* ...

The Select Recommendation section includes the Original Explain Plan (Annotated) button. Underneath it is the Implement button.

The table includes the following columns: Select, Type, Findings, Recommendations, Rationale, Benefit (%), New Explain Plan, Compare Explain Plans.

Row 1 has the following values: (selected), SQL Profile, "A potentially better execution plan was found for this statement", "Consider accepting the recommended SQL profile", null, 99.56, (spectacles icon), (spectacles icon).

Row 2 has the following values: (deselected), Index, "The execution plan of this statement can be improved by creating one or more indices", "Consider running the Access Advisor to improve the physical schema design or creating the recommended index", "Creating the recommended indices significantly improves the execution plan of this statement. However, it might be preferable to run 'Access Advisor' using a representative SQL workload as opposed to a single statement. This will allow to get comprehensive index recommendations which takes into account index maintenance overhead and additional space consumption", 62.08, (spectacles icon), (spectacles icon).

End of description.


A portion of the Compare Periods: Second Period Start page is shown.

The Select a Baseline and Select Beginning Snapshot options (selected) are shown. Underneath Select Beginning Snapshot is the Go To Time field. The value is 3/22/07. A list shows the value 6:00 PM. A Go button is next to the list.

Underneath the Go To Time field is a table. The table has the following columns: Select (values are shown as selectable options), ID (values are shown as links), Capture Time, Collection Level, and Within A Baseline (values shown as check marks). The table has 10 rows, with row 8 selected. Row 8 has the values: (selected option), 18, Feb 5, 2009 5:00:03 PM, TYPICAL, and null.

End of description.


This screenshot shows the General section of the Automatic Workload Repository page.

In the top right corner of the screenshot are the following buttons: Edit.

4 label-value pairs appear. The value for the Snapshot Retention (days) label is: 8. The value for the Snapshot Interval (minutes) label is: 60. The value for the Collection Level label is: TYPICAL. The value for the Next Snapshot Capture Time label is: Jan 20, 2009 2:25:08 PM.

End of description.


The screenshot shows the Recommendations subpage of the Results for Tasks page. There are two sections shown in the screenshot: Recommendations by Cost Improvement and Select Recommendations for Implementation.

The Recommendations by Cost Improvement section contains a bar chart. The vertical axis measures the Cost Improvement, with values from 1.5 to 4.5 incrementing by 0.5. The horizontal axis shows the ID, with values, from left to right, of 1, 3, 4, and 2. The legend shows that the blue bars measure Cost Improvement. All the bars in the graph are blue.

	
For ID 1, the cost improvement value is 4.0.


	
For ID 3, the cost improvement value is 2.0.


	
For ID 4, the cost improvement value is 2.0.


	
For ID 2, the cost improvement value is 2.0.




The Select Recommendations for Implementation section contains a table. Just below the section heading is a selectable option labeled "Include Retain Actions", which is selected. 3 buttons are displayed below this option. The buttons are labeled, from left to right, Recommendation Details, Schedule Implementation, and Show SQL. Below the Recommendation Details button are 2 links, Select All and Select None.

The table has 9 columns and 4 rows in it. The columns headings, from left to right, are: Select (an option box), Implementation Status, ID, Actions, Action Types, Cost Improvement, Cost Improvement (%), Estimated Space Used (MB), and Affected SQL Statements. The rows in the table have the following values, from left to right:

	
Selected, a blue square, 1 (hyperlinked), 4, 3 squares (blue, dark blue, and beige), 4, 40.00, 0.008, and 1


	
Selected, a blue square, 3 (hyperlinked), 4, 3 squares (blue, dark blue, and beige), 2, 20.00, 0.008, and 1


	
Selected, a blue square, 4 (hyperlinked), 3, 3 squares (blue, dark blue, and beige), 2, 20.00, 0.008, and 1


	
Selected, a blue square, 2 (hyperlinked), 6, 4 squares (pale blue, blue, dark blue, and beige), 2, 20.00, 0.016, and 1




End of description.


The Run ASH Report page is shown.

The Generate Report button is on the upper right of the screen.

The Start Date field shows the value 1/29/09. A calendar icon is next to the field.

The End Date field shows the value 1/29/09. A calendar icon is next to the field.

The Start Time shown is 2:30 PM. The End Time shown in 2:35 PM.

The Filter list shows the value SID. Next to the list is an empty text field.

End of description.


A table in the SQL Profile subpage is shown.

The buttons at the top right are Load and Unpack.

The buttons at the top of the table are Enable, Disable, Drop, Evolve, and Pack.


The Access Structures to Recommend section on the SQL Access Advisor: Recommended Options page is displayed. The following check boxes are selected: Indexes, Materialized Views, and Partitioning.

End of description.


The CPU Utilization (%): Last 24 hours page is shown.

On the upper right is the View Data list, which shows Last 24 hours.

The Statistics section contains 8 name-value pairs. Last Known Value: 21.82. Average Value: 26.46. High Value: 100. Low Value: 8.41. Warning Threshold: 80. Critical Threshold: 95. Occurrences Before Alert: 6. Corrective Action: None.

The Metric Value chart measures 0 to 110 on the y-axis and 9:01 p.m. to 10 p.m. on the x-axis. The chart shows a spike to 55 at 1 a.m. and then a gradual rise to 55.0 at 5 p.m. The line falls and then spikes again at 9.

Underneath the chart is the Alert History section.

The Comment for Most Recent Alert text box is null. To the right is the Add Comment button.

Underneath is a table with the following columns: Severity, Timestamp, Message, Last Comment, and Details. The table contains three rows. The values are: (exclamation point icon), Mar 4 2007 10:41, CPU Utilization is 21.82%, null, and null. The other rows are similar.

End of description.


The Top Files section is shown.

The View list shows the value Top Files.

The table contains the following columns: Activity (%), Name, Tablespace, and Average Wait Time (ms). Values in the Activity column are shown as bar charts with an associated number. Values in the Name and Tablespace columns are shown as links.

The table contains 2 rows. The values of row 1 are: 100, t_db1.f, SYSTEM, and 322.

The total sample count is 3.

End of description.


The Compute Threshold Statistics: BASELINE_THU_1530 screen appears.

On the upper right of the page the Cancel and Submit buttons appear.

In the Task Information section, the Name field shows the value BSLNSTATS_1233881388. The Description field includes the following value: Compute metric statistics for baseline BASELINE_THU_1530.

The Schedule section includes 2 name-value pairs. The value for the Schedule Type label is Standard. The value for the Time Zone label is GMT-08:00.

In the Repeating section, the value for the Repeat label is Do Not Repeat.

The Start section supports two mutually exclusive options: Immediately and Later. For Late, the Date list shows 2/5/09. There is a calendar icon next to the Date field. The Time list shows 4:50 PM.

End of description.


The SQL Statements section in the Schedule SQL Tuning Advisor page is shown.

The table has columns SQL Text and Parsing Schema.

Row 1 has the following value for column 1: SELECT /*+ ORDERED USE_NL(c) FULL(c) FULL(s) */ COUNT (*) FROM SH.SALES S, SH.CUSTOMERS C WHERE C.CUST_ID=S.CUST_ID AND CUST_FIRST_NAME='Dina' ORDER BY TIME_ID. The value for column 2 is: ICHAN.

End of description.


The Run ADDM page is shown.

The Cancel and OK buttons are right-justified at the top of the page.

You can make the following selections: Run ADDM to analyze current performance, or Run ADDM to analyze past performance. If you make the latter suggestions, then you can set Period Start Time and Period End Time. In the screenshot, the Period Start Time is Mar 20, 2007 12:50 PM. The Period End time is Mar 20, 2007 1:00:53 PM.

A line chart is shown. The y-axis units are average active sessions and range from 0 to .763. The x-axis units are times of day, shown in 10-minute intervals, and range from 11 to 1:00. CPU usage (shown in green) has peaked significantly in the last 10 minutes.

The ADDM Performance Analysis section is shown.The Task Name is ADDM:1621828677_1_8. The Time Range is Mar 20, 2007 1:08:01 PM to Mar 20 2007 1:12:01 PM.The Filters, View Snapshots, and View Report buttons are shown.The Task Owner is SYS. The Average Active Sessions is 1. The Period Start Time is Mar 20, 2007 1:00:54 PM PDT. The Period Duration is 9.6.A table includes the following columns: Impact (%), Finding, Occurrences (last 24 hrs).Row 1 includes the following values: 100, CPU Usage, 4 of 5.Row 2 includes the following values: 100, Top SQL by DB Time, 4 of 5.The Information Findings navigation tree is shown collapsed.

End of description.


The I/O breakdown options are: I/O Function, I/O Type (selected), and Consumer Group.

A line chart labeled I/O Megabytes per Second by I/O Type is shown. The y-axis units are MB per second. The y-axis values range from 0 to 50. The following types of information are tracked in the chart: Large Writes, Small Writes, Large Reads, and Small Reads. The chart shows a slight spike in LGWR activity at 10:45 a.m.

A line chart labeled I/O Requests per Second by I/O Type is shown. The y-axis units are I/O per second. The y-axis values range from 0 to 600. The following types of information are tracked in the chart: Large Writes, Small Writes, Large Reads, and Small Reads. The chart shows a huge spike in Small Writes activity at 10:45 a.m.

End of description.


This screenshot shows the top portion of the Performance page.

In the top right corner of the screenshot are the following elements: Settings Button, View Data list. The list item displayed is Real Time: 15 Second Refresh.

A line chart labeled Host is shown. The units of the x-axis are hours. The x-coordinates shown range from 2:39 pm to 4:00 pm. The units of the y-axis are: Percent. The y-coordinates shown range from 0.0 to 100.0. The following types of information are plotted in the chart: CPU Utilization %. The chart indicates that CPU utilization was high until 3:10, then dropped until 3:29, then spiked again.

A line chart labeled Average Active Sessions is shown. The units of the x-axis are times of the day, shown in 10-minute intervals. The x-coordinates shown range from 8:30 pm to 9:20 pm. The units of the y-axis are: active sessions. The y-coordinates shown range from 0.0 to 2.8. The following types of information are plotted in the chart: Other, Queueing, Network, Administrative, Configuration, Commit, Application, Concurrency, System I/O, User I/O, Scheduler, CPU Used. The chart indicates that spikes occurred from 8:30 to 8:40, from 8:50 to 9:10, and at 9:25. The largest spike was at about 8:55.

Underneath the chart is a subsection with the Throughput tab selected. The Instance Throughput Rate can be set to Per Second (shown selected) or Per Transaction.

A line chart labeled is shown. The units of the y-axis are: total number. The units of the x-axis are times of the day, shown in 10-minute intervals. The x-coordinates shown range from 2:39 pm to 4:00 pm. The y-coordinates shown range from 1 to 3. The following types of information are plotted in the chart: Logons, Transactions. The chart indicates that a spike in transactions occurred at 8:55 pm.

A second line chart is shown. The units of the y-axis are: total number. The y-coordinates shown range from 0 to 2000. The following types of information are plotted in the chart: Physical Reads (KB), and Redo Size (KB). The chart indicates that a spike in physical reads occurred at 2:39 pm and again at 3:35 pm.

End of description.


The General section of the Automatic Workload Repository page is shown.

The Edit button is on the upper right.

4 name-value pairs appear. The value of Snapshot Retention (days) is 694. The value of Snapshot Interval (minutes) is 10. The Collection Level is TYPICAL. The Next Snapshot Capture Time is Feb 5, 2009 5:50:18 PM.

The Manage Snapshots and Baselines section is shown.

The Run AWR Report button is on the upper right.

4 name-value pairs appear. The value of Snapshots is 22. The value of Baselines is 2. The values of Latest Snapshot Time is Feb 5, 2009 5:40:18 PM. The value of Earliest Snapshot Time is Feb 5, 2009 2:12:19 PM.

End of description.


This screenshot shows the Top DB Objects section.

The table has the following columns: Object ID, % Activity, Event, % Event, Object Name (Type), and Tablespace.

Row 1 has the following values: 66590, 32.10, enq:TM - contention, 32.10, HR.DEPARTMENTS (TABLE), EXAMPLE.

Row 2 has the following values: 66595, 1.99, buffer busy waits, 1.99, HR.EMPLOYEES (TABLE), EXAMPLE.

End of description.


The Database Activity page is shown.

The ADDM Performance Analysis section is shown under the chart. The Task Name is TASK_96 (End Time:Mar 21, 2007 11:00:55 PM). The Time Range is: Mar 21, 2007 11:00:01 PM to Mar 21, 2007 11:06:01 PM.

The Filters, View Snapshots, and View Report buttons appear.

The Task Owner is SYS. The Average Active Sessions is 0.3. The Period Start Time is Mar 21 2007 10:00:45 PM PDT. The Period Duration (minutes) is 60.2.

The table includes the following columns: Impact (%), Finding, Occurrences (last 24 hrs). The table shows 7 rows.

Row 1 has the following values: 100, Undersized Shared Pool, and 2 of 49.

Row 2 has the following values: 37.2, Top SQL by DB Time, and 10 of 49.

Row 3 has the following values: 13.7, "Scheduler" Wait Class, and 2 of 49.

Row 4 has the following values: 11.4, Undersized Buffer Cache, 2 of 49.

Row 5 has the following values: 7.3, CPU Usage, and 10 of 49.

Row 6 has the following values: 7.2, Hard Parse Due to Parse Errors, 2 of 49.

Row 7 has the following values: 4.7, Top Segments by I/O, 2 of 49.

The Informational Findings navigation tree is collapsed.

End of description.


This screenshot shows the SQL Access Advisor: Review page. At the top of the page, on the right-hand side, are 4 buttons. These buttons are labeled, from left to right: Cancel, Show SQL, Back, and Submit. Between the Back and Submit buttons is the text "Step 4 of 4".

At the top of the page on the right-hand side, the following information is displayed:

	
Database: database


	
Logged In As: DBA1




Following this information is the text "Please review the SQL Access Advisor options and values you have selected." It then displays 3 values, and a table of options. The 3 values are:

	
Task Name: SQLACCESS9817748


	
Task Description: SQL Access Advisor


	
Scheduled Start Time: Run Immediately




The Options table has a button labeled Show All Options at the top, on the left-hand side. The table has 4 columns, titled, from left to right: Modified, Option, Value, and Description. There are 3 rows shown in the table in the screenshot. These rows have the values:

	
Check mark, Analysis Scope, All Tuning Artifacts, "The type of recommendations that are allowed"


	
Check mark, Total Time Limit (minutes), 30, "Specifies the total time limit in minutes for the current SQL Access Advisor"


	
Check mark, Workload SQL Limit, 25, "Specifies the number of SQL statements to be analyzed"




Below the table, on the right-hand side are 4 buttons. These buttons are labeled, from left to right: Cancel, Show SQL, Back, and Submit. Between the Back and Submit buttons is the text "Step 4 of 4".

End of description.


The Services tab is shown.

1 line chart is shown.

In the first chart, the y-axis units are active sessions. The y-axis values range from 0 to 5.5. The x-axis units are hours of day, shown in 10-minute intervals. The values range from 10:20 a.m. to 11:20 a.m. The following types of information are tracked in the chart: SYS$BACKGROUND, emdc, and SYS$USERS. The chart shows that the largest spikes are caused by SYS$USERS and occur between 10:20 and 10:30 a.m., and from 10:40 a.m. to 11:20 a.m.

End of description.


The table contains the following columns: SQL ID, Planhash, Sampled # of Executions, % Activity, Event, % Event, Top Row Source, % RwSrc, SQL Text. Values in the first column are shown as links.

Row 1 contains the following values: 31h2wmu3q47u6, 4090065844, 277, 26.22, CPU + Wait for CPU, 26.13, TABLE ACCESS - FULL, 19.94, SELECT /*+ ORDERED USE_NL(c).

Row 2 contains the following values: 3djkjtba139ct, 1426549735, 148, 13.76, db file sequential read, 12.00, ** Row Source Not Available **, 12.00, INSERT INTO EMPLOYEES VALUES.

Row 3 contains the following values: null, null, null, null, flashback buf free by RVWR, 1.39, ** Row Source Not Available **,1.39, null.

Row 4 contains the following values: null, null, null, null, flashback buf free by RVWR, 1.75, DELETE, 1.75, null.

End of description.


This screenshot shows a table in The Compare Periods: Results page.

The table has the following columns: Name, First Period Metric Ratio (shown as a bar chart), Second Period Metric Ratio (shown as a bar chart), First Period Value, Second Period Value, First Period Rate Per Second, Second Period Rate Per Second.

Row 1 has the values: DB cpu (seconds), null, null, 0, 0, 0, 0.

Row 2 has the values: Db time (seconds), null, null, 10345.23, 1715.34, 2.85, 2.85.

Row 3 has the values: db block changes, (short bar), null, 19944, 26344, 11.42, 14.56.

Row 4 has the values: execute count, (tiny bar), null, 20285, 20770, 11.61, 11.48.

Rows for the following metrics showed all 0s: global cache cr block receive time, global cache cr blocks received, global cache current block receive time, global cache current blocks received, global cache get time, global cache gets.

End of description.


This graphic shows the View Data list. The following options are shown: Real Time: Manual Refresh, Real Time: 15 Second Refresh, and Historical.


The Select Time Period page is shown.

The Change Chart Time Period link is shown.

The Select Time Period section includes the following text: "Choose the Period Start Time option, then click a snapshot icon in the chart to select the period start time. Repeat the process for the period end time."

Period Start Time is selected. The time is Mar 4, 2007 9:01:22 PM PST. Period End Time is deselected. The time is Mar 5, 2007 1:00:48 AM PST.

A bar chart is shown. The y-axis is labeled Active Sessions. The values range from 0 to 1.347. The x-axis ranges from 9:01 p.m. to 6 a.m. The legend shows Wait (red), User I/O (blue), and CPU (green). The most activity is in CPU. It ranges from .40 at 9 a.m. to .45 at 10 am, then dips to .40 at 11 and up to .5 at midnight where is stays until it begins to drop at 1 a.m.

End of description.


The Advisor Tasks page is shown.

The Change Default Parameters button is right-justified.

The Search section is shown.

The Advisory Type list has a value of ADDM. The Task Name list shows a null value. The Advisor Runs list shows a value of All. The status list shows the value of All. The Go button appears to the right of the lists.

The Results section includes a table.

Above the table are the View Result and Delete buttons. The Actions list shows the Re-schedule value. To the right of this list is the Go button.

The table has the following columns: Select, Advisory Type, Name, Description, User, Status, Start Time, Duration (seconds), and Expires In (days). The Name values appear as links. The Select values appear as selectable options.

Row 1 contains the following values: (option, shown selected), ADDM, TASK_447, ADDM auto run, DBA1, COMPLETED, Jan 29 2009, 0, and 30.

Row 2 contains the following values: (option), ADDM, ADDM:399937146_1_416, ADDM auto run, DBA1, COMPLETED, Jan 29 2009 11:29:12 AM, 1, 30.

Row 3 contains the following values: (option), ADDM, ADDM:399937146_1_415, ADDM auto run, DBA1, COMPLETED, Jan 29 2009 11:23:12 AM, 0, 30.

End of description.


The Create SQL Tuning Set: Review page is shown.

The Create SQL Tuning Set: Review section is shown.The Database is orcl111.The Cancel, Back, and Submit buttons are shown. The text "Step 5 of 5" is between Back and Submit.Below the buttons is the text "Review the SQL Tuning Set options you have selected."The following name-value pairs are shown:SQL Tuning Set Name is STS_BASELINE_PEAK_LOAD.Owner is IMMCHAN.Description is "Contains SQL from BASELINE_PEAK_LOAD".Created an empty SQL tuning set is No.Load Methods is "Load SQL statements one time only".Data Source is "AWR Baseline".Baseline Name is BASELINE_PEAK_LOAD.Top N is <ALL>.Job Name is CREATE_STS_1173267160578.Scheduled Start Time is Run Immediately.

End of description.


The Host section of the Performance page is shown.

A line chart is shown. The y-axis units are Runnable Processes and range from 1.5 to 6. The x-axis units are times of time, shown in 10-minute intervals. The x-axis values range from 10:06 to 11:05 a.m. The chart tracks host activity. The chart shows that activity ranges between 2 and 4.5.

End of description.


The Top 10 Processes (ordered by CPU) section on the Performance Summary page is shown.

The table contains the following columns: Command, CPU Utilization (%), Resident Size (KB), Virtual Size (KB), Owner, Process ID. The table contains 10 rows.

Row 1 has the following values: ORACLE, 100, 257060, 390152, N/A, 836.

Row 2 has the following values: emdctl, .97, 22340, 20836, N/A, 5208.

Row 3 contains the following values: SWAGENT, 0, 84, 1872, N/A, 240.

Row 4 contains the following values: cmd, 0, 88, 1476, N/A, 2320.

Row 5 contains the following values: cmd, 0, 108, 1464, N/A, 2236.

Row 6 contains the following values: SWSOC, 0, 116, 2148, N/A, 348.

Row 7 contains the following values: SWSTRTR, 0, 128, 428, N/A, 248.

End of description.


The Advisor Mode section on the SQL Access Advisor: Recommended Options page is displayed. The text says: "The advisor can run in one of two modes, Limited or Comprehensive. Limited Mode is meant to return quickly after processing the statements with the highest cost, potentially ignoring statements with a cost below a certain threshold. Comprehensive Mode will perform an exhaustive analysis."

The Limited Mode option is selected. The Comprehensive Mode option is deselected.

End of description.


The screenshot shows the Recommendations section of the previous screenshot, but with the Show Recommendation Action Counts link in expanded form. Once expanded the link name changes to "Hide Recommendation Action Counts" and displays the following additional information:

	
Indexes: Create 1 Drop 0 Retain 0


	
Materialized Views: Create 4 Drop 0 Retain 0


	
Materialized View Logs: Create 6 Retain 0 Alter 0


	
Partitions: Tables 0 Indexes 0 Materialized Views 0




End of description.


An expanded Informational Findings navigation tree is shown. The following wait classes were not consuming significant database time: Commit, Concurrency, CPU, Network, User I/O. Also, session connect and disconnect calls and hard parsing were not consuming significant database time.

End of description.


The Quick Configuration: Review OLTP Threshold Settings page is shown.

The Cancel, Back, and Finish buttons are shown.

The OLTP Threshold Settings section contains a table.

The column names are Metric Name, AWR Baseline, Threshold Type, Warning Level, and Critical Level.

Row 1 has the following values: Average Active Sessions, SYSTEM_MOVING_WINDOW, Significance Level, Very High (.99), Extreme (.9999).

Row 2 has the following values: Redo Generate (per second), SYSTEM_MOVING_WINDOW, Percentage of Maximum, 100%, 120%.

Row 4 has the following values: Session Logical Reads (per transaction), SYSTEM_MOVING_WINDOW, Significance Level, Very High (.99), None.

The Impact on Existing Thresholds section is shown.

The table contains the following columns: Metric Name, AWR Baseline, Threshold Type, Warning Level, Critical Level.

Row 1 has the following values: "Cumulative Logons (per second)", null, Fixed Values, 100, null.

Row 2 has the following values: "Current Open Cursors Count", null, Fixed Values, 1200, null.

End of description


The Top Timed Events section of the AWR Compare Periods report is shown. Refer to the complete text description of the report.

End of description.


The Alert Log Errors page is shown.

The Alert Log Errors page is shown.

On the top right the View Data list shows All Days. To the right of the list is the Refresh button.

The Alert Log Entries Containing ORA-Errors section is shown.

The contains the right-justified following buttons: Show Open Alerts, Clear Every Open Alert, and Purge Every Alert.

The left-justified buttons Clear and Purge are shown.

The left-justified links Select All and Select None are shown.

A table contains the following columns: Select, Severity, Category, Time, Alert Log Error Stack, Alert Triggered, and Line Number.

The table contains 5 rows.

The values in row 1 are: (unchecked check box), (alert icon), Generic Alert Log Error, Feb 26 2007 4:44:39 AM, ORA-00600 internal error code, Feb 26 2007 4:50:34 AM, and 26728.

The values in row 2 are: (unchecked check box), check mark, Generic Alert Log Error, Feb 25 2007 10:34:35 PM, ORA-12012 error on auto execute of job 63855, null, and 26694.

The values in row 3 are: (unchecked check box), check mark, Generic Alert Log Error, Feb 25 2007 10:26:04 PM, ORA-12012 error on auto execute of job 63854, null, and 26687.

End of description.


The screenshot shows the Select Recommendations for Implementation table of the Recommendations subpage. Under the table title is the option Include Retain actions, which is selected. Below this option there are 3 buttons that are labeled, from left to right: Recommendation Details, Schedule Implementation, and Show SQL. Below the buttons are 2 links: Select All and Select None.

The table has 9 columns and 4 rows. The columns headings are, from left to right: Select, Implementation status, ID, Actions, Action Types, Cost Improvement, Cost Improvement (%), Estimated Space Used (MB), and Affected SQL Statements. The rows, listed in order from top to bottom, contain the following values, listed in order from left to right:

	
Selected, a blue square, 1 (hyperlinked), 4, three squares (blue, dark blue, and beige), 4, 40.00, 0.008, and 1


	
Not selected, a blue square, 3 (hyperlinked), 4, three squares (blue, dark blue, and beige), 2, 20.00, 0.008, and 1


	
Not selected, a blue square, 4 (hyperlinked), 3, three squares (blue, dark blue, and beige), 2, 20.00, 0.008, and 1


	
Not selected, a blue square, 2 (hyperlinked), 6, four squares (pale blue, blue, dark blue, and beige), 2, 20.00, 0.016, and 1




End of description.


A line chart labeled Average Active Sessions is shown. The units of the x-axis are times of the day, shown in 10-minute intervals. The x-coordinates shown range from 2:45 pm to 4:00 pm. The units of the y-axis are: active sessions. The y-coordinates shown range from 0.0 to 2.5. The following types of information are plotted in the chart: Other, Queueing, Network, Administrative, Configuration, Commit, Application, Concurrency, System I/O, User I/O, Scheduler, CPU Used. The chart indicates that spikes occurred from 2:45 to 3:15, and at 3:30. The largest spike was at about 3:10. The spikes were mainly caused by CPU usage, user I/O, and system I/O.

End of description.


The screenshot shows the Summary subpage of the Results for Tasks page. The other subtabs shown, but not selected, are Recommendations, SQL Statements, and Details.

The Summary subpage has 5 sections. At the top is Overall Workload Performance. In the middle is Workload I/O Cost on the left and Query Execution Time Improvement on the right. At the bottom are Recommendations on the left and SQL Statements on the right.

The Overall Workload Performance section has an information icon (the letter i in a chat bubble) followed by the words "Potential for Improvement"

The Workload I/O Cost section has a bar chart that compares the workload I/O cost for the Original Cost (877), indicated by a red bar, with the New Cost (867), indicated by a smaller blue bar. The vertical axis measures the workload I/O cost, with values from 865.0 to 877.5 in increments of 2.5

The Query Execution Time Improvement section also has a bar chart. The vertical axis is the percentage of statements, and has values from 0 to 100 incrementing by 25. The horizontal axis measures the Query Improvement Factor with values of 1x, 2x, 4x, 6x, 8x, 10x, and >10x. The legend contains only 2 entries: No Performance Improvement, indicated by the gray bars and Potential Performance Improvement, indicated by the blue bars. The graph indicates that 75% of the queries would see no improvement, as indicated by the large gray bar, No Performance Improvement, at 1x. Approximately 20 percent of the statements have a potential query execution time improvement of 4x, and 5 percent of the statements have a potential query execution time improvement of 6x, as indicated by the blue bars at 4x and 6x. There are no other bars on the chart.

The Recommendations section displays the following information:

	
Recommendations: 4 (hyperlinked)


	
Space Requirements (MB): 0.039


	
User Specified Space Adjustment: Unlimited


	
Show Recommendation Action Counts (hyperlinked and unexpanded)




The SQL Statements section displays the following information:

	
SQL Statements: 19 (hyperlinked), followed by the descriptive text "Statements remaining after filters were applied:


	
Show Statement Counts (hyperlinked and unexpanded)




End of description.


The Snapshot Range option is selected.

The Change Chart Time Period navigation tree is expanded.

The Chart Start Date is 2/5/09. Underneath the field is the Go button. The Chart End Date is 2/5/09.

The Select Time Period section is shown.

The Period Start Time is February 5, 2009 at 3:10 p.m. The Period End Time is February 5, 2009 at 3:30 p.m. This option is selected.

A line chart is shown. The y-axis is labeled Active Session and ranges from 0 to 2.232. The x-axis shows times of day, shown in 10-minute intervals, and ranges from 2:20 to 3:50. The chart tracks Wait, User I/O, and CPU. The CPU activity spikes to 2.232 at 2:30 p.m. and falls off to 0 at 2:50. It then gradually rises to 1.116 at 3:10.

End of description


The Automatic SQL Tuning Result Summary is shown.The text underneath the title is: "The Automatic SQL Tuning runs during system maintenance windows as an automated maintenance task, searching for ways to improve the execution plans of high-load SQL statements."Task Status section.Automatic SQL Tuning (SYS_AUTO_SQL_TUNING_TASK) is currently Enabled.Automatic Implementation of SQL Profiles is currently Enabled. The Configure button is shown.The Task Activity Summary section is shown.The text underneath the title is: "The activity summary graph shows the benefit of the task activities on the systems high-load SQL. Only profiles that significant improve SQL performance were implemented."The Time Period list has All selected. The Go and View Report buttons are shown.The Begin Date is Mar 20, 2007 10:00:38 PM (UTC-07:00). The End Date is Mar 22, 2007 11:38:09 AM (UTC-07:00).

End of description.


This screenshot shows a section of the Edit Settings page.

For Snapshot Retention, select one of the following: Use Time-Based Retention Retention Period (Days), or Retain Forever. The first option has a corresponding text field, with the value 8 shown. For Snapshot Collection, select one of the following: System Snapshot Interval, or Turn off Snapshot Collection. The first option has a corresponding list, with the value 1 Hour shown.

1 label-value pair appears. The value for the Collection Level label is: Typical. The value is a link.

End of description.


The Plan subpage is shown.The page shows the following name-value pairs: Data Source is Cursor Cache, Capture Time is Feb 9 2009 12:07:07 PM, Parsing Schema is HR, Optimizer Mode is ALL_ROWS.In the View section, Table is selected.The table has the following columns: Operation, Object, Order, Rows, Bytes, Cost, CPU (%), Time, Query Block Name/Object Alias, Predicate, Filter, and Projection.Row 1 has the following fields: SELECT STATEMENT, null, 7, null, null, 7, null, null, null, null, null.Row 2 has the following fields: HASH JOIN, null, 6, 3, 189, 7, 14, 0:0:1, SEL$1, "E"."DEPARTMENT_ID"="D"."DEPARTMENT_ID", null, (#keys=1) "E"."LAST_NAME".

End of description.


The Alerts section on the Database Home page is shown.

The Category list shows All. To the right of the list is the Go button. To the right is the word "Critical," followed by a red "X" and the number 1. To the right is the word "Warning," followed by an exclamation point icon and the number 1.

The table contains the following columns: Severity, Category, Name, Impact, Message, and Alert Triggered.

The table contains 2 rows. Row 1 contains the following values: (red x icon), Incident, Generic Internal Error, PROCESS FAILURE, Internal error (3050924502) detected, and Feb 26 2007 4:45 AM.

Row 2 contains the following values: (exclamation point icon), Alert log, Generic Alert Log Error, null, ORA-error stack logged, and Feb 26 2007 1:50 AM.

End of description.


This screenshot shows the Top Working Sessions section of the Active Sessions Working page.

The View list shows the value Top Sessions.

Underneath the row of elements is a table. The table contains the following columns: Activity (%), Session ID, User Name, and Program. Values in the Session ID and User Name columns are displayed as links. Values in the Activity column are displayed as a horizontal bar chart with an associated number.

3 rows are shown in the table. The values of row 1 are: 96.42, 124, SH, and sqlplus@stbc09-1. The values of row 2 are: .98, 121, DBNSMP, OMS. The values of row 3 are: .33, 135, SYSMAN, OMS.

End of description.


This screenshot shows the Details tab of the Snapshot Details page.

6 label-value pairs appear. The value of label Beginning Snapshot ID is: 100. The value of the Beginning Snapshot Capture label is: Jan 30, 2009 2:49:35 PM. The value of the Ending Snapshot ID label is: 162. The value of the Ending Snapshot Capture label is: Jan 20, 2009 3:30:30 PM.

Underneath the preceding section is a table. The table contains the following columns: Name, Value, Per Second, and Per Transaction.

27 rows are shown in the table. The values of row 1 are: DB cpu (seconds), 0.00, 0,00, and 0.00. The values of row 2 are: DB time (seconds), 12,477.31, 5.08, and 20.42.

End of description.


The SQL Access Advisor: Initial Options page is shown.

The Cancel and Continue buttons are shown.

The text "Select a set of initial options" is shown.

The following options are possible: Verify use of access structures (indexes, materialized views, partitioning, etc.) only and Recommend new access structures. The following box is checked: Inherit Options from a previously saved Task or Template.

The Task and Templates section is shown.

The View list shows Templates Only.

The View Options button is shown.

The table has the following columns: Select, Name, Description, Last Modified, and Type.

Row 1 has the following values: (selected option), SQLACESS_EMTASK, "Default Enterprise Manager task templates", Mar 26 2007 1:28:21 PM PDT, Default Template.

Row 2 has the following values: (deselected option), SQLACCESS_GENERAL, "General purpose database template", Mar 26 2007 1:28:19 PM PDT, Template.

Row 3 has the following values: SQLACCESS_OLTP, "OLTP database template", Mar 26 2007 1:28:20 PM PDT, Template.

Row 4 has the following values: SQLACCESS_WAREHOUSE, "Data Warehouse database template", Mar 26 2007 1:20:21 PM PDT, Template.

End of description.


This graphic shows a horizontal arrow labeled User Response Time, with a point on the right end. In a horizontal row above the arrow are four boxes with the following contents: Query for Novels by Author, Browse Results of Query, Add Item to Cart, and Checkout. The first, third, and fourth boxes have a pair of bold arrows: one arrow points down from the box to the main arrow and the other points up. The second box in the series has two pairs of arrows. On the main arrow underneath each pair of up/down arrows, a thin shaded segment is shown. The shading indicates DB Time. The first, third, fourth, and fifth gray segments are labeled with the following times: 7:38, 7:42, 7:50, and 7:52.

End of description.


The Second Period section is shown.

Underneath the words "Second Period" are 2 name-value pairs. The Beginning Snapshot ID label has the value 18. The Beginning Snapshot Capture Time label has the value Feb 5 2009 5:00:03 PM.

The Go To Time field has the value 2/5/09. The adjacent list has the value 6:00 PM. Next to the list is a Go button.

Underneath is a table with the following columns: Select (values shown as selectable options), ID (values shown as links), Capture Time, Collection Level, and Within a Baseline. The table has 6 rows. Row 6 has the following values: (selected option), 24, Feb 5 2009 6:00:26 PM, TYPICAL, null.

End of description.


The Create SQL Tuning Set: Load Methods page is shown.

In the Data Source field, User-Defined Workload is selected. In the User-Defined Workload field, IMMCHAN.BAD_SQL is entered.

End of description.


The Disk Details view is shown.

On the top right of the screen the View Data list shows Real Time: Manual Refresh.

This view contains 3 sections: Disk I/O Utilization, Longest I/O Service Time (ms), and Top Disk Devices (ordered by % Busy).

The Disk I/O Utilization chart ranges from 0 to 20 on the y-axis and 9:36 to 1 AM on the x-axis. The chart measure Total I/Os per second. The chart shows a jagged line ranging from 8 to 11. The Total I/Os per second is 9.25.

The Longest I/O service time (ms) chart ranges from 0 to 15 on the y-axis and 11 to 1 AM on the x-axis. The chart measures Longest I/O service time (ms). The chart shows a jagged line ranging from 3 to 10. The Longest Service Time (ms) is .9.

The Top Disk Devices (ordered by % Busy) section includes a table. The columns of the table are: Status, Device, Busy (%), Average Outstanding Requests, Reads per second, Writes per second, Blocks Read (512 bytes per second), Blocks Written (512 bytes per second, Average Wait Time (ms), Average Service Time (ms).

The table contains 2 rows. Row 1 values are: (check mark icon), 0 C:, 2.44, .03, 3.33, 5.36, 80.31, 104.94, 0, 3.8. Row 2 values are: (check mark icon), 1 E:, 0, 0, C, 0, 0, 0, 0, 0.

End of description.


The Create Baseline: Repeating Baseline Template is shown.

On the top right are the Cancel, Back, and Finish buttons.

The Baseline Name Prefix field shows BASELINE_2009_MON_8.

In the Baseline Time Period section, the Start Time is 8 a.m. The Duration (Hours) field shows 2.

In the Frequency section, the mutually exclusive options are Daily and Weekly (selected). A row of options from Monday (selected) through Sunday is shown.

In the Interval of Baseline Creation section, the Start Time is Feb 6, 2009 at 8:00 a.m. The End Time is Feb 6, 2010 at 10:00 a.m.

In the Purge Policy section, the Retention Time (Days) field shows 30.

End of description.


The User page is shown.

The following options are possible: Include only SQL statements executed by these users (selected), and Exclude all SQL statements executed by these users.

To the right of the options is a rectangular text box containing the text "SH."

End of description.
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SQL Plan Control
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A SQL Plan Baseline is an execution plan deemed to have acceptable performance for a given SQL statement
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Capture SQL Plan Baselines FALSE
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Plan Retention(Wesks) 53 ( Configure

Pend

0 Completed
Load Jobs






OEBPS/img/compute_threshold_stats.gif
Compute Threshold Statistics: BASELINE_THU_1530
(Cancel) (Submit)
Task Information
* Name [BSLNSTATS 1233881368
Description [Compute metric statistics for baseline BASELINE_THU_1530 (d:2)

Schedule
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Time Zone  GMT-08:00

Repeati
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start
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forkload and Task Options
These are the aptions that were selected when the advisor task was created.

0025 ] Next10 &

Option Value Descr
Advisor Mode Limited Specifies the mode in which SQL Access Advisor will operate during an analysis, either
limited (quicker results) or comprehensive (higher quality recommendations)

Analysis Scope Al Tuning  The type of recommendations that are allowed
Adtifacts

Creation Cost Consider  When specified, the SQL Access Advisor will weigh the cost of creation of access structures
creation cost  against the frequency of the queries and potential improvernent in query execution time

Default Index None Specifies the default owner for new index recommendations

Schema

Default Index None Specifies the default tablespace for new index recommendations

Tablespace

Default MVLog None Specifies the default tablespace for new materialized view log recommendations

Tablespace

Default MView None Specifies the default owner for new materialized view recommendations

Schema

Default MView None Specifies the default tablespace for new materialized view recommendations

Tablespace

Default Partitioning  None Specifies the defaut tablespaces for new Parttioning recommendations

Tablespaces

Excluded Actions  None Contains a list of application actions that are NOT eligible for tuning

1100129 ¥] Next 10 &

Journal Entries
These are the messages that were logged to the advisor joural while the task was executing. The amount of information logged is

controlled by the "Journaling Level” option shown in the table above.
110018 _[~] Next8 &
Severity|Entry | Order

Preparing workload for analysis
Fitter Sumrmary: Valid usemarne: Unused

Fitter Sumrmary: Invalid userame: Unused

Fitter Sumrmary: Valid module: Unused

Fitter Sumrmary: Invalid module: Unused

Filter Sumrmary: Valid action: Unused

Fitter Sumrmary: Invalid action: Unused

Fitter Sumrmary: Valid SQL String: Unused

Filter Sumrmary: Invalid SQL String: Statements discarded: 0

Fitter Sumrmary: Invalid start time: Unused 1

100f 18 7] Next8 &
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parse count | 149386000 1493597.00 41870 41089
(total)
parse time cpu — 653 205 000 000
(seconds)
parse time —— 5378 1311 002 000
elapsed
(seconds)
——

physical reads 1343200 3,555.00 375 098
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Run ADDM

(CencED) (@)
@ Run ADDM to analyze current performance
Create a new AWR snapshot and run ADDM on the new and the previous snapshot. You must have EXECUTE privilege on
DEMS_WORKLOAD_REPOSITORY to complete this.
€ Run ADDM to analyze past performance
ADDM analysis requires a pair of AWR snapshots to specify the analysis period. Specify the analysis period by selecting the Period Start Tirme
or the Period End Time option and clicking on an icon below the graph

@ Period Start Time © Jan 29, 2009 11:00:48 AM PST € Period End Time © Jan 29, 2009 11:23:42 AM PST
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Create Baseline: Single Baseline

(Cancel) (Back) (Finish
The single type of baseline has a single and fixed time interval. For example, from Jan 1, 2007 10:00 AM to Jan 1, 2007 12:00 PM.

+ Baseline Name

Baseline Interval

@ Snapshot Range
B>Change Chart Time Period
Select Time Period
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The repeating type of baseline has a time interval that repeats over a time period. For exarple, every Monday from 10:00 AM to 12:00
M for the year 2007
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Quick Configuration: Review OLTP Threshold Settings

Cancel) (Back) (Finish
OLTP Threshold Settings

Threshold ~ Warming ~ Critical
Metric Name AWR Baseline Type Level  Level
Average Active SYSTEM_MOVING_WINDOW Significance  Very High Extreme
Sessions Level 099)  [0999)
Redo Generated (per  SYSTEM_MOVING_WINDOW Percentage of  100%  120%
second) Maxirmurn

Response Time (per  SYSTEM_MOVING_WINDOW Significance  Very High Extreme
transaction) Level 099)  [0999)
Session Logical Reads SYSTEM_MOVING_WINDOW Significance  Very High None
(per transaction) Level 099

Impact on Existing Thresholds
/\Applying the OLTP threshold settings will also clear the following settings.

ng  Critical
Metric Name AWR Baseline  Threshold Type Level
Curnulative Logons (per Fixed Values
second)

Current Open Cursors Count Fixed Values 1,200
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Show SQL

Rem SQL Access Advisor: Version 11.2.0.0.Z - Production
Rem

Rem Username: DBAL

Rem Task: SQLACCESS7080118

Rem Execution date:

Rem

CREATE MATERIALIZED VIEW IOG ON
"SH". "SALES”

WITH ROWID, SEQUENCE

("BROD_ID", "PROMO_TD", "QUANTTTY_SOLD", "AMOUNT_SOLD")
INCLUDING NEW VALUES;

CREATE MATERIALIZED VIEW L0G ON
“SH". "PROMOTIONS "

WITH ROWID, SEQUENCE ("PROMO_TD", "BROMO_NAME", "PROMO_CATEGORY")
INCLUDING NEW VALUES;

CREATE MATERIALIZED VIEW "DBAL"."MU$$_043F0000"
REFRESH FAST WITH ROWID

ENABLE QUERY REWRITE

A4S SELECT SH.PROMOTIONS.PROMO_CATEGORY C1,

SH. PROMOTTONS . PROMO_NAME CZ, COUNT (*)

M1 FROM SH.SALES, SH.PROMOTIONS WHERE SH.PROMOTTONS.PROMO_TD
SH. SALES. PROMO_TD

AND (SH.PROMOTIONS.PROMO_CATEGORY = 'internmet') GROUP BY

SH. PROMOTTONS . PROMO_CATEGORY,

SH. PROMOTTONS . PROMO_NAME;

begin
dbms_stats.gather_table_stats

(" "DBAL"", " "MYS§_043F00D0 "7, NULL, dbms_stats. auto_sample_size) ;
end;

7
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Recommendations

Select All | Select None | Show All Details | Hide All Details
Select Details [Category [Benefit (%)

7 gtide SOL Tuning _—— 395
Investigate the SELECT statement with SOL_ID "31h2wmu3q47u" for possible perfor nprovements.
Action You can supplement the information given here with an ASH report for this SQL_ID. (iew Tuning History )

SQL Text SELECT /*+ ORDERED USE_NL(c) FULL(c) FULL(s) PARALLEL(s 4) PARALLEL(C 47/ COUNT.
SQLID 31h2wmu3ed7us

nance

The SOL spent onl ime on CPU, 10 and Cluster waits. Therefore, the SOL Ty

Advisor is not applicable in this case. Look at performance data for the SQL to find potential improvements.

Rationale Database time for this SOL was divided as follows: 100°% for SOL execution, 0% for parsing, 0% for PL/SQL
execution and 0% for Java execution.

SOL statement with SOL_ID "31h2wmu3¢47u6” was executed 583 times and had an average elapsed ti

0.3 seconds.

Rationale At least one execution of the statement ran in parallel.

Rationale Waiting for event “resmgricpu quantum” in wait class “Scheduler” accounted for 88% of the database time
spentin processing the SOL statement with SQL_ID "31h2wmu3q47u

¥ Show SQL Tuning [ 256
¥ ShowSQL Tuning - 186

Rationale

e of

Rationale
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Create Baseline: Baseline Interval Type
(Cancel) (Continue)

Choose one of the baseline interval types listed below.
@ Single

The single type of baseline has a single and fixed time interval. For example, from Jan 1, 2007 1000 AM to
Jan 1, 2007 1200 PM.
© Repeating

The repeating type of baseline has a time interval that repeats over a time period. For example, every
Monday from 10:00 AM to 12:00 PM for the year 2007,
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Task Name SQLACCESS7080118 Started Mar 6, 2009 1:
Status COMPLETED Ended Mar 6, 2009 1.
Advisor Mode LIMITED Running Time (seconds) 31
Scheduler Job ADV_SQLACCESS7080118  Total Time Limit (minutes) 10000
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Run ADDM

(CencED) (@)
€ Run ADDM to analyze current performance
Create a new AWR snapshot and run ADDM on the new and the previous snapshot. You must have EXECUTE privilege on
DEMS_WORKLOAD_REPOSITORY to complete this.
@ Run ADDM to analyze past performance
ADDM analysis requires a pair of AWR snapshots to specify the analysis period. Specify the analysis period by selecting the Period Start Tirme
or the Period End Time option and clicking on an icon below the graph
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SOL Tuning History.

The following SQL tuning tasks provide the recommendations to tune this SL statement

Advisor Task Name. |Advisor Task Owner |Task Completion
SQL_TUNING_ 1234210497448 DBAT Feb 9, 2009 12:15:28 PM

ADDI Findings for this SOL during historic period
Finding Name Occurrences (latest 24 his) T |
Top SOL Staternents 8 of 144
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Automatic SOL Tuning Result Summary
The Automatic SQL Tuning runs during system maintenance windows 35 an automated maintenance task, searching
for ways to improve the execution plans of high-load SQL statements.

Task Status
Autornatic SQL Tuning (SYS_AUTO_SQL_TUNING_TASK) is currertly Enabled

Autornatic Implementation of SQL Profiles is currently Disabled ( Canfigure )
Key SQL Profiles 1 (mpiement All)

Summary Time Period
Choose a time period to facus the graphs and statistics below on a specifc range of tuning resuls. Dril down to
view focused results or see the results for all SQLs by clicking the "View Report” button

Time Period Allz] (Go) (View Report
Begin Date Feb 19, 2009 7:00:02 PM (UTC08:00)  End Date Feb 23, 2009 10:29:34 AM (UTC-08:00)
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SQL Access Advisor: Review
Database emprd (Cancel ) (Show SaL ) (Back ] Step 4 of 4 (Submit )

Logged
inas DBAT

Please review the SQL Access Adisor options and values you have selected.

Task Name  SOLACCESS7080118
Task Description  SOL Access Advisor
Scheduled Start Time  Run Immediately

Options

WModified Option Value Description
' Analysis Scope All Tuning Artifacts The type of recommendations that are allowed
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feature: QKSFM_CVM], [1, 1, {1 1, 11 I, 1. 1. 1. 11 [
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Schedule SQL Tuning Advisor

(Cancel) (Submit

Specify the following parameters to schedule a job to run the SQL Tuning Advisor

* Narne [SQL_TUNING 1235181904085

Description
*S0L Tuning
Set
SQL Tuning
Set Description
saL
Staterents 0
Counts

%

Overview

The SOL Tuning Advisor analyzes individual
SQL statements, and suggests indexes, SQL
profiles, restructured SQL, and statistics that
improve the performance of the SQL
staternents.

The SQL Tuning Advisor operates on a
collection of SQL. You can choose a SQL
Tuning Set to run the advisor. If you do not have
a 5QL Tuning Set with the desired SQL for
runining the advisor, you can create a new one.

You can click on one of the following sources,
which willlead you to a data source where you
can tune SQL statements using the SQL Tuning
Advisor.

Top Historical SOL SO Tuning.
Activty  (AWE] Sets
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¥ informational Findings
Uit class "Comnit” vas mot conswning significant database time.

Uait class "Concurrency” was not consuming significant database time.

CPU vas not a bottleneck for the instance.

Uait class "Network” was mot conswming sigmificant database time.

ait class "iser 1/0" was not comswning sigmificant database time.

Session comnect and discomnect calls vere not conswning significent database time.
Hard parsing of SQL statements was not consuming significant database time.
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SQL Profiles and SQL Patches
A SQL Profile contains additional information(auxillary statistics) that aids the optimizer to
select the optimal execution plan of a particular SL statement. A SQL Patch is automatically
generated to workaround an ertor or performance problern for a single SQL statement.
Select Name Type Category Status Created
(No data)

SOL Plan Baseline
A SQL Plan Baseline is an execution plan deemed to have acceptable performance for a given
SGL statement

Delete ) Disable/Enable
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®  STMTO1 NO YES NO YES Apr 21,2009 12:57:53 PM
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Database emprd

(Finish) (Cancel) (Back

Step 4 of5

Next)

A job will be created and scheduled to collect SQL statements and load them into the new SQL tuning set.

Job Parameters

Job Name [CREATE_STS_TueFeb17_155624_442
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Pick ane of the load methods to collect and load SQL statements into the SQL tuning set.

@ Incrementally capture active SQL statements over a period of time from the cursor cache
Specify the duration within which the SQL statements vl be collected, and specify frequency over which the active

SQL statements from the cursor cache will be collected repeatedy.

Duration [24
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Frequency [5
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€ Load SQL statements ane time only

Data Source | Cursor Cache






OEBPS/img/awr1.gif
General

(Ean
Snapshot Retention (days) 694
Snapshot Interval (minutes) 10
Collection Level TYPICAL
Next Snapshot Capture Time Feb 5, 2009 5:50:18 PM

Manage Snapshots and Baselines

(Run AWR Report ) Run Cormpare Periods Report
Snapshots 22
Baselines 2
Latest Snapshot Time Feb 5, 2009 5:40:18 PM
Earliest Snapshot Time Feb 5, 2009






OEBPS/img/addm_page.gif
Database Activity
((Run ADDM ) (_Fingling History

The icon selected below the graph identifies the ADDM analysis period. Click on & diflrent icon to select a diferent analysis period

22 -
£17 |
211 ! I wait
H W User /o zoom
s 06 i = aa
g o ——
% Yoo 2 4 3 5 o a2 ) 3 g 10
Jan 20, 2009 21

20008 ®890000000000800MA0NA0A0A00000000@SES
@ TIP For an explanation of the icons and symbols used in this page, see the loon Key

ADDM Performance Analysis
Task Name  ADDM:399937146_1_141

((Filters ) (View Snapshots ) (View Report

Peiiod
Task Owner DBAT CEIPEED Period Start Time Duration 304
essions
(rinutes)
impact (4 Finding [Occurrences 24 his ending with analysis period)
— ED Top SQL Statements 90148
- 218 Table Locks Loss
I 3 Log File Swiches Lot
I 24 90148

PIn¢

mational

ngs






OEBPS/img/through_per_sec.gif
Throughput | 1/0 | Parallel Execution | Services

Instance Throughput Rate

Persscond () Per Transaction

1 s5th percante
& oot percentie /\/\_\/\ B togons
0e00AM  10:00A  02:007M  0si00PM  10:00pm  ozooaw [ Tramsactions
7 oo s5th percante
8 7, _losthpercentic B Physical Reads (KB)

06:00AM  10:00AM  02:00PM  06:00PM  10:00PM  0zipam M Redo Size (KB)






OEBPS/dcommon/doclib.gif





OEBPS/img/sql_access_filter_users.gif
Users.

@ Include only SQL
staternents executed by these
users

© Exclude all SQL statements
executed by these users

£

Comma-separated st

L






OEBPS/img/sql_access_schedule_options.gif
Schedule Implementation

SQL Access Adisor will implement all recommendations from this  ((Cancel ) (ShowSQL) (Submit
ask that are currently selected and have not yet been implemented

This irmplernentation task will be subrritted and run as a job. Go to

Scheduler Jobs to check on the job status

< Job Name  [SQLACCESSIMPL2B0ES23

2 Stop on Eror
1fcheckes, this iplemertation o wilstop processing if an error oceurs. If not checkes,tis job wilignore erfors and wil
cortinue processing a acions of seleced recommendations

Scheduling Options

Schedule Type [Standard <]

Time Zone [(UTC-08:00) US Pacifc Time rd

Repeating
Repeat [Do Not Repeat =/

start
@ Immediately
© Later

Date [Mar b, 2009 B
(oxample: er 8, 2009)

Time [3 =] [40=][00=] © am & pm






